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情報のお索 

。メモ：一 部の機能やメディアはオプションなので、出荷時にコンピュータに搭載されていない場合が 
あります。特定の国では使用できない機能やメディアもあります。 

& メモ： 追加の情報がコンピュータに同相されている場合があります。 


何をお探しですか？ 


こちらをご覽ください 


-コンピュータの診断プ□グラ厶 
-コンピュータのドライバ 
• デバイスのマニュアル 


• デスクトップシステ厶ソフトウェア （ DSS ) 


『Drivers and Utilities ^ メディア 

マニュアルおよびドライバは、コンピュータじプ IJ イン 
ス I —ルされています 。 [[Drivers and UtilitiesJI メディ 
アは、ドライバの再インス!'―ル （83 ぺージの「ドラ 
イバおよびユーティ IJ ティの再インス!'―ル」を参照)、 
マニュアルの利用 、 Dell Diagnostics の実行口8ページ 
の roell DiagnosticsJ を参照） I こ使用できます。 



メディアじ収録されてい 
る Readme フアイルじ 
は、マニュアルの作成後 
じシステ厶じ追!]日された 
変更や、技術音や専門巧 
識をお持ちの ユー ヴーを 
巧象とする高度な技術上 
の参考資料などび記載さ 
れています。 


• 保証に関する情報 
• 契約ま項（米国巧のみ） 

• 安をじお使いいただ<ためのを意 
• 認可機関の情報 
• 快適な使い方 

• エンドユーヴーライセンス契約 


メモ： ドライバとマニュアルのアップデートに関して 
は、 support . jp . dell . com をご覧ください。 

Dell ™ 『製品情報ガイド J 
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何をお採しですか？ 


こちらをご覽ください 


• コンピュータのセットアツプ方巧 セットアップ図 



み 1 イ’ pH p! 


か-、も;別が 


• サービス タグとエクスプレス サービ 
スコード 

• Microsoft ® Windows ® プ□ダクトキー 
のラベル 


サービスタグと Microsoft Windows プロダクトキー 

ラベルはお使いのコンピュータ じ貼られています。 

• サービスタグは、 

support.jp.dell.com 

のデルサポートサイト 
をお用する際やサポー 
卜へのお問い合わせの 
際に、お使いのコン 
ピュータを識別するた 
めじ使います。 

• エクスプレスサービスコードを利用すると、 
テクニカルサポートじ通話び接続されます。 
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何をお探しですか？ 


• 技術情報 一 Q & A 検索、トラスレ解消ブビ、 
Diagnostics , インス!—ルガイド、お問い合わ 
せのをい質問 

• アップグレードーメモ IJ 、 八ードドライブ、 
または 0 S などのコンポーネントに関するアッ 
プグレード情報 

• 各種サービスのご案のーサービスプラン、 

登録肉容変更申込、 IJ サイクル•買取サービ 
ス、引さ取の修理が況確認など 
• サービスおよびサポートーサービスコー 
ルの化況とサービス履歷、 サービス契約 
• 参照資料ーコンピュータのマニュアル、 
コンピュータの設定の詳細情報、製品の仕様、 
およびホワイトぺーパー 
• ダウン□-ドー認定されたドライバ、 

バッチ、およびソフトウェアのアップデート 
• デスクトップシステ厶ソフトウェア （ DSS ) — 
コンピュータじ 0 S を再インス I '―ルする揚 
合、 DSS ユーティ IJ ティち再インス!'―ルする 
必要びあります。 DSS はお使いのコンピュータ 
と 0 S を白動的に検出して、 0 S の重要なアップ 
デート 、 Dell 3.5 インチ USB フ□ッピードライ 
ブ、 Intel ® Pentium ® M プ□セッサ、オプティ 
カルドライブ、 USB デバイスじ巧するサポート 
など、構成に適したアップデートをインス!'― 
ルします。 DSS は、 Dell コンピュータを正しく 
動作させるためじ必要です。 


• Windows ™ 0 S の使い方 
• プ□ブラ厶とファイルの操作方;去 
• デスクトップのカスタマイス方;去 


こちらをご覽<ださい_ 

デルサポートサイトー suppoi 1. jp . dell.com 

メモ： お住まいのお域または事業区分を選択し、 
お近くのサポートサイトを表示します。 


デスクトップシステ厶ソフトウてアは、なの手順でダウ 
ン□-ドでさます。 

1 support.jp.dell.com じアクセスし、き業区分を選 
択し、サービスタグまたは製品モデル名を入力 
します。 

2客種ドライバ•ファー厶ウェアグウンロードを選が 

します。 

3 0S と言語を選択し、キーワード「デスクトップシス 
テ厶ソフトウェア」を検索します。 

メモ： support . jp . dell . com のユーザーインタフェー 
スは、 ユーザーの選択によって異なる場合があります。_ 

Windows のヘルプとサポート 

1 Windows のヘルプとサポートじアクセスするじは、 
次の手順を実行します。 

• Windows XP の揚合は、スタートをク IJ ックし、へ 
ルプとヴポートをク I 」ックします。 

• Windows Vista ^^ の揚合は 、 Windows Vista のス 
夕ートボタン A をク IJ ックし、 ヘルプとサポー 
卜 をク IJ ックします。 

2問題に関連する用語ゆ語旬をボックスに入力して、 

矢 E 日アイコンをク IJ ックします。 

3問題に関連するトピックをク IJ ックします。 

4 画面に表示される指示に従ってください。 
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巧をお採しですか？ 


こちらをご覽ください 


• 0 S の再インス!'―ル方;去 0 S のメディア 

0 S はコンピュータじプ IJ インス!'―ルされています。 

0 S を再インス!'―ルするには、 r 再インス!'―ル用 J 
メディアを使用します （86 ぺージの 「0 S の復な」 

を参照)。 

0 S の再インス!'―ルを完 
了したら、阳 rivers and 
Utilities !! メディアを使 
用して、コンピュータじ 
は属しているデバイス用 
のドライバを再インス 
I '―ルします。 

0 S のプ□ダクトキーラべ 
ルは、コンピュータじ貼 
はされています。 

メモ： 『巧インス!ル用 J ] メディアの色は、 

ごま文になった 0 S によって異なります。 
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コンピュータの七ットアップと使い方 

コンピュータの前面および背面 

正面図 



コンピュータのセットアップと使い方 I 口 




























1 

前面|のコネクタ 

USB およびその化のデバイスのプラヴを巧丽するコネクタじ差し込みます 
(1 己ぺージの「前面 I / O コネクタ」を参照)。 

2 

3.5 インチドライブ 
ベイ （2) 

オプションのメディアカード IJ -ダーまたはフ□ッピードライブを取りがけ 
ることびでさます。 

3-6 

5.25 インチドライブ 
ベイ （4) 

5.2 己インチドライブベイキャ IJ アじ、オプティカル八ードドライブまたは 
SATA 八ードドライブを取りはけることびできます。 

メモ： ハードドライブキャリアは 5.25 インチドライブベイ専用です。 
フロッピードライブ/メディアカードリーダーには、ハードドライブキャリ 
アとの互換性がありません。 

7 

前面パネル LED (4) 

診断ライトの組み合わせを用いて、コンピュータのトラブルシューティング 
じ役立ててください （78 ページの 「Dell Diagnostics 」 を参照)。 

メモ： 前面パネル LED の色はセットアップューティリティで調節できます 
(184 ぺージの「セットアップューティリティ」を参照）。 

8 

オプティカルドライブ 
トレイ取り出しボタン 

(4) 

オプティカルドライブのドライブトレイを取り出すためじ使用します。 

メモ： オプティカルドライブトレイ取り出しボタンは、ハンドルではあり 
ません。取り出しボタンを巧し、ドライブトレイが取り出されると、 

ドアが自動的に開きます。 

9 

前面パネル LED (4) 

多色ライトびコンピュータの前面を照らします。 

メモ： 前面パネル LED の色はセットアップューティリティで調節できます 
(184 ぺージの「セットアップューティリティ」を参照）。 

10 

電源ボタン 

このボタンを巧して、コンピュータじ電源を入れます。 

〇ま意： データの損失を防ぐため、電源ボタンを使用してコン 
ピュータの電源を切らないでください。電源ボタンを押さず 
に、 0 S のシャットダウンを実巧してください。 

メモ： 電源ボタンを押して、システムを省電力状態からウェイクアップし 
たり、省電力が態にすることもできます （47 ぺージの 「 WindowsXP の電力 
菅理オプション」を参照)。 

11 

電源ライト 

電源ライトは、点滅と点灯とで異なる状態を示します。 


• 点なしないーコンピュータの電源は切れています。 

• 緑色の点なーコンピュータは通常の動作状態です。 

• 緑色の点滅ーコンピュータは省電力巧態です。 

• 黄色の点な一取りはけられているデノ \'イスに問題び舞をしている可能性 
びあります。 

• 黄色の点滅ーコンピュータ巧部で電源の問題び舞をしている可能性びあ 
ります。 


12 コンピュータスタンド システ厶を安定させるためじ、コンピュータスタンドを取りはけます。 

A 警告：できるだけを定性をよくするため、おずコンピュータスタンドを 
取り付けてください。スタンドを取り付けないと、コンピュータがお倒 
_ し、ケガやコンピュータの巧障の原因となることがあります。 
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前面 I / O コネクタ 



1 マイクコネクタ 

マイクコネクタじパーソナルコンピュータ用マイクを接続し、音声ゆ音楽を 
サウンドまたはテレフオニープ□グラ厶じ入力します。 

2 ヘッドフオンコネクタ 

へッドフオンコネクタを使用してへッドフオンを接続します。 

3 該断ライト （4) 

該断ライトの組み含わせを用いて、コンピュータのトラブルシューティング 
じ福:立ててください （78 ぺージの 「Dell Diagnostics 」 を参照)。 

4 ノ\ードドライブアク 

ティビティライト 

八ードドライブライトは、コンピュータび八ードドライブからデータを読み 
書さしている際に点なします。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイス 
び動作しているとさじち点なすることびあります。 

5 ネットワ ー クリン 

クライト 

ネットワークとコンピュータが正しく接続されている揚含は、ネットワーク 
リンクライトが点灯します。 

6 USB 2.0 コネクタ （2) 

フラッシュメモ IJ キー、カメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々 
接続するデバイスじは、前面 USB コネクタを使用します。起動可能な USB デ 
バイスの詳細じついては、192ぺージの 「BootSequence (起動順度)」 

を参照してください。 

プ IJ ンタゆキーボードなど通常接続したままのデバイスじは、 

背面の USB コネクタを使用することをお勧めします。 

7 IEEE 1394コネクタ 

IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカメラゆ外部ストレージデバイスなど 
の高まデータデバイスじ使用します。 
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背面図 


1 



1 電源コネクタ 

電源ケーブルを差し込みます。このコネクタの外観は図と異なる揚合びあり 
ます。 

2 背面バネル LED (2) 

る色ライトびコンピュータ背面の I / O バネルを照らします。 

メモ：背面パネル LED の色はセットアップューティリティで調節できます 
(184 ぺージの「セットアップューティリティ」を参照)。 

3 背面1/0コネクタ 

USB およびその化のデバイスのプラグを巧丽するコネクタじ差し込みます 
(17 ページの「背面 I / O コネクタ」を参照)。 

4 力ードス□ット 

装着する PCI または PCI Express 力ードのコネクタを差し込みます。 

メモ：一部のコネクタスロットは、フルレングスカードをサポー 
卜しています。 
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1 IJ ンクなをライト 


2 ネットワ ークア 

ダプタコネクタ 


3 ネットワークアク 

テイビテイライト 


• 緑色一10 Mbps のネットワークとコンピュータび正しく接続されている 
ことを示しま弓。 

• 搭色一100 Mbps のネットワークとコンピュータび正しく接続されている 
ことを示しま弓。 

• 黄色一1000 Mbps (1 Gbps ) のネットワークとコンピュータび正しく接 
続されていることを示します。 

-消なーネットワークとの物理的な接続び検巧されていません。 

ま 意：ネットワークアダプタコネクタにモデムケーブルを接続しないでく 
ださい。 

ネットワークアダプタコネクタは、コンピュータをネットワークまたはブ 
□-ドバンドデバイスじ接続するためじ使用してください。ネットワーク 
ケーブルの一端をネットワークジャック、ネットワークデバイス、ブ□-ド 
バンドデバイスのいずれかじ接続し、もラー端をコンピュータのネットワー 
クアダプタコネクタじ接続します。 カチッといラ音びすれば、ネットワーク 
ケーブルはしっかり接続されています。 

追加のネットワークコネクタカードび搭載されたコンピュータで、イントラ 
ネットとエクストラネットを別々じするなど、複数のネットワーク接続を設 
定する場合は、力ードのコネクタとコンピュータ背面のコネクタを使用 
します。 

メモ：ネットワークには、カテゴリ5の配線とコネクタを使用することを 
お勧めします。カテゴリ3の配線を使用する必要がある場合、信頼性のあ 
るオペレーションを保証するために、ネットワークま度を10 Mbps に設定 
してください。_ 

黄色のライトは、コンピュータびネットワークデータをを信、または受信し 
ている際に点減します。ネットワークトラフィックびをい揚合、このライト 
び「点な」のが態に見えることびあります。 
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4 

キーボードコネクタ 

標準型の PS /2 キーボードをお使いの揚含は、紫色のキーボードコネクタじ差 
し込みます。コンピュータおよび取りはけられているすべてのデパイスの電 
源を切ってから、キーボードをコンピュータじ接続します。 USB キーボード 
をお使いの揚含は、 USB コネクタじ差し込みます。 

己 

マウスコネクタ 

標準型の PS /2 マウスをお使いの揚合は、緑色のマウスコネクタじ差し込み 
ます。コンピュータおよび取りはけられているすべてのデバイスの電源を 
切ってから、マウスをコンピュータじ接続します。 USB マウスをお使いの揚 
合は、 USB コネクタじ差し込みます。 

6 

サイドサラウンド 
サウンドコネクタ 

銀色のサイドサラウンドコネクタを使用して、追加のスピーカーを取りはけ 
ます。 

7 

センタ—サブウー 
八一/ LFE コネクタ 

搭色のサブウー八ーコネクタを使用して、シンブルサブウー八一を取0巧け 
ます。 

メモ： デジタルサラウンドサウンドオーディオ方式で使用される LFE 
(ほ周波数効ま）オーディオチヤンネルは、8日 Hz ]；( 下のお周波数情報のみ 
を搬をします。 LFE チヤネルでは、超低音を引き伸ばすサブウーハーが使用 
されます。サブウーハーを使用しないシステムでは、 LFE 情報をサラウンド 
サウンド設定のメインスピーカーに分流できます。 

8 

サラウンドサウン 
ドつネクタ 

黒いサラウンドサウンドコネクタを使用して、マルチチャネル巧丽スピー 
力一を接続します。 

9 

ライン入カコネクタ 

青色のライン入カコネクタじカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または 
VCR (ビデオカセットレコーダー)などの録音/再をデバイスを接続します。 



サウンドカードび搭載されたコンピュータの揚合は、力ードのコネクタを使 
用します。 

10 

ライン出カヘッド 
フオンコネクタ 

緑色のライン出カコネクタを使用して、へッドフオンおよびアンプの蔵型ス 
ピーカーを接続します。 



サウンドカードび搭載されたコンピュータの揚合は、力ードのコネクタを使 
用します。 

11 

マイクコネクタ 

桃色のマイクコネクタじバーソブルコンピュータ用マイクを接続し、音声ゆ 
音楽をサウンドまたはテレフオニープ□ブラ厶じ入力します。 

12 

オプティカル S/PDIF 
コネクタ 

オプティカル S / PDIF コネクタは、アブ□ヴオーディオ変換処理を行わずにデ 
ジタルオーディオを伝送する揚合に使用します。 

13 

RCA S / PDIF コネクタ 

RCAS / PDIF コネクタは、アブ□グオーディオ変換処理を行わずにデジタル 
オーディオを伝送する揚合に使用します。 

14 

USB 2.0 コネクタ （6) 

プ IJ ンタゆキーボードなど、通常接続したままのデバイスじは背面 USB コネ 
クタを使用します。 

メモ： フラッシュメモリキー、カメラ、または起動可能な USB デバイスな 
ど、時々接続するデバイスには、前面 USB コネクタを使用することをお tt 
めします。 

1已 

IEEE 1394コネクタ 

IEEE 1394コネクタは、デジタルビデオカメラゆ外部ストレージデバイスなど 
の高まデータデバイスじ使用します。 
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コンピュータスタンドの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り扱いにはま意を要します。持ち上げ、移動、傾けなどの際にはほ 
かの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方まで持ち上げてください。 

また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

A 警告：できるだけま定性をよくするため、化ずコンピュータスタンドを取り付けてください。 

スタンドを取り付けないと、コンピュータが転倒し、ケガやコンピュータの巧障の原因となることがあり 
ます。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータの底面に取りはけられている蝶ネジを外します。 

& メモ： 蝶ネジがスタンドに取り付けられていない場合は、別に巧包されています。 

3 6つの位置合わせタブをコンピュータ底面の巧麻するス□ットに挿入し、6つのタブびすべて 
ス□ットにはまるまで、スタンドを前方へスライドさせます。 

4スタンドのネジ乃びコンピュータ底面のネジ巧と揃っていることを確認します。 

5巧まネジをネジ巧に差し込んで締め、スタンドをコンピュータの底面に固定します。 



1 的)まネジ 2 スタビライザ（閉じ位置) 

3 コンピュータスタンド 4 ス □ット （巳） 


6ほかの人に手伝ってちらいなびら慎重に、コンピュータを縦置きにします。 

7コンピュータのを部をゆっくりと持ち上け、スタビライヴをスライドさせて外側へ開きます。 
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エンクロージャにコンピュータを設置する場合 

コンピュータをエンク□ージャに設置すると、空気の流れび巧けられ、コンピュータのパフスーマ 
ンスび證響を受けたり、場合によってはオーバーヒートの原因にもなります。コンピュータをエン 
ク□ージャに設置する揚合は、次のガイドラインに従ってください。 

〇ミち意： 『オーナーズマニュアル J に示す動作時の温度仕様は、動作時の最大周困温度で 
す。コンピュータをエンクロージャに設置する場合は、室内の周囲温度を考慮するお要があ 
ります。たとえば、室内の周囲温度が25での場合、コンピュータの仕様によっては、コン 
ピュータの動作時の許容最大温度までの余裕はわずか5〜10でとなります。コンピュータ 
の仕様の詳細については、179ぺージの「仕様」を参照してください。 

• コンピュータの通気び正甫に行われるよラに、通気孔びあるすベての面にかなくとち約 10 cm 
の空間を確保して < ださい。 

• エンク□ージャにドアび巧いている揚合は、エンク□ージャを通じてかなくとち30 %の通気 
(前面と背面）び行われるタイプである必要びあります。 
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• コンピュータを机の上または下の角に設置する場合は、通気び正雷に行われるよラに、 
コンピュータの背面から壁までにかなくとち約5 cm の空間を確保してください。 
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• 通気を巧けるエンク□ージャにはコンピュータを設置しないでください。通気び巧けられる 
と、コンピュータのパフスーマンスび影響を受けたり、厦合 I こよってはスーバーヒートの原 
因 I こちなります。 
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モニターの接続 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

A 警告：発义、感電、けがを防止するため、電源コン七ント、電源タップ、アウトレットに過重電流を流 
さないでください。電源コンセント、電源タップ、その化のソケットに接続した全製品のアンペアの総定 
巧が、分巧回お定格の80%を超えないようにしてください。 

。メモ： コンピュータ購入時の選択により、ビデオカードには DVI ポートが2個ある場合と DVI ポート 
と VGA ポートが1個ずつある場合があります。 



1 DVI コネクタ（白色） 2 TV 出カコネクタ 3 VGA コネクタ（青色） 

モニターの 接続（アダプタを使用しない） 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ： モニターに VGA コネクタがあり、コンピュータには VGA ポートがない場合は、24ぺージの 
「モニターの接続（アダプタを使用）」の手順に従ってください。 

1開いているファイルをすべて保存して閉じ、使用中のプ□グラ厶をすベて終了します。 

2次の手順で OS をシャットダウンします。 

• Windows XP の揚 S ま、 スタートー終了オプション ー 電源を切 るの順にクリックします。 

• Windows Vista TM の揚 S ま、 Windows Vista のスタートポタン©をクリックし、スター 
トメニューのち下角にある矢印 (下のイラストを参照）をクリックし、 シャットタウンを 
クリックします。 



OS のシャツトダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 
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3 コンピュータとすべての周迈機器の電源び切れていることを確認します。 OS をシャットダウ 
ンしたときに、コンピュータおよび接続デバイスの電源び自動的に切れなかった揚合は、電源 
ボタンを4秒じ(上巧し続けて電源を切ります。コンピュータ、および取りはけられているすべ 
てのデバイスの電源コードを、コンセントから外します。 

4モニターの DVI または VGA コネクタをコンピュータ背面の該当するコネクタに接続します。 

DVI コネクタのあるモニターを接続するには、コンピュータの DVI ポート（白色）を使用 
します。 

VGA コネクタのあるモニターを接続するには、コンピュータの VGA ポート（青色）を使用し 
ます。 


モニターの 接続（アダプタを使用） 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ： VGA コネクタのあるモニターをコンピュータ背面の DVI ポートに接続するには、 DVI-VGA アダ 
プタが化要です。 

1開いているファイルをすべて保存して閉じ、使用中のプ□グラ厶をすベて終了します。 

2巧の手順で 0 S をシャットダウンします。 

• Windows XP の場 S ま、 スタート ー 終了オプション ー 電源を切 るの順にクリックします。 

• Windows Vista の揚合は、 スタート @をクリックし、スタートメニューのも下卸こある 
矢印（下のイラストを参照）をクリックし、 シャットタウンを クリックします。 



0 S のシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 

3コンピュータとすべての周辺機器の電源び切れていることを確認します。 0 S をシャットダウ 
ンしたときに、コンピュータおよび接続デバイスの電源び自動的に切れなかった揚合は、 

電源ボタンを4秒じ(上巧し続けて電源を切ります。 

4 DVI - VGA アダプタをモニターの VGA コネクタに接続し、そのアダプタのちラー方の端をコン 
ピュータ背面の DVI ポート（白色）に接続します。 
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1 DVI コネクタ（白色) 


DVI - VGA アダプタ（オプション) 


3 


TV 出カコネクタ 


デュアルグラフィックカード構成でモニターを接続する方法 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

マルチ GPU テクノ □ジびち効なデュアルグラフィックカード構成では、シングルモニターのみびサ 
ポートされます。モニターび機能するには、プライマリグラフィックカードに接続する必要びあり 
ます。 

。メモ： BIOS でプライマリグラフィックカードの設定を変更した場合は、コンピュータ背面の左側の 
DVI コネクタがデフォルトのプライマリコネクタです。 

。メモ：お使いのプライマリグラフィックカードに DVI ポートが2個装備されており、使用するモニ 
夕一に VGA コネクタがある場合は、モニターの接続に DVI-VGA アダプタが必要です。24ぺージの 
「モニターの接続（アダプタを使用）」を参照してください。 
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广 





プライマリビデオカード 


1開いているファイルをすべて保存して閉じ、使用中のプ□グラムをすべて終了します。 

2次の手順で 0 S をシャットダウンします。 

• Windows XP の場 S ま、 スタート ー 終了オプション ー 電源を切 るの順にクリックします。 

• Windows Vista の場合は、 スタート ©をクリックし、スタートメニューのち下ちにある 
矢印（下のイラストを参照）をクリックし、 シャットタウンを クリックします。 



OS のシャットダウン赃理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 

3コンピュータとすべての周迈機器の電源び切れていることを確認します。 OS をシャットダウ 
ンしたときに、コンピュータおよび接続デバイスの電源び自動的に切れなかった揚合は、 

電源ポタンを4秒じ(上巧し続けて電源を切ります。 

4モニターの DVI または VGA コネクタをコンピュータのプライマリグラフィックカードの該当 
するコネクタに接続します。 

DVI コネクタのあるモニターを接続するには、プライマリグラフィックカードの DVI ポート 
(白色）を使用します。 

VGA コネクタのあるモニターを接続するには、プライマリグラフィックカードの VGA ポート 
(青色）を使用します。 
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2 台 U 上のモニターの接続 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。 メモ： デュアルグラフィックカード構成で2台 U 上のモニターを接続して使用するには、マルチ 
GPU テクノロジをお効にする必要があります。マルチ GPU を無効にする手順については、 2 日ぺージ 
の口台上のモニターをサポートするようにディスプレイ設定を変更する方法」を参照してくだ 
さぃ。 

。 メモ： コンピュータ購入時の選択により、ビデオカードには DVI ポートが 2 個ある場合と DVI ポート 
と VGA ポートが 1 個ずつある場合があります。 

1開いているファイルをすべて保存して閉じ、使用中のプ□グラムをすべて終了します。 

2 次の手順で 0S をシャットダウンします。 

• Windows XP の揚 S ま、 スタート^終了オプション ー 電源を切 るの順にクリックします。 

• Windows Vista の場合は、 スタート 0をクリックし、スタートメニユーのち下ちにある 
矢印（下のイラストを参照）をクリックし、 シャットダウンを クリックします。 



OS のシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 

3 コンピュータとすべての周迈機器の電源び切れていることを確認します。 OS をシャットダウ 
ンしたときに、コンピュータおよび接続デバイスの電源び自動的に切れなかった揚合は、電源 
ボタンを4秒じ(上巧し続けて電源を切ります。 

4 2 台じ(上のモニターをコンピュータ背面の該当する DVI ポートまたは VGA ポートに接続 
します。 

。メモ： VGA コネクタのあるモニターをコンピュータ背面の DVI ポートに接続するには、 

DVI - VGA アダプタが化要です。 

コンピュータの DVI ポートまたは VGA ポートに2台じ(上のモニターを直接接続する方をにつ 
いては、23ページの「モニターの接続（アダプタを使用しない)」を参照してください。 

1台または複数のモニターの VGA コネクタをコンピュータの DVI ポートに接続する方;去につ 
いては、24ページの「モニターの接続（アダプタを使用)」を参照してください。 

5複数のモニターをサポートするよラにディスプレイ設定を変更します （29 ページの「2台じ(上 
のモニターをサポートするよラにディスプレイ設定を変更する方を」を参照)。 
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TV の接続 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ：コンピュータに TV を接続する場合は、その TV の化にモニター (VGA または DVI) を 1 台だけ 
接続できます。 

。メモ： TV に付属するマニュアルを参照して、 TV の設定と接続が正しくできていることを確認してく 
ださい。 

TV をコンピュータに接続するには、 S ビデオクーブルび必要です。 S ビデオクーブルびない場合は、 
別途ご購入ください。ほとんどの電気店でお求めいただけます。 S ビデオクーブルはコンピュータ 
にはは属していません。 

1開いているファイルをすべて保存して閉じ、使用中のプ□グラムをすべて終了します。 

2巧の手順で 0 S をシャットダウンします。 

• Windows XP の揚 S ま、 スタート^終了オプション ー 電源を切 るの順にクリックします。 

• Windows Vista の場合は、 スタート @をクリックし、スタートメニューのち下角にある 
矢印（下のイラストを参照）をクリックし、 シャットタウンを クリックします。 



OS のシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 

3コンピュータとすべての周辺機器の電源び切れていることを確認します。 OS をシャットダウ 
ンしたときに、コンピュータおよび接続デバイスの電源び自動的に切れなかった揚合は、電源 
ボタンを4秒 iU 上巧し続けて電源を切ります。 

4コンピュータ、および取りがけられているすべてのデバイスの電源コードを、コンセントから 
外します。 

5 S ビデオクーブルの一方の端を、コンピュータの背面にある TV 出カコネクタに接続します。 

6 S ビデオグーブルのちラー方の端を、 TV の S ビデオ入カコネクタに接続します。 

7必要に丽じて、23ページの「モニターの接続」の説日月に従って、 DVI または VGA コネクタの 
ある1台のモニターを接続します。 
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2 台な上のモニターをサポートするようにディスプレイ設定を変更する方法 

。 メモ： マルチ GPU テクノロジが有効なデュアルグラフィックカード構成では、シングルモニターのみ 
がサポートされます。マルチ GPU テクノロジを備えたデュアルグラフィックカード構成で 2 台];(上の 
モニターを接続して使用するには、マルチ GPU テクノロジを無効にする必要があります。 

1モニターを接続し、電源を入れたが態で、コンピュータの電源を入れます。 

Microsoft ® Windows ® のデスクトップびプライマリモニターに表示されます。 

2ディスプレイ設定でマルチ GPU テクノ□ジを無効にします（マルチ GPU テクノ□ジびち効に 
設定されたデュアルグラフィックカードの構成のみに適用されます)。 

3ディスプレイ設定でク□ーンモードまたは拡張デスクトップモードを有効にします。 

• ク□-ンモードでは、すべてのモニターび同じ画像を表示します。 

• 拡張デスクトップモードでは、オブジェクトを1つの画面から別の画面にドラッグするこ 
とびでき、表示可能なワークスペースの面積び増えます。 

グラフィックカードのディスプレイ設定を変更する手順の詳細については、ヘルプとサポートセン 
ターでカードのユーヴーブガイド J を参照してください（ヘルプとサポートセンターから、 

ユーヴーブガイドおよびシステ厶方イド ー Device guides (デバイスガイド）の順にクリックし、 
お使いのグラフィックカードのガイドを選択します)。 

RAID 構成について 

〇ミち意：データを保持したままで RAID 構成を変換する移行オプションを使用するには、 へ一 
ドドライブに 0 S を口ードする前に、そのドライブが最初にシングルドライブの RAID 0アレ 
イとしてセットアップされている化要があります （34 ぺージの 「NVIDIA MediaShield ROM 
ューティリティの使い方」の説明を参照）。 

本項では、コンピュータの購入時に選ばれた可能性のある RAID 構成の概要を説巧します。 
コンピュータ業巧では、用途のタイプに麻じていくつかの RAID 構成び巧用できます。お使いのコ 
ンピュータでは、 RAID レベル0、1、5 (お客様による取り巧け)、または RAID レベル0+1(お客 
様による取りはけ）をサポートしています。 RAID レベル0構成は高いパフスーマンスび要ホされ 
るプ□グラ厶に、 RAID レベル1は高水準のデータ保を性を希望されるユーヴーにお勧めします。 

。メモ： RAID レベルは階層を表すものではありません。 RAID レベル 1 構成は、 RAID レベル 0 構成より 
本質のに優れても劣ってもいません。 

容量びスきいドライブにホ割り当ての（使用できない）領域びできないよラに、 RAID 構成巧のド 
ライブを同じ容量にする必要びあります。 

RAID レベル0およびレベル1では、かなくとち2台のドライブび必要です。 RAID レベル5ではか 
な< とち3台のドライブび必要です。 RAID レベル0+1ではかなくとち4台のドライブび必要です。 
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RAID レベル 0 構成 

〇ミち意： RAID レベル0構成ではデータの冗長性がないため、いずれかのドライブに障害が発 
生すると、すべてのデータが失われます。 RAID レベル0構成の使用中にデータを保護する 
には、定期的にバックアップを行ってください。 

RAID レベル0では、「データストライピンク'」と呼ばれるストレージ巧術を使用して、データアク 
セス速度を高速化します。データストライピングは、連続するデータセグメント（ストライプ）を 
複数の物理ドライブに順次書さ込を'ことで、ス容量の仮想ドライブとしてあラ方法です。データス 
トライピングにより、1台のドライブでデータを読み込を'間に、別のドライブで次のブ□ックの検 
索と読み込みびでさます。 


RAID0 



ディスク0 ディスク1 


RAID レベル0構成のちラ1つの巧点は、各ドライブのをストレージ容量を使用できることです。 
たとえば、120 GB の八ードドライブ2台を使用すれば、データの保存に合計240 GB の八ードドラ 
イブスペースび使えます。 

& メモ： RAID レベル0構成では、最も小さいドライブの容量に、その構成に含まれるドライブの台数を 
乗じた値が、その構成全体の容量です。 
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RAID レベル 1 構成 

RAID レベル1では、データの冗長性を持たせた「5ラーリング」と呼ばれるストレージ技術を使 
用して、データ保を性を高めます。プライマリドライブにデータび書き込まれると、そのデータは 
同時に、構成巧の2台目のドライブ上に複製ラーリング）されます。 RAID レベル1ではデー 
夕の冗長性の巧点を重視しているため、高速データアクセスの方び犠牲になります。 

RAID 1 



ディスク0 ディスク1 


いずれかのドライブに障害び発生した揚合、それじ(降の読み書さ操作は、正甫に動作しているドラ 
イブに巧して行われます。その正甫なドライブのデータを使用して、交換用ドライブを I 」ビルドで 
きます。 

& メモ： RAID レベル1構成では、構成内で最も小さいドライブの容量が、その構成全体の容量とな 
ります。 
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RAID レベル 0+1 構成 

RAID 0+1アレイでは、データを2台のドライブにまたびってストライプし、ストライプされたそ 
のデータを2台のちラー組のドライブにミラー I 」ングすることで、 RAID レベル0アレイの高速な 
データアクセスと RAID レベル1のさラーによるデータ保護（冗長性）の両方び実現します。 


RAID 0+1 


RAID0 


RAID0 



いずれかのドライブに障害び発生した揚合、それじ(降の読み書さ操作は、正甫に動作している残り 
のドライブに巧して行われます。その正甫なドライブのデータを使用して、交換用ドライブを I 」ビ 
ルドできます。また、データびプライマリドライブと追加ドライブに複製されるため、4台の 
120 GB RAID レベル1ドライブでデータの保存に使用できる合計容量は、最ス360 GB となります。 
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RAID レベル 5 構成 

RAID レベル5でちデータパ I 」ティび使用されます。 RAID レベル5では、3台じ(上のドライブにま 
たびってデータとパリティ情報の両方びストライプされます。バイトレべルでデータストライピン 
グび行われるだけでな<、エラー修正情報び垣なされます（パリティアレイは□ーテーシヨンされ 
ます)。このため、優れたパフスーマンスと良好なフスールトトレランスび実現します。 

RAID レベル5は最ちよく使われる RAID です。 


RAID レベル5はレベル1よりち高速ですび、レベル0やレベル1の構成よりち必要とされるハー 
ドドライブの数び多くなります。 


RAID 已 



ディスク 0 ディスク 1 ディスク 2 ディスク 3 


いずれかのドライブに障害び発生した揚合、それじ(降の読み書さ操作は、正甫に動作している残り 
のドライブに巧して行われます。その正雷なドライブのデータを使用して、交換用ドライブを I 」ビ 
ルドできます。また、データびプライマリドライブと追加ドライブに複製されるため、4台の 
120 GB RAID レベル1ドライブでデータの保存に使用できる合計容量は、最ス360 GB となります。 


八ードドライブを RAID に設定する方法 


購入時に RAID 構成を選択しなかった場合でち、お使いのコンピュータを RAID 構成にすることび 
でさます。 RAID のレベルとその要件の説日月については、29ページの 「 RAID 構成について」を参照 
してください。八ードドライブの取り巧け手順については、122ページの「八ードドライブの取り 
はけ」を参照して<ださい。 

RAID ハードドライブボリュー厶を構成するには2つの方をびあります。1つは NVIDIA 
MediaShield ROM ユーティリティを使用する方;去で、ハードドライブに OS をインストールする前 
に実行します。2つ目は NVIDIA MediaShield を使用する方ミ去で、 OS と NVIDIA RAID ドライバを 
インストールしたをで実行します。 

どちらの方法を使ラ揚合ち、最初にお使いのコンピュータを RAID 有効モードに設定しておく必要 
びあります。 


コンピュータのセットアップと使い方 I 33 















コン ピュータを RAID 有効 モー ドに設定する方法 

1セットアップ ユー ティリティを起動します （184 ぺージの「セットアップ ユー ティリティの起 
動」を参照)。 


2上下矢 E 日キーを巧して Drives (ドライブ）をハイライト表示し、 < Enter > を巧します。 

3上下矢 E 日キーを巧して適切な SATA ドライブを八イライト表示し、 < Enter > を巧します。 

4左ち矢印キーを巧して RAID On ( RAID スン）をハイライト表示し、 > Enter < を巧します。 
各 SATA /\— ドドライブに巧して、必要に麻じてこの手順を繰り返します。 

。メモ： RAID オプションの詳細については、186ぺージの「セットアップユーティリティのオプ 
シヨン」を参照してください。 


5 < Esc > 封甲し、左ち矢 E □キーを巧して Save/Exit (保を/終了）を八イフイト表术し、 
< Enter > を巧してセツトアップユーティリティを終了し、起動プ□セスを再開します。 


NVIDIAMediaShield ROM ューティリティの使い方 

Q) ミち意： 次の手順を実行すると、ハードドライブ上のすべてのデータが失われます。 

続行する前に、必要なデータをすべてバックアップしてください。 

。メモ：既存の RAID 構成を移行する場合には、次の手順は使わないでください （37 ぺージの 
「 RAID 構成の変換」を参照)。 

RAID 構成の構築には、どんな容量の八ードディスクでち使用でさます。ただし、割り当て不能の 
(使用できない）スペースび生じないよラに、ドライブの容量を統一するのび理想的です。 RAID の 
レベルとその要件の説日月については、29ページの 「 RAID 構成について」を参照してください。 
八ードドライブの取りはけ手順については、122ぺージの「八ードドライブの取り巧け」を参照し 
て < ださい。 

1お使いのコンピュータ上の該当する各ハードドライブで、 RAID をち効にします （34 ページの 
「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

2コンピュータを再起動します。 

3 RAID BIOS の起動をあめるプ□ンプトび表示されたら、 < Ctrl >< N > を巧します。 

。メモ： 0 S のロゴが表示された場合は、 MicrosoftWindows のデスクトップが表示されるのを待っ 
て、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

Define a New Array (新しいアレイの定義）ウィンドウび表示されます。 


4 < Tab >を巧して RAIDMode ( RAID モード）フイールドに移動します。 

RAID 0構成を作成するには、矢 E 日キーを使用して Striping (ストライピンク')を選択します。 
RAID 1構成を作成するには、矢 E 日キーを使用して Mirroring (ミラーリング）を選択します。 

RAID 0+1構成を作成するには、矢 E 日キーを使用して Stripe Mirroring 
(ストライプミラーリング）を選択します。 


RAID 5構成を作成するには、矢 E 日キーを使用して RAIDS を選択します。 
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5 < Tab > を巧して Free Disks (空きディスク）フィールドに移動します。 

6 上下の矢 E 日キーを使用して、 RAID アレイに含めるハードドライブを選択し、次にち矢 E 日キー 
を使用して、選択したドライブを Free Disks (空きディスク）フィールドから Array Disks 
(アレイディスク）フィールドに移動します。 RAID アレイに含める各ディスクについて、 

この手順を繰り返します。 

。メモ：お使いのコンピュータでは、 RAID 1アレイあたり最大2台、 RAIDO アレイあたり最大4台 
のドライブをサポートしています。 

7 ハードドライブをアレイに割り当てたら、 < F 9> を巧します。 

Clear disk data (ディスクデータの消去）プ□ンプトび表示されます。 

〇ミち意： 次の手順で、選択したドライブ上のデータがすべて消'ちされます。 

8 選択したドライブならすべてのデータを消去するには、 < Y > を巧します。 

Array List (アレイの一覧）ウィンドウび表示されます。 

9 セットアップしたアレイの詳細を確認するには、矢 E 日キーを使用して Array Detail 
(アレイの詳細）ウィンドウ巧のアレイをハイライト表示し、 < Enter > を巧します。 

Array Detail (アレイの詳細）ウィンドウび表示されます。 

^ メモ：アレイを削除するには、矢印キーを使用してアレイを選択し、 < D > を押します。 

10 < Enter > を巧すと、前の画面に戻ります。 

11 RAID BIOS を終了するには、 < arl >< X > を巧します。 


NVIDIA MediaShield の使い方 

NVIDIA MediaShield を使用して、 RAID 構成を作成、表示、管理することびできます。 

。メモ：1台または複数のハードドライブを既存の（非 RAID ) シングルドライブコンピュータに追 

加して、新しいドライブを RAID アレイ内に構成する場合にのみ 、 NVIDIA MediaShield を使用して RAID 
構成を作成してください。 

NVIDIA MediaShield を使用する RAID 構成の構築には、どんな容量のハードディスクでち使用でき 
ます。ただし、割り当て不能の（使用できない）スペースび生じないよラに、ドライブの容量を統 
一するのび理想的です。 RAID のレベルとその要件の説日月については、 29 ページの 「RAID 構成につ 
いて」を参照してください。 
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RAID アレイの作成 

〇 ミち意： 次の手順を実行すると、ハードドライブ上のすべてのデータが失われます。 

続行する前に、必要なデータをすべてパックアップしてください。 

。メモ：既存の RAID 構成を移行する場合には、ホの手順は使わないでください （37 ぺージの 
「 RAID 構成の変換」を参照)。 

1ハードドライブの RAID をち効にします （34 ページの「コンピュータを RAID 有効モードに設 
定する方法」を参照)。 

2コンピュータを再起動したをで 、 NVIDIA MediaShield を起動します。 

3 System Tasks (システムのタスク）で Create (作成）をクリックします。 

NVIDIA Create Array Wizard ( NVIDIA アレイ作成ウィヴード）び表示され、 

構成に利用でさるディスクを一覧表示します。 

4 Next (次へ）をクリックします。 

5 Custom (カスタ厶）をクリックし、 Next (次へ）をクリックします。 

6ド□ップダウンボックスから 、 RAID 0の揚合は Striping (ストライピンク')、 RAID 1の揚合 
は Mirroring (ミラーリング )、 RAID 0+1の揚合は Stripe Mirroring (ストライプミラーリ 
ンク ')、 RAID 5の場合は RAID 5 を選択します。 

7 Next (次へ）をクリックします。 

Free Disk Selection (空きディスクの選択）ウィンドウび表示されます。 

。メモ： RAID が有効なハードドライブのみが空きディスクとして表示されます。 

8 RAID を構成するドライブをクリックして選択し、 Next (次へ）をクリックし、 

ちラー度 Next (次へ）をクリックします。 

。メモ： お使いのコンピュータでは、 RAID 1アレイあたり最大2台、 RAID 0 アレイあたり最大4台 
のドライブをサポートしています。 

Clearing System Data (システムデータの消去）ウィンドウび表示されます。 

〇ミち意： Clear System Data (システムデータの消'去）オプションを実行すると、 

選択したドライブ上のすべてのデータが削除されます。 

9 Next (次へ）をクリックします。 

10 Finish (完了）をクリックすると、 RAID 構成び作成されます。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウび表示され、取りはけられている他の 
八ードドライブととちにアレイを一覧表示します。 
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RAID アレイの削除 

& メモ：この手順を実行すると、 RAID 1 ボリュームが削除されると同時に、その RAID1 ボリュームは 
パーティションを持つ 2 つの非 RAID ハードドライブに分割され、既存のデータファイルがある場合は 
それらのファイルは元の状態のまま保持されます。しかし、 RAID 0 ボリュームを削除する場合は、 

そのボリューム上のすべてのデータがミ肖去されます。 

& メモ：コンピュータが現在 RAID から起動している場合は、 RAID ボリュームを削除すると起動できな 
くなります。 

1 NVIDIA MediaShield を起動します。 

2削除するアレイをクリックして選択します。 

3 System Tasks (システムタスク）ペインで Delete Array (アレイの削除）をクリック 
します。 

NVIDIA Delete Array Wizard (アレイ削除ウィヴード）び表示されます。 

4 Next (次へ）をクリックします。 

削除のマークをはけたアレイの名前とサイブを示す確認画面び表示されます。 

5 Finish (完了）をクリックすると、 RAID 構成び削除されます。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウび表示され、取りはけられているその他 
のハードドライブととちに残りのアレイを一覧表示します。 

RAID 構成の変換 

〇ミち意： データを保持したままで RAID 構成を変換する移行オプションを使用するには、ハー 
ドドライブに 0 S を口ードする前に、そのドライブが最初にシングルドライブの RAID 0アレ 
イとしてセットアップされている化要があります （34 ぺージの 「NVIDIA MediaShield ROM 
ユーティリティの使い方」の説明を参照）。 

NVIDIA MediaShield では、「移行」と呼ばれるシングルステップの手順で、データを失うことな 
く、ディスクまたはアレイの現だのが態を変更できます。必要に麻じて、シングルドライブの 
RAID 0構成を含めて、既をのアレイにハードドライブを追加して、ドライブ2台の RAID 0構成に 
変換することびできます。ただし、出来上びるアレイの容量は、5の構成に等しいな、またはそれ 
を上回る必要びあります。 

移行プ□セスを使用する揚合は 、 RAID 0から RAID 1への変換はでさません。 

〇ミち意： 移行によってできるアレイで使用する追加のハードドライブは、現在の構成で使用 
しているどのドライブよりも容量が大きいか、または等しいものを使用してください。 

。メモ： RAID 構成で使用するすべてのドライブが RAID 使用可能モードになっていることを確認します 
狂 4 ページの「コンピュータを RAID 有効モードに設定する方法」を参照)。 

1 NVIDIA MediaShield を起動します。 

2変換するアレイをクリックして選択します。 
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3 System Tasks (システ厶タスク）ペインで Convert Array (アレイの変換）をクリック 
します。 

NVIDIA Convert Array Wizard (アレイ変換ウィヴード）が表示されます。 

4 Next (次へ）をクリックします。 

5 RAID Mode Selection ( RAID モー ドの選択）で、ド□ップダウン; ニュー から Mirroring 

(ミラーリング)、 Striping (ストライピンク')、 Strip Mirroring (ストライプミラーリン 
グ)、または RAID 5 を選択します。 

6 Next (次へ）をクリックします。 

〇ミち意： 次の手順で、選択したドライブ上のデータがすべて消'去されます。 

7 Free Disk Selection (空きディスクの選択）で、横のチェックボックスをクリックして、 
移行によって作成するアレイに含める八ードドライブを選択します。 

8 Finish (完了）をクリックします。 

MediaShield RAID 管理ユーティリティのウィンドウび表示され、取りはけられている他の 
八ードドライブととちに、アップグレード/移行プ□セスのが態を表示します。 

。メモ：アレイが変換されるまでの所要時間は、 CPU のま度、使用するハードドライブの種類とサ 
イズ、 0 S など、いくつかの要因によって左右されます。 


RAID 構成のりビルド 

RAID アレイ巧の八ードドライブの1台に障害び発生した揚合は、交換用ドライブにデータを復5 
することで、アレイを I 」ビルドでさます。 

。メモ：アレイのリビルドは 、 RAID K RAIDS 、 および RAID 0+1構成でのみ実行できます。 

1 NVIDIA MediaShield を起動します。 

2 管理 ユーティリティウィンドウで、お使いの RAID 構成 （Mirroring (さラーリング)） 

をクリックして選択します。 

3 System Tasks (システムタスク）ペインで、 Rebuild Array (アレイのリビルド）を選択し 
ます。 

NVIDIA Rebuild Array Wizard (アレイリビルドウィヴード）び表示されます。 

4 Next ( 次へ） をクリックします。 

5横のチェックボックスをクリックして、 I 」ビルドする八ードドライブを選択します。 

6 Next ( 次へ） をクリックします。 

7 Finish (完了）をクリックします。 

MediaShield RAID 管理 ユーティリティウィンドウび表示され、リビルドプ□セスの状態を表 
术します。 

。メモ：コンピュータはアレイのリビルド中も使用できます。 

。メモ：アレイのリビルドには、利用可能な （ RAID 使用可能モードの）空きディスクをどれでも使用で 
きます。 
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再生 

現をのトラック巧で卷青戻し 
一時停止 

現巧のトラック巧で早送り 
停止 

前のトラックへ移動 
取の出し 

次のトラックへ移動 


マルチメティアの使い方 

〇ま意： オプティカルドライブトレイを開閉する際に、トレイの上から力を掛けないでく 
ださい。ドライブを使用しないときは、トレイを閉じておいてください。 

C を意： メディアの再生中にコンピュータを移動しないでください。 

1トレイを開くじは、ドライブの前面にある取り出しボタンを巧します。 

2ラベル面を上にしてディスクをトレイの中央に置きます。 

3トレイを閉じるには、取り出しポタンを巧すか、またはトレイを優しく巧し込みます。 



データを保存するために CD を フスー マットしたり、音楽 CD を作成したり、 CD をコピーしたりす 
るには、コンピュータに巧属の CD ソフトウェアを参照してください。 

& メモ：メディアをコピーする際は、著作権法に基づいていることを確認してください。 

CD プレーヤーは次のボタンを使用して操作します。 


□田田田 Du 曰の 
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DVD プレーヤーは次のボタンを使巧して操作します。 


停止 

現巧のチヤプタの再スタート 

再を 

早送り 

一時停止 

早戻し 

一時停止モードでのコマ送0 
直後のタイトルまたはチヤプタへ進を 
現をのタイトルまたはチヤプタの<0おし 
直前のタイトルまたはチヤプタへ戻る 
取り出し 


これらのボタンは、プレーヤーによってはない場合びあります。 CD 、 DVD 、 または BD の再生につ 
いては、メディアプレーヤーの ヘルプ （巧用可能な場合）をクリックしてください。 

CD 、 DVD 、 および Blu-rayDiscTM ( BD ) メディアのコピー 

本項は DVD +/- RW ドライブまたは BD - RE ドライブを備えたコンピュータだけに適用されます。 

。メモ： メディアをコピーする際は、著作権法に基づいていることを確認してください。 

& メモ： デルにより提供されるオプティカルドライブのタイプは、国により異なることがあります。 

じ(下の手順では 、 Roxio Creator を使用して CD 、 DVD 、 または BD をコピーする方!去について説日月 
します。コンピュータに保存されたオーディオファイルから音楽 CD を作成したり、重要なデータ 
をバックアップするなど、別の目的で Roxio Creator を使用することもできます。ヘルプを参照す 
るには 、 Roxio Creator を開さ、 < F 1> を巧してください。 

Dell コンピュータに取り巧けられている DVD ドライブと BD ドライブは、 HD-DVD メディアをサ 
ポートしていません。サポートされているメディア形式の一覧については、41ページの「空の CD 、 
DVD 、 および BD メディア」を参照してください。 


□因□田田田田！一因巧日 
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CD 、 DVD . または BD のコピーの方ま 

。メモ： BD メディアは別の BD メディアにのみ〕ピーできます 。 DVD メディアは別の DVD-R 

(書き込み可能）/ DVD-RW (書き換え可能）メディアにのみコピーできます 。 CD メディアは別の 
CD-R (書き込み可能） / CD-RW (書き換え可能）メディアにのみコピーできます。 

。メモ： BD - R を BD - RE に〕ピーしても、完全な〕ピーは作成されません。境界情報は失われます。 

。メモ： 巿版の DVD と BD のほとんどは著作権がイ呆護されているので 、 Roxio Creator を使用して〕ピー 
することはできません。 


1 Roxio Creator Plus を開きます。 

2 コピー タブで、 ディスクコピー をクリックします。 

3 CD 、 DVD 、 または BD のコピーは次の手順で行います。 

• オプティカルドライブび1台の揚合は、ドライブにソースディスクをセットし、設定び正 
しいことを確認してから、 ディスクコピー ボタンをクリックして続行します。ソースディ 
スクび読み取られ、データびコンピュータのハードドライブにある一時フスルダにコピー 
されます。 


プ□ンプトび表示されたら、ドライブに空のディスクをセットして、 OK をクリック 
します。 

• オプティカルドライブび2台ある場合は、ソースディスクをセットしたドライブを選択し 
て、 ディスクコピー ボタンをクリックして続行します。コンピュータびソースディスクの 
データを空のディスクにコピーします。 

ソースディスクのコピーび終了すると、作成されたディスクは自動的に出てきます。 

空の CD 、 DVD 、 および BD メディア 

CD - W ドライブでは、 CD-R メディアにのみ書き込みびできます。 DVD - W ドライブでは、 

CD - R と DVD - R のどちらのメディアにも書き込みびできます。 BD - W ドライブは、 CD - R 、 

DVD - R 、 および BD-R メディアに書き込みびできます。 

音楽ゆ永ス保存データファイルを記録するには、空の CD - R を使用します。作成した CD - R には再 
度書き込を'ことびできません（詳細については、 Sonic のマニュアルを参照してください)。 

そのディスクの情報を後で消去したり、書き換えたり、アップデートしたりする揚合は、 

空の CD - RW を使用してください。 

空の DVD +/- R または BD-R メディアを使用すると、ス量の情報を永ス保存することびできます。 
ディスク作成プ□セスの最終段階でディスクを「ファイブライブ」または「ク□ーブ」した揚合は、 
作成した DVD +/- R または BD - R に再度書き込を'ことびできません。そのディスクの情報を後で消去 
したり、書き換えたり、アップデートしたりする揚合は、空の DVD +/- RW または BD-RE メディア 
を使用して < ださい。 
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CD 書き込み可能ドライブ 


メディアタイプ 

読み取り 

書き込み 

書き換え 

CD-R 

o 

o 

X 

CD-RW 

o 

o 

o 

DVD 書き込み可能ドライブ 

メディアタイプ 

読み取り 

書き込み 

書き換え 

CD-R 

o 

o 

X 

CD-RW 

o 

o 

o 

DVD+R 

o 

o 

X 

DVD-R 

o 

o 

X 

DVD+RW 

o 

o 

o 

DVD-RW 

o 

o 

o 

DVD+R DL 

o 

o 

X 

DVD-R DL 

o 

X 

X 

DVD-RAM 

X 

X 

X 

BD 書き込み可能ドライブ 

メディアタイプ 

読み取り 

書き込み 

書き換え 

CD-R 

o 

o 

X 

CD-RW 

o 

o 

o 

DVD+R 

o 

o 

X 

DVD-R 

o 

o 

X 

DVD+RW 

o 

o 

o 

DVD-RW 

o 

o 

o 

DVD+R DL 

o 

o 

X 

DVD-R DL 

o 

X 

X 

DVD - RAM 

X 

X 

X 

BD-R 

o 

o 

X 

BD-RE 

o 

o 

o 
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巧に立つヒント 

• MicrosoftWindows エクスプ □- ラでファイルを CD - R または CD - RW にドラッグ&ド□ップ 
する場合は、まず Roxio Creator を開始して Creator プ□ジェクトを開いてください。 

• 空の CD - R または CD - RW を最乂容量までコピーしないでください。たとえば、650 MB のファ 
イルを容量び650 MB の空の CD にコピーしないでください。 CD - RW ドライブは、記録の最 
終段階で1〜2 MB のブランクスペースを必要とします。 

• コピーしたさュージック CD を一般的なステレオで再生するには、 CD - R を使用してください。 
CD - RW は、ほとんどの家庭用ステレオゆカーステレオでは再生できません。 

• 音楽用 MP 3 ファイルは、 MP 3 プレーヤーでのみ、または MP 3 ソフトウェアびインストール 
されたコンピュータでのみ再生できます。 

• CD への記録について操作に慣れるまで練習するには、空の CD - RW を使用してください。 
CD - RW なら、失敗しても CD - RW のデータを消去してゆりなおすことびできます。また、空の 
CD - R に音楽ファイルプロジェクトを永ス記録する前にプロジェクトをテストする揚合にち、 
空の CD - RW を使用してください。 


• Roxio Creator を使用して、オーディオ DVD を作成することはできません。 

• ぶ一厶シアターシステムで使用される市販の DVD プレーヤーは、使用可能な DVD フスーマッ 
卜をすべてサポートしているとは限りません。お使いの DVD プレーヤーでサポートされてい 
るフスーマットの一覧については、 DVD プレーヤーには属のマニュアルを参照するな、また 
は製造5にお問い合わせください。 

• 巧一厶シアターシステムで使用される市販の BD プレーヤーは、使用可能な BD フスーマット 
をすベてサポートしているとは限りません。お使いの BD プレーヤーでサポートされている 
フスーマットの一覧については、 BD プレーヤーに巧属のマニュアルを参照するか、または製 
造开にお問い合わせ < ださい。 

• 追加情報については、 www.sonicjapan.co.jp の Roxio ウェブサイトを参照してください。 

メディアカードリーダーの使用（オプション） 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

メディアカードリーダーを使用してコンピュータに直接データを転をします。 

メディアカードリーダーはじ(下の種類のメモリに巧麻しています。 

• xD ピクチャカード 

• スマートメディアカード （ SMC ) 

• CompactFlash 力ード • タイプ I/II (CF I / II ) 

• マイク□ドライブカード 

.SD メモリカードけ D ) 
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• ミニ SD 力ード 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• RS-MMC (ル型マルチメディアカード） 

• メモリスティック （ MS/MS Pro/MS Duo/MS Pro Duo ) 

メディアカードリーダーの取り巧けについては、133ぺージの「メディアカードリーダーの取り巧 
け」を参照してください。 



4山山! ■J 山ぶ出山 I 


xD ピクチヤカードおよびス 2 メモリスティック （ MS/MS 


マートメディアカード （ SMC) 

4 CompactFlash 力ード•夕 
イプ l/ll(CFI 川）およびマ 
イク □ ドライブカード 


Pro/MS Duo/MS Pro Duo) 


SD メモリカード （ SD/ ミニ SD)/ 
マルチメディアカード 
(MMC/RS-MMC) 


44 I コンピュータのセッ ト アップと使い方 








































1 メディアカードを点検して、正しい挿入方向を確認します。 

2 メディアカードをメディアカードリーダーの正しいス□ットに差し込んで、コネクタに完まに 
固定します。 

スムーブに差し込を'ことびできない場合は、 力ー ドを取り出して正しい挿入方向を確認し、 
やり直して< ださい。 

ネットワーク七ットアップウィザード 

Microsoft Windows 0 S には、家庭またはルを業のコンピュータ間で、ファイル、プリンタ、また 
はインターネット接続をなちするための手順を案のするネットワークセットアップウィヴードびあ 
ります。 

Windows XP の場合は、次の手順を実行します。 

1 スタートを クリックし、 すべてのプ□グラ厶ーアクセサリー 通信の順にポイントしてから、 
ネットワークセットアップウィヴードを クリックします。 

2 ネットワークセットアップウィヴードの開始 画面で、 次へ をクリックします。 

3 ネットワーク作成のチェックリストを クリックします。 

。メモ：インターネットに直接接続しているという接続方まを選択すると 、 Windows XPSP 1 の内蔵 
ファイアウォールを使用することができます。 

4チてックリストのすべての項目に入力し、必要な準備を完了します。 

5ネットワークセットアップウィヴードに戻り、画面の指示に従います。 

Windows Vista の場合は、次の手順を実行します。 

1 スタート @をクリックし、 接続先 一 接続またはネットワークをセットアップします 

の順にクリックします。 

2 接続オプションを選択しますの 下にあるオプションを選択します。 

3 次へ をクリックし、ウィヴードの指示に従います。 
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新しいコンピュータへの情報の転送 

0 S の「ウィヴード」を使用して、ファイルその他のデータをコンピュータ間で（たとえば、 

古いコンピュータから新しいコンピュータへ）転をすることびできます。手順については、 

次項の中でお使いのコンピュータで実行されている 0 S に巧麻する箇所を参照して<ださい。 
Windows XP の場合の手順 

新しいコンピュータでファイルの転をの準備をするには、次の手順を実行します。 

1 スタートを クリックし、 すべてのプ□グラ厶ーアクセサリーシステ厶ツールの 順にポイント 
してから、 ファイルと設定の転をウィヴードを クリックします。 

ファイルと設定の転をウィヴードの開始 画面び表示されます。 

2 次へ をクリックします。 

3 これはどちらのコンピュータですか？ 画面で、 転送巧の新しいコンピュータを クリックして、 
次へ をクリックします。 

4 Windows XP CD びありますか？ 画面で 、 Windows XP CD か 6 ウィヴードを使います 

をクリックして、 次へ をクリックします。 

己今、古いコンピュータじ行ってください。 画面び表示されたら、転をするデータび入っ 
ているソース（古い）コンピュータの前に行さます。このとさに、 巧へ をクリックしない 
で < ださい。 

ソース コンピュータからデータをコピーするには、次の手順を実行します。 

1 ソースコンピュータで、 Windows XP の再インストール用 CDJ をセットします。 

2 Microsoft Windows XP 画面で、 追加のタスクを実行するを クリックします。 

3 実巧する操作の選が 画面で、 ファイルと設定を転送するを クリックします。 

4 ファイルと設定の転送ウィヴードの開始 画面で、 次へ をクリックします。 

5 これはどちらのコンピュータですひ？ 画面で、 転を 5 のちいコンピュータを クリックして、 
次へ をクリックします。 

6 転を方法を選択して < ださい。 画面で、希望の転を方法をクリックします。 

7 何を乾送しますか？ 画面で、転送するアイテムをクリックして、 次へ をクリックします。 

情報びコピーされたを、 ファイルと設定の収集フェーブを赃理しています ... 画面び表示され 
ます。 

8ち了をクリックします。 
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新しいコンピュータにデータを転をするには、次の手順を実行します。 

1新しいコンピュータの 今、古いコンピュータじ行ってください。 画面で、 次へ をクリック 
します。 

2 ファイルと設定はどこじありますか？ 画面で、設定とファイルを転をする方法を選んで、 

巧へ をクリックします。 

ウィヴードは収集されたファイルと設定を読みおり、それらを新しいコンピュータに適用 
します。 

設定とファイルびすべて適用されると、 フアイルと設定の転をウイザードのち了 画面び表示さ 
れます。 


3 ち了をクリックして、コンピュータを再起動します。 

Windows Vista の揚合は、次の手順を実行します。 

1スタート @一 Windows 転をツールー Windows 転をツールの 開始の順にクリックします。 
2 ユープーアカウント制御 ダイア□グボックスで、 続行を クリックします。 

3新しい転をを開始する または 実行中の転送を続巧するを クリックします。 

4 Windows 転をツールウィヴードの画面の指示に従います。 

Windows XP の電力管埋オプション 

Microsoft Windows XP の電力管理機能を使ラと、電源の入っているコンピュータで操作していな 
いときにコンピュータび消費する電力を節約することびできます。モニターや八ードドライブへの 
電力だけを節約したり、スタンバイモードゆ休止が態モードを使ってコンピュータま体の電力を節 
約することちできます。省電カモードから復帰すると、コンピュータはそのモードに入る前の動作 
化態に戻ります。 

に^ メモ： Windows XP Professional には 、 Windows XP Home Edition では利用できないセキュリティおよび 
ネットワーキング機能が含まれています 。 Windows XP Professional が動作しているコンピュータがネッ 
トワークに接続されている場合は、セキュリティおよびネットワーキングに関する特定のウィンドウ 
では、表示される項目が異なります。 

。メモ： スタンバイモードおよび休止モードを有効にする手順は、 0 S によって異なる場合があります。 
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スタンバイモード 

スタンバイモードでは、あらかじめ設定した一定の時間（タイムアウト）び経過すると、 

節電のためにディスプレイと八ードドライブの電源び切れます。スタンバイモードから復帰 
すると、 

コンピュータはそのモードに入る前の動作が態に戻ります。 

〇ミち意： スタンバイモードのときにコンピュータの電源が切れると、データが失われるおそ 
れがあります。 

あらかじめ設定した一定の時間コンピュータを操作しないと自動的にスタンバイモードび起動する 
よラ設定するには、次の手順を実行します。 

1スタートーコント□-ルパネルー作業する分野を選びますーパフスーマンスとメンテナンス 

の順にクリックします。 

2 コント□-ルパネルを選んで実行しますで、電源オプションを クリックします。 

非アクティブなが態び一定時間経過するのを待たずに、ただちにスタンバイモードを有効にするに 
は、 スタートー終了オプション ー スタンバイ の順にクリックします。 

スタンバイモードを終了するには、キーボードのキーを巧すか、マウスを動かします。 


化止が態モード 


休止が態モードでは、ハードドライブ上の確保された領域にシステムデータびコピーされ、コン 
ピュータの電源び完をに切れることで、節電び実行されます。コンピュータび休止が態モードから 
復帰すると、デスクトップはそのモードに入る前のが態に戻ります。 

休止が態モードを起動するには、次の手順を実行します。 

1スタートーコント□ールパネルー作業する分野を選びますーパフ3—マンスとメンテブンス 

の順にクリックします。 

2 コント□-ルパネルを選んで実行しますで、電源オプションを クリックします。 

3 電源設定 タブ、 詳細設定 タブ、および 休止状態 タブで休止が態の設定を指定します。 

休止が態モードから通甫の動作が態に戻るには、電源ボタンを巧します。コンピュータび通甫の動 
作が態に戻るのに、若干時間びかかることびあります。休止が態モードではキーボードやマウスは 
機能しないため、キーボードのキーを巧したりマウスを動かしたりしてち、コンピュータは休止状 
態モードから復帰しません。 

休止が態モードでは、八ードドライブにコンピュータのメモリの巧容を格納するための+分な空き 
ディスク容量を確保する必要びあります。お使いのコンピュータには、出筒前に適切な乂きさの化 
止が態モードファイルび作成されています。コンピュータの八ードドライブび破損した揚合、 
Windows XP は休止モードファイルを自動的に再作成します。 
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電源オプションのプ□パティ 

スタンバイモード設定、休止が態モード設定、および他の電源設定は、 電源オプションのプ□パ 
ティ ウィンドウで行います。 電源オプションのプ□パティ ウィンドウを表示するには、次の手順を 
実行します。 

1スタートーコント□ールパネルー作業する分野を選びますーパフスーマンスとメンテナンス 

の順にクリックします。 

2コント□-ルパネルを選んで実行しますで、電源オプションを クリックします。 

3 電源設定 タブ、 詳細設定 タブ、および 休止げ態 タブで電源設定を行います。 

電源設定タブ 

各標準の電源設定のことを、スキー厶と呼びます。お使いのコンピュータにプリインストールされ 
ている標準の Windows スキームを選択するには、 電源設定 ド□ップダウンメニューから設定を選 
びます。各電源設定の下のフィールドに設定び表示されます。各スキームには、スタンバイモード 
や休止が態モードを開始したり、モニターや八ードドライブの電源を切るための異なる設定びあり 
ます。 

〇 を意： ハードドライブがモニターより先にタイムアウ ト するように設定すると、 
コンピュータがフリーズしたような状態になります。通常の動作状態に戻すには、 
キーボードの任意のキーを押すか、マウスをクリックします。この問題を回避す 
るには、モニターが常にハードドライブより先にタイムアウ ト になるよう設定します。 

電源設定 ド □ ップダウンメニューにはじ(下の電源設定び表示されます。 

• 常にオン （デフスルト）一電力を節約しないでコンピュータをお使いになる揚合。 

• 自をまたは会なのデスク ー自ちまたは会社のコンピュータをほとんど節電せずに使用す 
る場合。 

• ポータブル/ラップトップ 0移動中に使用するポータブルコンピュータの揚合。 

• プレゼンテーション ー中断されることなく（節電機能を使わずに）コンピュータをお使いに 
なる揚合。 

• 最ルの電源管理 一節電機能を最ル限しか使わずにコンピュータを使用する揚合。 

• バッテリの最大利用 ーノートブックコンピュータを長時間バッテリーでお使いになる揚合。 
スキー厶のデフスルト設定を変更する揚合は、 モニタの電源を切る、八ードディスクの電源を切る、 
システ厶スタンパイ、 または システ厶休止が態 フィールドのド □ ップダウンメニューをクリック 
して、表おされる一覧からタイムアウトを選択します。設定フィールドのタイムアウトを変更す 
ると、そのスキー厶のデフスルト設定び変更されます。 名前をはけて 保存をクリックし、 

変更した設定に新しい名前を入力しない限り、変更後の設定は変わりません。 
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詳細設定タブ 

詳細設定 タブでは次のことびでさます。 

• すばやくアクセスできるよラに、電源オプションアイコン—;之を Windows のタスクバーに 
配置する。 ^ 

• コンピュータびスタンバイモードまたは休止が態モードから復帰する前に、 Windows のパス 
ワードの入力を求めるよラに設定する。 

• スタンバイモードまたは休止が態モードの起動、あるいはコンピュータの電源を切るよラ、 
電源ボタンを設定する。 

これらの機能を有効にするには、巧麻するド□ップダウンメニューでオプシヨンをクリックし、 

OK をクリックします。 


化止状態タブ 


化止が態 タブで、休止巧態モードを有効にします。 電源設定 タブで指定した休止が態設定を使用す 
る場合は、 休止が態 タブの 休止が態を有効にする チェックボックスをスンにします。 

電力管理オプションの詳細については、かの手順を実行します。 

1 スタート ー ヘルプとヴポー トーパフ3— マンスとメンテブンス の順にクリックします。 

2 パフスーマンスと保奇 ウィンドウで、 コンピュータの電力を節約す るをクリックします。 

Windows Vista の電力管埋オプション 

Windows Vista の電力管理機能を使うと、電源の入っているコンピュータで操作していないときに 
コンピュータび消費する電力を節約することびできます。モニターや八ードドライブへの電力だけ 
を節約したり、スリープモードや休止が態モードを使ってコンピュータを体の電力を節約すること 
ちできます。省電カモードから復帰すると、コンピュータはそのモードに入る前の動作が態に戻り 
ます。 


スリープモード 

スリープモードでは、あらかじめ設定した一定の時間（タイ厶アウト）コンピュータを操作しない 
と、節電のためにディスプレイと八ードドライブの電源び切れます。スリープモードから復帰する 
と、コンピュータはスリープモードに入る前と同じ動作が態に戻ります。 

Windows Vista でス IJ - プモードに入るには、 スタート @をクリックし、スタートメニューのち 
下角にある矢 E 日をクリックし、 スリープ をクリックします。 

スリープモードから復帰するには、キーボードのキーを巧すか、マウスを動かします。 
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化止が態モード 

休止が態モードでは、システ厶情報をハードドライブのを約領域にコピーしてから、コンピュータ 
の電源を切ることによって電力を節約します。休止が態モードから復帰すると、コンピュータは化 
止が態モードに入る前と同じ動作が態に戻ります。 

Windows Vista で手動で休止が態モードに入るには、 スタート© をクリックし、スタートメ 
ニューのち下角にある矢印をクI」ックし、 スリープ をクI」ックします。 

電力管理の設定 

お使いのコンピュータの電力管理の設定を行ラには、 Windows の電源オプションのプ□パティを 
使用します。 

電源オプションのプ□パティを開くには、 スタート®ー コント□ールパネルーシステムとメン 
テナンス ー 電源オプション の順にクリックします。 
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パフォーマンスを高めるための最適化 


デュアルグラフィックテクノロジについて 

オプションの2枚目の PCI Express グラフィックカードを使用すると、デュアルグラフィックテ 
クノ□ジにより、コンピュータのグラフィックパフスーマンスび乂幅に向上します。このテク 
ノ□ジの利点は、ヴームやデヴインのアプリヴーションに使われる3 D グラフィックの巧写び 
向上することです。 

各グラフィックカードには、かなくとち1つのグラフィックプ□セッシングユニット （ GPU ) 

び備わっています。デュアルグラフィックカードの構成では、複数の GPU び負筒を動的に分担 
することで、可能な限り最高のパフスーマンスび得られます。このソフトウェアは、所定のア 
プリクーションに巧して最適なレンダリング（処理）モードを選択します。 

グラフィックカードの詳細については、 support.jp.dell.com を参照してください。 

CPU のクロックアップについて 

〇を意：デルでは、プロセッサまたはその他のシステム部品に工場出荷時のデフォルト設 
定を超える負担をかけることをお勤めしません。オーバークロックによって、システム 
が不安定になったり、システム部品の寿命が短くなったりするおそれがあります。 

〇を意：デルのテクニカルサポートでは、工場出荷時のデフォルト設定で CPU が完全に機 
能することを確認し、システム BIOS 内で利用可能な CPU パフォーマンスの設定をサ 
ポートしています。デルでは 、 NVIDIA nTune 5.0 など、才ーパークロックを有効にするた 
めに使われるサードパーティ製アプリケーションによって生じるハードウェアまたはソ 
フトウェア上のいかなる問題についても、テクニカルサポートを提供していません。 

オーバーク□ックとは、コンピュータ部品を製造5の設計または指定よりち高速で動作させる 
処理のことです。ヴー厶やビデオ編集など、用途によっては、コンピュータの別のサブシステ 
厶に才 一/ \'ーク□ックを施すことでパフスーマンスび向上する揚合びあります。 

CPU の動作周波数を限定された範囲で調節する機能は、セットアップユーティ I 」ティで実行で 
きます。セットアップユーティリティの使い方の詳細については、184ぺージの「セットアッ 
プユーティリティ」を参照してください。パフスーマンスのオプションについては、188ぺ一 
ジの 「 Performance 」 を参照してください。 
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DellTM QuickSet 

。メモ：この機能は、お使いのコンピュータでは利用できない場合があります。 

Dell ™ QuickSet (別名 LightFX ™) を使用すると、 LED ライトの効果を選択/調節することび 
でさます。 

QuickSet を起動するには、 Microsoft ® Windows ® のタスクバーにある QuickSet アイコンをク 
リック、ダブルクリック、またはちクリックしてください。タスクバーは画面のち下ちにあり 
ます。 

gjickSet の詳細を参照するには、 QuickSet アイコンをもクリックし、ヘルプを選択してくだ 
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トラブルシューティング 


問題の解決 

コンピュータのトラブルシューティングを実行する際は、じ(下のヒントに従ってください。 

• 部品を追加したり取り外したをに問題び発生した揚合は、取り巧け手順を見直して、 
部品び正しく取りはけられているか確認します。 

• 周辺機器び機能しない揚合は、その機器び正し<接続されているか確認します。 

• 画面にエラーメッセージび表示される揚合は、メッセージを正確にメモします。このメッ 
セージは、サポート担当をび問題を分析および解みするのにを巧つ揚合びあります。 

• プ□グラ厶の実行中にエラーメッセージび表おされる揚合は、プ□グラムのマニュアルを 
参照してください。 

。メモ：本書に記載されている手順は、 Windows のデフォルト表示用に書かれているため、 
クラシック表示に設定している場合には適用されません。 

バッテリーの問題 

A 警告：バッテリーの取り付け方が問違っていると、破裂するおそれがあります。交換するバッテ 
リーは、デルが巧奨する型、または同等の製品をご利巧ください。使用巧みのバッテリーは、 
製造元の指示に従って廃棄してください。 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してく 
ださい。 

バッテリーを交あします。コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時刻と曰けの情報を IJ セット 

する必要びある揚合、または起動時に間違った時刻ゆ曰巧び表示される揚合は、バッテ IJ 一を交換しま 

す（175ぺージの「バッテ IJ - の交換」を参照)。それでもバッテ IJ - び正割こ機能しない揚 S ま、 

デルにお問い合わせください （199 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 
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ドライブの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
Microsoft ® Windows ® がドライブを認識していることを確認します。 

Windows XP の揚含の手順 

• スタートをクリックし、マイコンピュータをクリックします。 

Windows VistaT " の揚含の手順 

• Windows Vista のスタートボタン©をク IJ ックし、コンピュータをク U ックします。 

ドライブび一覧に表示されない揚合は、アンチウイルスソフトウェアでウイルスチェックを行い、ウイルス 
の検出と除去を行います。ウイルスび原因で Windows びドライブを認識で言ないことびあります。 

ドライブのテストを行います。 

-なのドライブじ問題のないことを確認するためじ、別のディスクをセットします。 

-起動可能なフ□ッピーディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブまたはディスクをクリー ニン グします。196ぺージの「コンピュータのク1」ーニング」 

を参照してください。 

ケーブルを続を確認します。ハードウェアに関するトラブルシューティングを実行します。 

92ぺージの「ソフトウェアとハードウェアの問題のトラブルシューティング」を参照してくださし、。 

Dell Diagnostics を実行します。78ページの 「Dell Diagnostics 」 を参照してください。 

オプティカルドライブの問題 

^ メモ：高まオプティカルドライブの振動は正常です。この振動によってノイズが生じることがありま 
すが、ドライブやメディアの欠陥を示すものではありません。 

。メモ：国や地域によってディスクフォーマットが異なるため、すべての DVD がお使いの DVD ドライ 
ブで再生できるわけではありません。 

Windows のボリュームを調整します。 

• 画面ち下ちじあるスピーカーのアイコンをク IJ ックします。 

-スライドバーをク IJ ックし、上にドラッグして、音量び上びることを確認します。 

• サウンドびミュートじ設定されていないか確認し、設定されている揚合はチてックマークの巧いたボックス 
をク I 」ックします。 

スピーカーおよび サブ ウーハーを 確認し ます。 68 ぺージの 「サウンドおよび スピーカーの 問題」 

を参照してください。 

オプティカルドライブへの書き込みの問題 

その他のプログラムを閉じます。オプティカルドライブは、データの書さ込み中に一をしたデータの琉 
れを必要とします。データの流れび中断されるとエラーび発をします。オプティカルディスクへの書さ込み 
を開始する前に、すべてのプ□グラ厶を終了します。 

ディスクへの書き込みを開始する前に、 Windows のスタンバイモードを無効にします。省電力 

モードじついては、51ぺージの「電力管理の設を」を参照するか、 Windows のヘルプとサポートセンター 
でスタンバイといラキーワー ドで検索して該当する トピックを参照してください。 
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八ードドライプの問題 
チェックディスクを実行します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタートをク IJ ックし、マイコンピュータをク I 」ックします。 

2 □- カルディスク（じ）をちク IJ ックします。 

3プ□バティーツールーチェックするの順にク I 」ックします。 

4不良セクタをスキャンし、回復するをク IJ ックし、開始をク U ックします。 

Windows Vista の揚合は、次の手順を実行します。 

1スタート 0 をク I 」ックし、コンピュータをク U ックします。 

2 口ーカルディスク（巳）をちク IJ ックします。 

3プ□バティーツールーチェックするの順にク IJ ックします。 

ユーヴーアカウント制御ウィンドウび表示される揚合びあります。お客様びコンピュータの管理吾の揚合 
は、続行をク IJ ックします。管理吾でない揚合は、管理吾に問い合わせて目的の操作を続行します。 

4画面に表示される指示に従ってください。 

E - メール、モデム、およびインターネットの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ：モデムは必ずアナログ電話ジャックに接続してください。デジタル電話回線 （ ISDN ) に接続し 
た場合、モデムは動作しません。 

。メモ：ネットワークアダプタコネクタにモデムケーブルを接続しないでください （17 ぺージの 
「背面 I / O コネクタ」を参照）。 

Microsoft Outlook ⑥ Express の七キュリティ設定を確認します。 E - メールの添巧ファイルを開くこ 
とびでさない揚合は、巧の操作を行ってくださし、。 

1 Outlook Express で、ツールーオプションーセキュリティの順にク U ックします。 

2必要に麻じて、添がファイルを許可しないをク I 」ックしてチェックマークを外します。 

電話線の接続を確認します 
電話ジャックを巧認します 
モデムを直接電話ジャックへ巧続します 
化の電話線を使用してみます。 

-電話回線ケーブルびモデ厶のジャックじ接続されていることを確認します（ジャックじは緑色のラベルびけ 
いているか、または膨じコネクタおのアイコンびはいています)。 

-電話線のコネクタをモデ厶じ接続する際に、カチッとし\ラ感触び得られることを確認します。 

-モデ厶から電話回線ケーブルを外し、それを電話に接続して、電話の発信音を聴さます。 

•留守番電話、ファックス、サージプ□テクタ、および電話線分岐タップなど、同じ回線に接続されている電 
話機器を取り外し、電話を使ってモデ厶を直接壁の電話ジャックじ接続します。3 m L ソ巧の電話線を使用し 
ます。 
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モデム診断ツールを実行します。 

Windows XP の揚含の手順 

1スタート^すべてのプ□グラ厶^ Modem Helper の順にクリックします。 

2画面の指示じ従って、モデ厶の問題を識別して、その問題を解決します 。 Modem Helper は一部のコン 
ピュータでは使用で青ません。 

Windows Vista の揚含は、次の手順を実行します。 

1スタート©一すベてのプ□グラ厶ーモデ厶該断ツールの順にク IJ ックします。 

2画面の指示に化って、モデ厶の問題を識別して、その問題を解決します。モデ厶該断プ□グラ厶は一部のコ 
ンピュータでは使用でさません。 

モデ厶が Windows と»信しているか確認します。 

Windows XP の揚合の手順 

1スタートーコントロールパネループリンタとその他のハードウエアー電話とモデ厶のオプションーモデ么 

の順にク IJ ックします。 

2お使いのモデ厶の COM ポートープロバティ ー該断ー モデ厶の照会の順にク IJ ックし、モデ厶び 
Windows と通信していることを5を認します。 

すべてコマンドじ丽答びある揚合、モデ厶は正しく動作しています。 

Windows Vista の揚合は、なの手順を実行します。 

1スタート©ー コントロールパネル^ハードウ I アとサウンドー電話とモデ厶の3プションーモデ厶の 

順にク U ックします。 

2お使いのモデ厶の COM ポートープロパティー該断ーモデ厶の照をの順にク IJ ックし、 

モデ厶び Windows と通信していることを確認します。 

すべてコマンドじ麻答びある揚合、モデ厶は正しく動作しています。 

インターネットにを続しているか確認します。インターネットサービスプ□バイダとの契約び済んでし、 
ることを確認します。 E - メールプ□グラ厶 Outlook Express を起動し、ファイルをク U ックします。 
オフライン作業の隣にチェックマークび巧いている揚合は、そのチェックマークをク I 」ックし、マークを 
外して、インターネットに接続します。ご質問びある揚合は、ご利用のインターネットヴービスプ□バイダ 
じお問い合わせくださし、。 


エラーメ ッ 七ー ジ 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

エラーメッセージび一覧にない揚合は、メッセージび表示されたときに実行していた 0 S またはプ 
□グラ厶のマニュアルを参照してください。 

A FILENAME CANNOT CONTAIN ANY OF THE FOLLOWING CHARACTERS ：\ / :*?■■<> |. これらの文きはファイ 
ル名には使用しないでください。 

A REQUIRED .DLL FILE WAS NOT FOUND . アプ U ケーシヨンプ□グラ厶に必要なファイルがありません。 

次の操作を巧い、アプ I 」ケーシヨンプ□グラ厶を削除して再インス!-ールします。 
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Windows XP の揚含の手順 

1スタート^コント□ールパネループ□グラ厶の追加と削除ープ□グラ厶と機能の順にクリックします。 

2削除するプ□グラ厶を選択します。 

3アンインス!-ールをクリックします。 

4インス!-ール手順じついては、プ□グラ厶じ巧属のマニュアルを参照してくださし、。 

Windows Vista の揚含は、次の手順を実巧します。 

1スタート@ー コント□-ルパネループ□グラ厶ープ□グラ厶と機能の順にク IJ ックします。 

2削除するプ□グラ厶を選がします。 

3アンインス!'ールをク IJ ックします。 

4インス!'―ル手順じついては、プ□グラ厶じが属のマニュアルを参照してください。 
drive letter '\ is not accessible.The device is not ready. ドライブがディスクを読み取ることができませ 
ん。ディスクをドライブじセットして、再度試してみます。 

Insert BOOTABLE MEDIA. 起動巧能なフ日ッピーディスク、 CD 、 または DVD をセットします。 

Non-system disk error. フ□ッピーディスクをドライブから取り出し、コンピュータを再起動します。 

Not enough memory or resources.Close some programs and try again. すべてのウインドウを閱じ、 
使用するプ □ グラ厶のみを開きます。場合じよっては、コンピュータを再起動してコンピュータ I 」ソースを 
復元する必要びあります。その場合、最初に使用したいプ □ グラ厶を実巧します。 

Operating system not found. デルじお問い合わせください （199 ぺージの「デルへのお問い合わせ」 

宮参照)。 

IEEE 1394デバイスの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ： お使いのコンピュータは IEEE 口 94 a 標準のみをサポートしています。 

デバイスおよびコンピュータのコネクタに IEEE 1394デバイスのケーブルが適切に挿入されてい 
ることを巧認します。 

七ットアップューティリティで IEEE 1394デバイスが有効になっていることを巧認します。 

186ぺージの「セットアップユーティ I 」ティのオプション」を参照してくださし、。 

IEEE 1394デバイスが Windows によって認識されているか確認します。 

Windows XP の揚含の手順 

1スタートをクリックし、コント□—ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンス^システ厶^システ厶のプ□パティ 
^ハードウエア^デバイスマネージャの順にクリックします。 

Windows Vista の揚含は、次の手順を実巧します。 

1スタート ® ー コント□ールパネルーハードウエアとサウンドの順にク IJ ックします。 

2デバイスマネージャをク IJ ックします。 

お使いの IEEE 1394デバイスび一覧じ表示されている揚合は、 Windows びそのデバイスを認識します。 

Dell IEEE 1394デバイスに問題が発生している場合。 デルにお問い合わせください （199 ぺージの 
「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

デルなかから購入された IEEE 1394デバイスに問題が発生している場合。 IEEE 1394デバイスの製造 
元にお問い合わせ < ださし、。 
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キーボードの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
キーボードケーブルを確認します。 

• キーボードケーブルびコンピュータじしっかりと接続されているか確認します。 

• コンピュータをシャットダウンし （93 ぺージの「コンピュータ巧部の作業をする準備」を参照)、キーボ ー 
ドケーブルをコンピュータのセットアップ図に示されているよラに接続しなおし、コンピュータを再起動し 
ます。 

• ケーブルじ損傷びないか、擦り切れていないか、ケーブルコネクタのピンび巧びったり壊れていたりしない 
かを確認します。巧びったピンびあればまっすぐにします。 

-キーボード延長ケーブルびあればそれを外し、キーボードを直接コンピュータじ接続します。 

キーボードをテストします。正常に機能している別のキーボードをコンピュータじ接続して、 

使用してみます。 

ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。92 ページの「ソフトウェアとハードウェ 
アの問題のトラブルシューティング」を参照して < ださい。 

フリーズおよびソフトウェアの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
コンピュータが起動しない 

診がライトを確認します。71 ページの「診断ライト」を参照してください。 

電源ケーブルがコンピュータとコンセントにしっかりとを続されているか確認します。 

コンピュータが応答しない 

〇 を 意： 0 S のシャットダウンが実行できない場合、データが失われるおそれがあります。 

コンピュータの電源を切ります。キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてちコンピュータび丽 
答しない揚合は、コンピュータの電源び切れるまで、電源ボタンを8〜10秒し乂上巧し続けます。 

電源び切れたら、コンピュータを再起動します。 

プログラムが応答しなくなった 
プログラムを終了します。 

1 < Ctrl >< Shift >< Esc > を同時に巧してタスクマネージャを開きます。 

2アプリケーシヨンタブをク IJ ックします。 

3丽答しな<なったプ□ブラ厶をク IJ ックして選がします。 

4タスクの終了をク IJ ックします。 
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プログラムが繰り返しクラッシュする 

。メモ：ほとんどの場合、ソフトウェアのインス!ル手順は、そのマニュアルまたはフロッピーディ 
スク、 CD 、 または DVD に収録されています。 

ソフトウェアのマニュアルを参照します。 必要に丽じて、プ□グラ厶をアンインス!'―ルして、 

再インス!'―ルしてくださし、。 

プログラムが 1 U 前の Windows OS 巧けに設計されている 
プログラム互換性ウィザードを実行します 

Windows XP の揚合の手順 

プ□グラム互換性ウィヴードは、 XP U ■(外の OS の環境に似た環境で動作するよ〇じプ□グラ厶を設定 
します。 

1スタートーすぺてのプ□グラ厶ーアクセサリープ□グラ厶百換性ウィヴードーなへの順にク I 」ック 

します。 

2画面に表示される指示に化ってくださし、。 

Windows Vista の揚合は、なの手順を実行します。 

プ□グラ厶互換性ウィヴードは、 Windows Vista U ■(外の OS の環房に化た環境で動作するようじプ□グラ厶 
を設定します。 

1スタート@ー コント□-ルパネル^プ□グラ厶一古いプログラ厶をこのバージョンの Windows 

で使用の順にク I 」ックします。 

2プ□グラ厶百換性ウィヴードの関お 画面で、 なへ をク I 」ックします。 

3画面に表示される指示に従ってください。 

画面の表示が青一色になった 

コンピュータの電源を切ります。 キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてちコンピュータ 
び麻答しない場合は、コンピュータの電源び切れるまで、電源ボタンを8〜10秒じ(上巧し続け 
ます。電源び切れたら、コンピュータを再起動します。 

その他のソフトウェアの問題 

トラブルシューティングについて、ソフトウェアのマニュアルを確認するか、ソフトウェアの製 
造元に問い合わせます。 

• コンピュータじインス!'―ルされている OS と互換性びあるか確認します。 

-コンピュータびソフトウェアの実行に必要な最小八ードウェア要件を満たしているか確認します。 

詳細じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

-プ□ブラ厶び正しくインス I '―ルおよび設をされているか5產認します。 

-デバイスドライバびプ□グラ厶と競合していないか確認します。 

•必要に麻じて、プ□グラ厶をアンインス!'―ルして、再インス!'―ルしてくださし、。 

ファイルを直ちにバックアップします。 

アンチウイルスプログラムを使って、ハードドライブ、フロッピーディスク、 

CD 、 または DVD を調べます。 

開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了して、 

スタートメニューからコンピュータをシャツトダウンします。 
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メモリの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
メモリが不足しているというメッ七ージが表示される。 

• 開いているすべてのファイルを保存してから閉じ、使用していない開いているプ□グラ厶をすベて終了し 
て、問題び解;央するか調べます。 

• メモ IJ の最小要件じついては、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。必要に丽じて、 

メモ IJ を増設します（100ページの「メモ IJ の取りけけ」を参照)。 

-メモ I 」モジュールを装着しなおし （98 ぺージの「メモ IJ 」 を参照)、コンピュータびメモ IJ と正常に通信し 
ているか確認します。 

• Dell Diagnostics を実巧します （78 ぺージの 「Dell Diagnostics 」 を参照）。 

メモリにその他の問題が発生する。 

- X モ IJ モジュールを装着しなおし （98 ページの「六モリ」を参照)、コンピュータが六モリと正常に通信し 
ているか確認します。 

- X モリの取り巧けガイドライン I こ従っているか確認します（100ページの「六モリの取り巧け」を参照)。 

• 使用するモリがお使いのコンピュータでサポートされていることを確認します。お使いのコンピュータじ 
巧廠する X モ IJ の詳細じついては、179ページの「六モリ」を参照してください。 

• Dell Diagnostics を実巧します （78 ぺージの 「Dell Diagnostics 」 を参照）。 

マウスの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
マウスケーブルを確認します。 

• ケーブルじ損傷びないか、擦り切れていないか、ケーブルコネクタのピンび巧びったり壊れていたりしなし、 
かを確認します。のびったピンびあればまっすぐにします。 

• マウス延長ケーブルびあればそれを外し、マウスを直接コンピュータじ接続します。 

• マウスケーブルび、コンピュータじけ属のセットアップ図のとおりじ接続されていることを確認します。 

コンピュータを再起動します。 

1 < Ctrl >< Esc > を同時に巧して、スタートメニューを表示します。 

2< u > を巧し、上下矢印キー封甲してシャットタウンまたは電源を切るをハイライト表示し、 < Enter > 

を巧します。 

3コンピュータの電源を切った後、セットアップ図のとおりじマウスケーブルを接続しなおします。 

4コンピュータの電源を入れます。 

マウスを確認します。正常に機能している別のマウスをコンピュータじ接続して、使用してみます。 

マウスの設定を確認します。 
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Windows XP の揚合は、なの手順を実行します。 

1スタートーコントロールバネルーマウスの順にク IJ ックします。 

2必要に丽じて設定を調整します。 

Windows Vista の揚合は、次の手順を実行します。 

1スタート ーコントロールパネル ー/\ー ドウェアとサウンドーマウスの順にク U ックします。 

2必要に麻じて設定を調整します。 

マウスドライバを再インストールします。 82ぺージの「ドライバ」を参照してくださし、。 

ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。 92ぺージの「ソフトウェアと八ードウェアの 
問題のトラブルシューティング」を参照してくださし、。 

ネットワークの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

ネットワークケーブルコネクタを巧認します。 ネットワークケーフルび、コンピュータ背面のネット 
ワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかりと巧入されていることを確認します。 

コンピュータ背面のネットワークインジケータを巧認します。 I 」ンク保をライトび消灯(181ぺージ 

の「ボタンとライト」を参照）している揚合は、ネットワーク通信び行われていません。ネットワークケー 
ブルを交換します。 

コンピュータを再起動して、ネットワークに再度ログオンします。 

ネットワークの設定を確認します。 ネットワーク管理吾、またはお使いのネットワークを設定した方に 
お問い合わせになり、ネットワークへの接続設定び正しく、ネットワークび正窜に機能しているひお認 
します。 

ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。 92ぺージの「ソフトウェアと八ードウェアの 
問題のトラフルシューティング」を参照してくださし、。 

電源の問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

電源ライトが緑色に点灯していて、コンピュータの反応が停止した。 71ぺージの「診断ライト」 

を参照してくださし、。 

電源ライトが緑色に点滅している。 コンピュータはスタンバイモードになっています。キーボードの 
キーを巧したり、マウスを動ひしたり、電源ボタンを巧したりすると、通窜の動作び再開されます。 

電源ライトが消'灯している。 コンピュータの電源び切れているひ、またはコンピュータに電力びな給さ 
れていません。 

• 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントじしっぴりと装着しなおします。 

-電源タップ、電源延長ケーブル、およびその化のバワープ□テクシヨンデバイスを使用している揚合は、 
それらを外してコンピュータの電源び正雷に入ることを確認します。 

• 使用している電源タップびあれば、電源コンセントじ接続され、オンになっていることを5產認します。 

-電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントび機能しているか確認します。 

-主電源ケーブルおよび前面パネルケーブルびシステ厶基板にしっかりと接続されているか確認します 
(97 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

電源ライトが黄色に点滅している。 コンピュータに電源はな給されていますび、コンピュータ肉部で電 
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源の問題び発生している可能性びあります。 

-電圧切り营えスイッチの設定び、ご使用の地域の AC 電源に一致しているか確認します 
(該当する揚合のみ)。 

すべてのコンポーネントとクーブルび正しく取りはけられ、システム基板にしっかりと接続されて 
いることを確認します （97 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 

電源ライトが黄色に点灯している。デバイスび誤動作しているか、正しく取り付けられていない可能性 
びあります。 

• プ□セッサ電源ケーブルびシステ厶基板の電源コネクタ ( P 0 WER 2) じしっかりと接続されていることを確 
認します （97 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

• すべてのメモ IJ モジュールを取0外してから装着しなおします （98 ページの「メモ IJ 」 を参照)。 

• ヴラフィックカードを含め、すべての拡張力ードを取り外してから装着しなおします004ぺージの 
「 PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り外し」を参照)。 

電気的な巧害を解ミ肖します。電気的な妨害の原因じは、し乂下のちのびあります。 

-電源、キーボード、およびマウスの延長ケーブルび使用されている 
• 1つの電源タップに接続されているデバイスびをすぎる 
-同じコンセントじ複数の電源タップび接続されている 

プリンタの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ：プリンタのテクニカルサポートが必要な場合は、プリンタの製造元にお問い合わせください。 

プリンタのマニュアルを確認します。プ I 」ンタのセットアップとトラブルシューティングの§车細じつい 
ては、プ I 」ンタのマニュアルを参照してくださし、。 

プリンタの電源がオンになっているか確認します。 

プリンタのケーブル巧続を確認します。 

• ケーブル接続じついては、プ IJ ンタのマニュアルを参照してください。 

• プ IJ ンタケーブルびプ IJ ンタとコンピュータじしっかりと接続されていることを確認します。 

コンセントをテストします。電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントび機能しているか 
確認します。 

プリンタが Windows によって認識されていることを確認します。 

Windows XP の揚合は、次の手順を実行します。 

1スタートーコント□ールパネループリンタとその他のハードウエアーインストールされているプリンタま 
たは FAX プリンタを表示するの順にク I 」ックします。 

2プ I 」ンタび一覧に表示されている揚合は、プ IJ ンタアイコンをちク IJ ックします。 

3プ□バティーポートの順にク IJ ックします。バラレルプ IJ ンタの揚合は 、 EP 刷先のポートび LPTI プリン 
タポートじ設定されているか確認します。 USB プ IJ ンタの揚合は 、 EP 刷先のポートび USB じ設定されてし、 
るか確認します。 
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Windows Vista の揚含は、次の手順を実行します。 

1 スタート な ーコントロールパネルーハードウエアとサウンドープリンタの順にク IJ ックします。 

2プ IJ ンタび一覧に表示されている揚合は、プ I 」ンタアイコンをちク IJ ックします。 

3プ□バティをクリックし、ポートをク I 」ックします。 

4必要に麻じて設定を調整します。 

プリンタドライバを再インストールします。プリンタドライバを再インストールする手順につい 
ては、プリンタのマニュアルを参照してください。スキヤナーの問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ：スキャナーのテクニカルサポートが必要な場合は、スキャナーの製造元にお問い合わせ 
ください。 

スキャナーのマニュアルを巧認します。 スキャナーのセットアップとトラフルシューティングの詳細に 
ついては、スキャブーのマニュアルを参照してくださし、。 

スキャナーのロックを解除します。 スキャブーに□ックタフまたはボタンびある揚合は、スキャブーび 
アン□ックされていることを確認します。 

コンピュータを再起動して、もう一度スキャンしてみます。 

ケープルを続を確認します。 

• ケーブルの接続じついては、スキャブーのマニュアルを参照してくださし、。 

• スキャブーのケーブルびスキャブーとコンピュータじしっかりと接続されているか確認します。 

スキャナーが Microsoft Windows によって認識されているか確認します。 

Windows XP の揚合は、なの手順を実行します。 

1スタートーコント□-ルバネループリンタとその他のハードウエアースキャナとカメラの順にク IJ ックし 

ます。 

2お使いのスキャブーび一覧じ表示されている揚合、 Windows はスキャブーを認識しています。 

Windows Vista の揚合は、なの手順を実行します。 

1スタート © ^コント□ールパネルー 八ー ドウエアとサウンド^スキャブとカメラの順 I こクリック 
します。 

2スキャブーが一覧に表示されている揚含、 Windows はスキャブーを認識しています。 

スキャナードライバを再インストールします。 手順じついては、スキャブーのマニュアル咨参照してく 

ださし、。 
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サウンドおよび スピーカーの 問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
スピーカーから音が出ない 

& メモ： MP 3 などのメディアプレーヤーの音量調節は、 Windows の音量調節より優先されることがあり 
ます。メディアプレーヤーの音量が下げられたリオフにされたりしていないように常にチェックして 
ください。 

スピーカーケーブルのを続を確認します。 スピーカーじ付属しているセットアップ図のとおりじスピー 
力一び接続されているか確認します。 ヴウンドカードをご購入された揚合、スピーカーび力ードに接続され 
ているか確認します。 

サブウーハーおよびスピーカーの電源が入っているか確認します。 スピーカーじ付属しているセット 
アップ図を参照してください。スピーカーじボ I 」ュー厶コント□-ルび巧いている揚合は、音量、低音、ま 
たは高音を調整して音のひずみを解消します。 

Windows のボリュームを調整します。 画面ち下じあるスピーカーのアイコンをク U ックまたはダブルク 
I 」ックします。ボ I 」ュー厶び上けてあること、サウンドびミュートじ設定されていないことを確認します。 

へッドフォンをへッドフォンコネクタから取りかします。 コンピュータの前面バネルじあるヘッドホ 

ンコネクタじへッドホンを接続すると、白動的にスピーカーからの音声は聞こえな<なります。 

コン七ントをテストします。 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントび機能しているひ 
確認します。 

電気的な巧害を解ミ肖します。 コンピュータのおくで使用している扇風機、壁化灯、または八□ヴンラン 
プの電源を切ってみます。 

スピーカーの診断プログラムを実行します。 

サウンドドライバを再インストールします。 82ぺージの「ドライバ」を参照してくださし、。 

ハードウェアのトラブルシューティングを実行します。 92ぺージの「ソフトウェアと八ードウェアの 
問題のトラブルシューティング」を参照して<ださい。 

へッドフォンから音が出ない 

へッドフォンケーブルのを続を確認します。 へッドフォンケーブルびへッドフォンコネクタじしっかり 
と接続されていることをお認します （13 ページの「コンピュータの前面および背面」を参照)。 

Windows のボリュームを調整します。 画面ち下にあるスピーカーのアイコンをク U ックまたはダブルク 
リックします。ボリュー厶び上げてあり、サウンドびミュートじ設定されていないひ確認します。 
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ビデオと モニターの 問題 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

〇ミち意： 工場出荷時に PCI グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加のグラ 

フィックカードを取リイ寸ける際に力ードを取り外す必要はありません。ただし、その力ード 
はトラブルシューティングのために必要です。力ードを取りかした場合は、ま全な場所に保 
管してください。グラフィックカードについては、 support . jp . dell . com を参照してください。 

画面に何も表示されない 

。メモ： トラブルシューティングの手順については、モニターのマニュアルを参照してください。 


画面が見づらい 

モニターのケーブル接続を確認します。 

• モニターケーブルび正しいグラフィックカードに接続されていることを確認します（デュアルグラフィック 
カード構成の揚合)。 

-オプションの DVI - VGA アダプタを使用している揚合は、アダプタびグラフィックカードとモニターじ正し 
く接続されていることを確認します。 

• モニターケーブルび、コンピュータじが属のセットアップ図に示されているよラに接続されていることを確 
磕します。 

-ビデオ延長ケーブルびあればそれを外し、モニターを直接コンピュータじ接続します。 

-コンピュータおよびモニターの電源ケーブルを交換して、モニターの電源ケーブルじ問題びないか確認 
します。 

• コネクタのピンび巧びったり壊れていないかチェックします（モニターケーブルのコネクタは通常、 

数本のピンび欠けています)。 

モニターの電源ライトを確認します。 

-電源ライトび点なまたは点滅している揚合は、モニターじ電力びな給されています。 

-電源ライトび消なしている揚合、ボタンをしっかり巧して、モニターの電源び入っているか確認します。 

-電源ライトび点滅する揚合は、キーボードのキーを巧すかマウスを動かして、通常の動作が態に戻します。 

コン七ントをテストします。 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントび機能しているひ 
確認します。 

診がライトを確認します。 71ぺージの「診断ライト」を参照してください。 

モニターの設定を確認します。 モニターのコントラストと輝度の調整、モニターの消磁、およびモニ 
ターのセルフテストを実行する手順については、モニターのマニュアルを参照して<ださし、。 

サブウーハーをモニターから離します。 スピーカーシステ厶じサブウー八一び含まれている揚合は、 
サブウー八一びモニターから60.96 cm し义 h 離れていることをお認します。 

外部電源をモニターから離します。 扇風機、董巧灯、八□ヴンライト、およびその他の電化製品じよっ 
て画面び「巧れる」ことびあります。コンピュータのおくで使用している機器の電源を切ってみて、 
それらび干渉しているか確認します。 

モニターの向きを変えて、画面への太陽光の映りこみや干渉を除きます。 


Windows のディスプレイ設定を調整します。 
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Windows XP の揚合は、なの手順を実行します。 

1スタートーコントロールパネルーデスクトップの表示とテーマの順にク IJ ックします。 

2変更したい領域をク IJ ックするか、または画面アイコンをク IJ ックします。 

3画面の色および画面の解像度を別の設定じしてみます。 

Windows Vista の揚含は、なの手順を実行します。 

1スタート®ーコント□-ルパネルー八ードウ I アとサウンドー個人設定一画面の設定の順にク IJ ック 

します。 

2必要に麻じて、お像度および色の設定を調整します。 

3 D イメージの品質が良くない 

グラフィックカードの電源ケーブルの巧続を確認します。グラフィックカードの電源ケーブルび力一 
ドに正しく 接続されている こ とを確認します。 

モニターの 設定を確認し ます。 モニターのコントラストと輝度の調醫、モニターの消磁、およびモニ 
ターのセルフテストを実行する手順については、モニターのマニュアルを参照して<ださし、。 

電源ライト 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

コンピュータの正面にある電源ボタンライトは、点けと点滅とで異なるが態をおします。 

• 電源ライトび緑色に点なしていて、コンピュータの反麻び停止した揚合は、71ページの「診 
断ライト」を参照してください。 

• 電源ライトび緑色に点滅している場合、コンピュータはスタンバイモードに入っています。 
キーボードのキーを巧したの、マウスを動かしたの、電源ボタンを巧したのすると、通甫の動 
作び再開されます。 

• 電源ライトび消口している場合、コンピュータの電源び切れているか、電力び f 只給されていま 
せん。 

- 電源クーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着し 
なおします。 

- コンピュータび電源タップに接続されている場合、電源タップびコンセントに接続され電 
源タップびオンになっていることを確認します。 

-電源保護装置、電源タップ、電源延長クーブルなどを使用している場合は、それらを経由 
させずにコンピュータに正雷に電源び入るか確認します。 

-電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントび機能しているか確認します。 

-ま電源クーブルおよび前面パネルクーブルびシステム基板にしっかりと接続されているか 
確認します （97 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 
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• 電源ライトび搭色に点滅している場合、コンピュータに電力は f 只給されていますび、 

巧部で電源の問題び発生している可能性びあります。 

-電圧切り营えスイッチの設定び、ご使用の地域の AC 電源に一致しているか確認します 
(該当する揚合のみ)。 

- プ□セッサ電源クーブルびシステム基板にしっかりと接続されているか確認します 
(97 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 

• 電源ライトび黄色に点口している場合は、デバイスび誤動作しているか、正しく取りはけられ 
ていない可能性びあります。 

-メモリモジュールを取り外して、取り巧けなおします （98 ページの「メモリ」を参照)。 

- すべてのカードを取り外して、取り巧けなおします003ページの「カード」を参照)。 

• 電気的な巧害を解消します。電気的な妨害の原因には、じ(下のちのびあります。 

-電源、キーボード、およびマウスの延長クーブルび使用されている 
-電源タップに接続されているデバイスび多すぎる 

- 同じコンセントに複数の電源タップび接続されている 

診断ライト 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

問題のトラブルシューティングを容易にするため、コンピュータの前面パネルに「1丄口丄 
口」、および「4」とラベルのついた4つのライトびあります （13 ページの「正面図」を参照)。 
コンピュータび正甫に起動すると、ライトは点滅してから消なします。コンピュータび誤作 
動している揚合は、ライトのパターンで問題を識別できます。 

& メモ： POST が完了したら、 0 S が起動する前に4つのライトはすべてミ肖灯します。 


ライトパターン 

問題の説明 

推奨される処置 

©@@@ 

コンピュータび通常のオフの状態か、ま 
たは BIOS 前に障害び発ちした可能性びあ 
ります。 

システ厶び 0 S から正雷に起動した後は、 
この該断ライトは点なしません。 

• 電源コンセントじコンピユータを接続し 
ます （65 ページの「電源の問題」 

を参照)。 

-問題び解決しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ぺージの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 

©©(3)@ 

プ□セッサじ障害び発ちした可能性びあ 
ります。 

• プ□セツサを装着しなおします 
(141 ページの「プ□セツサ」を参照)。 

-問題び解決しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ぺージの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 
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ライトパターン 問題の説明 


推奨される処置 


©©③@ 


メモ I J モジュ ー J レび検出されましたび、 
メモ IJ じ障害び発をしました。 


• 取りはけているメモ IJ モジュールび2枚 
U ■(上の揚合は、モジュールを取0外し 
(102 ぺージの「メモ I 」の取り外し」を参 
照)、モジュールの1枚を取りはけなおし 
て（100ぺージの「メモ IJ の取り巧け」 

を参照)、コンピュータを再起動します。 
コンピュータび正常に起動する揚合は、 
障害のあるモジュールび確認されるか、 
またはエラーび発をしないまますベての 
モジュールを取り巧けなおすまで、残り 
のメモ U モジュールを1枚ずつ取りけけ 
ます。 

• 同じ種類で動作お認済みのメモ IJ びある 
揚合は、そのメモ IJ をコンピュータじ取 
りがけます（100ぺージの「メモ IJ の取 
りがけ」を参照)。 

• 問題び解;关しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ぺージの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 


〇@〇@ 


グラフィックカードに障害び発をしてい 
る可能性びあります。 


• 取りけけられているすべてのグラフィッ 
クカードを装着しなおします （103 ぺ一 
ジの「力ード」を参照)。 

• 動作確認済みのグラフィックカードびあ 
れば、その力ードをコンピュータじ取り 
はけます。 

• 問題び解;关しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ぺージの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 


〇@〇@ 


フ□ッピードライブまたは八ードドライ 
ブの障害び発ちした可能性びあります。 


すべての電源ケーブルとデータケーブル 
を装着しなおします。 




USB の障害び発ちした可能性びあります。 すべての USB デバイスを取りけけなお 

し、すべてのケーブル接続を確認 
します。 
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ライトパターン 問題の説明 

推奨される処置 

メモリモジユ—ルび検出されません。 

• 取りがけているメモ IJ モジュールび2枚 

U ■(上の揚合は、モジュールを取0外し 
(102 ぺージの「メモ IJ の取り外し」を参 
照)、モジュールの1枚を取りがけなおし 
て（100ぺージの「メモ1」の取り巧け」 

を参照)、コンピュータを再起動します。 
コンピュータび正雷に起動する揚合は、 
障害のあるモジュールび確認されるか、 
またはエラーび発をしないまますベての 
モジュールを取りけけなおすまで、残り 
のメモ IJ モジュールを1枚ずつ取り巧け 
ます。 

-同じ種類で動作確認済みのメモ IJ びある 
揚合は、そのメモ IJ をコンピュータじ取 
りけけます（100ぺージの「メモ1」の取 
りイサけ」を参照)。 

-問題び解;关しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ページの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 

の、メモ1」モ、ジユール1ま1ま&されまし C び'、 

メモ IJ 構成また胞換性のエラ-び発を 
しました。 

• メモ IJ モジュール/メモ IJ コネクタの配 
置に特別な要件びないことを確認します 
(98 ページの「メモ IJ 」 を参照)。 

• 使用するメモ IJ びお使いのコンピュータ 
でサポートされていることを確認します 
(179 ページの「メモ U 」 を参照)。 

-問題び解決しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ページの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 
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ライトパターン 問題の説明 


推奨される処置 


〇@〇@ 


お張力ードに障害び発ちした可能性びあ 
ります。 


1グラフィックカード U ■(外の拡張力ードを 
1 枚取り外し （104 ぺージの rpci 力ード 
および PCI Express 力ードの取り外し」 

を参照)、コンピュータを再起動して、 
競合び発をしているかど〇かを調べます。 

2問題び解;关しなし U 易合は、取り外した 
カードを取りがけ、別のカードを取り外 
して、コンピュータを再起動します。 

3取りけけられてレ\たそれぞれの拡張カー 
ドじついて、この手順を繰り返します。 
コンピュータび正常に起動する揚合は、 
コンピュータから取り外した最後の力一 
ドの I 」 ソースの競合を解決します 
(92 ぺージの「ソフトウェアと八ード 
ウェアの問題のトラブルシューティング」 
を参照)。 

4問題び解決しない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ぺージの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 


©©③@ 


別の障害び発をしました。 


• 八ードドライブとオプティカルドライブ 
のすベてのケーブルびシステ厶基板に正 
しく接続されていることを確認します 
(97 ぺージの「システ厶基板のコンポー 
ネント」を参照)。 

• デバイス（フ□ッピードライブゆハード 
ドライブなど）のエラーメッセージび画 
面に表示されている揚合は、そのデバイ 
スび正幫じ機能しているかどラかを確認 
します。 

• 0 S びデバイス（フ□ッピードライブまた 
はオプティカルドライブなど）からの起 
動を試みている揚合は、セットアップ 
ユーティ I 」ティ （184 ぺージの「セット 
アップユーティ IJ ティ」を参照）を使用 
して、コンピュータじ取りはけられてレ、 
るデバイスの起動順度び適切かどラかを 
確認します。 

• 問題び解ましない揚合は、デルにお問い 
合わせください （199 ぺージの「デルへ 
のお問い合わせ」を参照)。 
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ビープコード 

お使いのコンピュータの起動時に、モニターにエラーメッセージまたは問題を表示できない揚合、 
ビープ音び連続して鳴ることびあります。この連続したビープ音はビープコードと呼ばれ、問題の 
特定にをなちます。たとえば、ビープコード 1-3-1 (—例）は、1回鳴り、次に連続して3回鳴って 
から、さらに1回鳴るというパターンです。このビープコードは、コンピュータにメモリの問題び 
発生していることをおします。 

じ(下のビープコードエラーは、メモリモジュールを装着しなおすことで解ミ夫する揚合びあります。 
問題び解ミ夫しない揚合は、199ページの「デルへのお問い合わせ」を参照してデルのテクニカルサ 
ポートにお問い合わせ < ださい。 


コード 

原因 

1-3-1 から 2-4-4 

4-3-1 

モリの認識/使用上のエラー 

アドレス OFFFFh L ソ上のモリ障害 

じ(下のビープコードエラーのいずれかび発生した揚合は、 199 ページの「デルへのお問い合わせ」 


を参照してテクニカルサポートにお問い合わせください。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイク□プ□セッサレジスタ障害 

1-1-3 

NVRAM 読み書さ障害 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム障害 

1-2-1 

プ□ブラ厶可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA 初期化障害 

1-2-3 

DMA ページレジスタ読み書さ障害 

1-3 

ビデオメモ IJ テストエラー 

1-3-1 から 2-4-4 

メ モ IJ の認識/使用上のエラー 

3-1-1 

スレー ブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスター DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスター割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割 0 込みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割 0 込みベクトル□ード障害 

3-2-4 

キーボードコント□-ラテストエラー 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

無交力な NVRAM 構巧 
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コード 

原因 

3-3-4 

ビデオメモ IJ テストエラー 

3-4-1 

画面の初期化障害 

3-4-2 

画面 IJ トレース障害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4-2-1 

タイマー動作なし 

4-2-2 

シャットダウン障害 

4-2-3 

ヴート A 20 障害 

4-2-4 

プ□テクトモードです期しない割0込み発を 

4-3-1 

アドレス OFFFFh U ■(上のメモ IJ 障害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

巧部時計作動停止 

4-4-1 

シ IJ アルまたはバラレルポートテスト障害 

4-4-2 

シャドウメモ IJ へのコード解凍不能 

4-4-3 

数値演算コプ□セッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテストエラー 


システムメッ七ージ 

。メモ： 表示されたメッセージが表にない場合は、メッセージが表示されたときに実斤して 
いた 0 S またはプログラムのマニュアルを参照してください。 


メッ七ージ 


ちえられる原因 対応、処置 


8042 Gate-A20 
error 


Address Line 
Short! 

C : Drive Error 
C : Drive Failure 


キーボードコント □- 
ラびテストに失敗し 
ました。 


メモ IJ のアドレスデコー 
ディング回路にエラーび 
発をしました。 

八ードドライブび機能し 
ていないか、または正し 
く設定されていません。 


セットアップ ユーティ IJ ティで 変更 
を行った後じこのメッセージび表示 
された揚合は、セットアップ ユー 
テイ IJ テイを起動して元の値に戻し 
ます。 


メモリモジュールを装着しなおします 
(98 ページの「メモリ」を参照)。 


八ードドライブびコンピュータじ正 
しく取りけけられ （118 ぺージの 
「ドライブ」を参照)、セットアップ 
ユーティ IJ ティで正しく設定されて 
いる （184 ぺージの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照）ことを確 
捕1します。 


76 I トラブルシユーティング 



ちえられる原因 


対応、処置 


メッ七ージ 

Cache Memory Bad, 
Do Not Enable 
Cache 

CH-2 Timer Error 


CMOS Battery 
State Low 

CMOS Checksum 
Failure 

CMOS System 
Options Not Set 

CMOS Display Type 
Mismatch 

CMOS Memory Size 
Mismatch 

CMOS Time and 
Date Not Set 

Diskette Boot 
Failure 


DMA Error 
DMA 1 Error 
DMA 2 Error 

FDD Controller 
Failure 

HDD Controller 
Failure 


INTRl Error 
INTR2 Error 


キャッシュメモ ij び機能 
していません。 


システ厶基板のタイマー 
に エラーび 舞をしてい 
ます。 

セットアップユーティ I 」 
ティのシステ厶設定情報 
び間違っているか、また 
はバッテ IJ - の巧電量び 
低下している可能性びあ 
0ます。 


ドライブ A または B は 
存なしますび 、 BIOS 
POST じ失敗しました。 


システ厶基板の DMA 
コント□—ラの エラー 
です。 

BIOS びフ□ッピードラ 
イブまたは八ードドライ 
ブのコント□-ラと通信 
でさません。 


システ厶基板の割の込み 
チャネルび POST じ失敗 
しました。 


199ぺージの「デルへのお問い合わ 
せ」を参照して、テクニカルサポー 
卜じお問い合わせください。 

199ぺージの「デルへのお問い合わ 
せ」を参照して、テクニカルサポー 
卜じお問い合わせください。 

セットアップユーティ IJ ティを起動 
し （184 ぺージの「セットアップ 
ユーティ IJ ティの起動」を参照)、 
システ厶設定を確認し、コンピユー 
夕を再起動します。 


八ードドライブびコンピュータじ正 
しく取りけけられ018ぺージの 
「ドライブ」を参照)、セットアップ 
ユーティ IJ ティで正しく設定されて 
いる （184 ぺージの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照）ことを確 
認します。インタ フエー スケーブル 
の両端をお認します。 

キーボードまたはシステ厶基板の交 
換び必要な可能性びあります。 


フ□ッピードライブまたは八ードド 
ライブびコンピユータじ正しく取り 
イ寸けられ （118 ぺージの「ドライブ」 
を参照)、セットアップユーティ IJ 
ティで正しく設定されている 
(184 ぺージの「セットアップユー 
ティ I 」ティ」を参照）ことを確認し 
ます。インタ フエー スケーブルの両 
端を確認します。 

キーボードまたはシステム基板の交 
換び必要じなるかちしれません。 
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メッ七ージ 

ちえられる原因 

巧な処置 

Invalid Boot 

Diskette 

ドライブ A じちドライブ 
〔じち OS び見つかりま 
せん。 

セットアップユーティ IJ ティを起動 
し （184 ぺージの「セットアップ 
ユーティ IJ ティ」を参照)、ドライブ 

A またはドライブ C び正しく認識さ 
れているか確認します。 

Kevboard Error 

BIOS じよってスタック 
キー（巧し下げられたが 
態のキー）び検出されま 
した。 

キーボードの上に何ち置かれていな 
いことを5を認します。巧し下けられ 
たまま戻らないキーびある揚合は、 

慎重にこじ開けるよラじして戻しま 
す。問題び解;央しない揚合は、キー 
ボードの交換び必要な可能性びあり 
ます。 

KB/Interface 

Error 

キーボードコネクタじエ 
ラーび舞をしました。 

キーボードの上に何ち置かれていな 
いことを5を認します。巧し下けられ 
たまま戻らないキーびある揚合は、 

慎重にこじ開けるよラじして戻し 
ます。問題び解;央しない揚合は、 

キーボードの交換び必要な可能性び 
あります。 

No ROM Basic 

ドライブ A じちドライブ 
〔にも OS び見つかりま 
せん。 

セットアップユーティ IJ ティを起動 
し （184 ぺージの「セットアップ 
ユーティ IJ ティの起動」を参照)、 

ドライブ A またはドライブ C び正し 
<認識されているか確認します。 


Dell Diagnostics 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

Dell Diagnostics を使用する場合 

コンピュータ(こ問題が発生した揚含は、デルテクニカルサポート(こお問い含わせじなる前に、 

57ぺージの「問題の解決」のチェック事項を実行してから、 Dell Diagnostics を実行してください。 

に^ゾモ ： Dell Diagnostics は Dell コンピュータでのみ動作します。 

ハードドライブまたは [[Drivers and Utilities]] ;><ディアから Dell Diagnostics を実巧します。 
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ハードドライブからの Dell Diagnostics の起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELL □ゴが表示されたら、すぐ(こ < F 12> を押します。 

& ゾモ： キーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があります。 

キーボードエラーを回避するには、 < F 12> を押して放す操作を等間隔で巧って Boot Device Menu 
(起動デバイスメニュー）を開いてください。 

に ^ ゾモ： 診断ューティリティパーティシヨンが見つからなかったことを知らせるメッセージが表示 
された場合は必ず 、 『Drivers and UtilitiesI メディアから Dell Diagnostics を実行してください 
(79 ぺージの 「『Drivers and UtilitiesJ ] メディアからの Dell Diagnostics の起動」を参照）。 

キーを巧すタイミングび遅れて 0 S の□ゴび表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® 
デスクトップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をや 
りなおして < ださい。 

3 Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー） で、上下の矢 E 日キーを使用するか、キーボ ー 
ドの適切な数値キーを巧して、 Boot to Utility Partition (ユーティリティパーティシヨンか 
ら起動）をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

。メモ： クイックブート機能により、今回の起動に限り起動順序が変更されます。再起動すると、 
コンピュータはセットアップューティリティで指定された超動順序に従って起動します。 

4 Dell Diagnostics の Main Menu (メインメニュ ー） で、マウスを左クリックするか、 

< Tab > を巧し、次に < Enter > を巧して、実行するテストを選択します （81 ぺージの 
「Dell Diagnostics のメインメニュー」を参照)。 

に ^ メモ： エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。 

5すべてのテストび完了したら、テストウィンドウを閉じ 、 Dell Diagnostics の Main Menu 
(メインメニュ ー) じ戻ります。 

6 Main Menu (メインメニュ ー） ウィンドウを閉じ 、 Dell Diagnostics を終了してコン 
ピュータを再起動します。 


『Drivers and UtilitiesJ メディアからの Dell Diagnostics の起動 

1コンピュータの電源を入れます。 

2オプティカルドライブの正面にあるイジェクトボタンを巧して、ドライブトレイを開きます。 
3 [iDrivers and UtilitiesJ ] メディアをトレイの中央に置き、取り出しボタンを巧すか、トレイを 
軽<巧して、トレイを閉じます。 

4コンピュータを再起動します。 
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5 DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

に^ メモ： キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があり 
ます。キーボードエラーを回避するには 、 Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー） が表示さ 
れるまで、 < F 1 2> を押してがす操作を等間隔で行ってください。 

キーを巧すタイミングび遅れて Windows の□ゴび表示されてしまったら、 Windows デスク 
トップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をゆりなお 
して < ださい。 

6 Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー） で、上下の矢印キーを使用するか、キーボ ー 
ドの適切な数値キーを巧して、 Onboard or USB CD-ROM (オンボードまたは USB CD - 
ROM ) をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

。メモ： クイックブート機能により、今回の起動に限り起動順序が変更されます。再起動すると、 
コンピュータはセットアップューティリティで指定された超動順序に従って起動します。 

7 CD-ROM Startup Menu ( CD - ROM スタートアップメニュ ー) で、上下の矢 E 日キーを使用す 
るか、キーボードの適切な数値キー封甲して、 Boot from CD-ROM ( CD - ROM から起動） 

をノ\イライト表おして、 < Enter > を巧します。 

キーを巧すタイミングび遅れて Windows の□ゴび表示されてしまったら、 Windows デスク 
トップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をゆりなお 
して < ださい。 

8 <1> を巧して Dell Diagnostics を選択します。 

9 Dell Diagnostics Menu (Dell Diagnosti 。 メニ:！一）で <1>を巧して 、 Dell Diagnostics 
( GUI ) を選択します。 

10 Dell Diagnostics の Main Menu (メインメニュ ー） で、マウスを左クリックするな、 

< Tab > を巧し、次に < Enter > を巧して、実行するテストを選択します （81 ぺージの 
「Dell Diagnostics のメインメニュー」を参照)。 

。メモ： エラーコードと問題の説明を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。 

11 すべてのテストび完了したら、テストウィンドウを閉じ 、 Dell Diagnostics の Main Menu 
(メインメニュ ー) じ戻ります。 

12 [TDrivers and UtilitiesJ ] メディアを取り出し、 Main Menu (メインメニュ ー) ウィンドウ 
を閉じて Dell Diaanostics を終了し、コンピュータを再起動します。 
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Dell Diagnostics のメイン方ニュー 


じ(下のテストは 、 Dell Diagnostics の Main Menu (;>< イン;ニュー）から実巧できます。 

オプション 

機能 

Express Test 
(エクスプレステスト） 

システ厶デバイスのクイックテストを実行します。 

このテストは通常10〜20分かかり、お客様の操作は必要ありません。最ネ刀に 
Express Test (エクスプレステスト）を実行すると、問題を素早く特定できる 
可能性び増します。 

Extended Test 

(拡張テスト） 

システムデバイスのを体チェックを実行します。このテストは通常1時間が上 
かかり、時々表示される個々の質問に回客を入力する必要があります。 

Custom Test 

(カスタ厶テスト） 

システ厶巧の特定のデバイスをテストします。このオプションを使用して、 

実行するテストをカスタマイスすることびでさます。 

bvmptom Tree 
(をがッ1」一) 

一般的なをがび一覧表示され、発をしている問題のを化に基づいてテストを選 
択でさます。 

テスト中に問題び検出されると、エラーコードと問題を説おするメッセージび表示されます。 

エラーコードと問題の説日月を正確にそのまま書き留め、画面の指示に従います。問題を解ミ夫でさな 
い揚合は、デルにお問い合わせください（199ぺージの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

& メモ： 各テスト画面の上部には、コンピュータのサービスタグが表示されます。デルサポー 
卜に連絡される際には、サービスタグをご用意ください。 

じ(下のタブには、 Custom Test (カスタムテスト）または Symptom Tree (をがツリー ） 
オプションから実行されるテストの追加情報び表示されます。 

タブ 

機能 

Results (結果） 

テストの結果、および舞をしたすベてのエラーの状態び表示されます。 

Errors し」！フ ー） 

舞をしたエラーの状態、エラーコード、および問題の説日月を表示します。 

Help (ヘルプ） 

テストの説巧び表示されます。テスト実行の要件びあれば、その説巧ち表示さ 
れます。 

Confiauration 

(構成） 

(Custom Test のみ） 

選巧したデバイスの八ードウエア構成を表示します。 

Dell Diagnostics では、セットアップユーティ U ティ、メモんおよび客種の 
部テストからすべてのデバイスの構成情報を取得して、画面左のウィンドウの 
デバイスー覧に表示します。 

メモ： デバイスー覧には、コンピュータに取り付けられたすべてのコンポーネ 
ント名、またはコンピュータに接続されたすベてのデバイス名が表示されると 
は限りません。 

Parameters 
(パラ 一夕） 

(Custom Test のみ） 

必要に丽じてテストの設定を変更し、テストをカスタマイブすることびで 
さます。 
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ドライバ 

ドライパとは？ 

ドライバは、プリンタ、マウス、またはキーボードなどのデバイスを制御するプ□グラムです。 
すべてのデ/ イスにドライ/ \'プログラムび必要です。 

ドライバは、デ/イスとそのデバイスを使用するプ□グラム間の通訳のよラなを目をします。 

各デバイスは、そのデバイスのドライバだけび認識する専用のコマンドセットを持っています。 

お使いのコンピュータには、出筒時に必要なドライバびすでにインストールされていますので、 
新たにインストールしたり設定したりする必要はありません。 

〇 ミち意： 『Drivers and UtilitiesJl メディアには、お使いのコンピュータにインス!—ルされてい 
ない 0S で使用するドライバも収録されている場合があります。インス I ルするソフト 
ウェアがお使いの 0 S に対応していることを確認してください。 

キーボードドライバなど、ドライバの多くは Microsoft Windows OS に巧属しています。 

じ(下の揚合に、ドライバをインストールする必要びあります。 

• 0 S のアップグレード 

• 0 S の再インストール 

• 新しいデバイスの接続または取り巧け 

ドライバの識別 

デバイスに問題び発生した揚合は、問題の原因びドライバかどラかを判断し、必要に麻じてドライ 
バをアップデートしてください。 

Windows XP の揚合は、次の手順を実行します。 

1 スタートを クリックし、 コント□-ルパネルを クリックします。 

2 作業する分野を選びます で、 パフ オー マンスとメンテブンスーシステム ー/\ー ドウエアー 
デバイスマネージャ の順にクリックします。 

3デバイスの一覧をスク□-ルダウンし、デバイス名の横に感嘆符（川の巧いた円）びないか 
どラかをチェックします。 

デバイス名の横に感嘆符び表示されている揚合は、ドライバの再インストールまたは新しいド 
ライバのインストールび必要な揚合びあります （82 ページの「ドライバ」を参照)。 
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Windows Vista の揚含は、次の手順を実巧します。 

1 スタート ® ー コンピューターシステ厶プ□パティーデバイスマネージャの順にクリック 
します。 

。メモ：ューザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があります。お客様がコンピュータ 
の管理者の場合は、続行をクリックします。管理者でない場合は、管理者に問い合わせて続行し 
ます。 

2一覧をスク□-ルダウンし、デバイスアイコン上の感嘆符（り]のはいた黄色の円）のはいた 
デバイスを探します。 

デバイス名の横に感嘆符び表示されている揚合は、ドライバの再インストールまたは新しいド 
ライバのインストールび必要な揚合びあります （83 ページの「ドライバおよびユーティリ 
ティの再インストール」を参照)。 

ドライバおよびユーティリティの再インストール 

〇 ま 意：デルサポートサイト Support . jp . dell . com および 『Drivers and UtilitiesJ メディアには、 
お使いの Dell ™ コンピュータ用として承認-るみのドライパが提供されています。その他の媒 
体からドライバをインス I ルした場合は、お使いのコンピュータが適切に動作しないおそ 
れがあります。 

Windows デバイスドライバの口ールバックの使い方 

新たにドライバをインストールまたはアップデートしたをに、コンピュータに問題び発生した揚 
合は、 Windows デバイスドライバの□-ルノ \'ックを使用して、じ(前にインストールした/ V - ジョ 
ンのドライバに置き換えることびできます。 

Windows XP の揚合は、なの手順を実行します。 

1スタートをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスーシステムーシステ厶のプ□パ 
ティー八ードウェアーデバイスマネージャの順にクリックします。 

3新しいドライバびインストールされたデバイスをちクリックして、プロパティをクリック 
します。 

4ドライパをクリックし、ドライパの□ールパックをクリックします。 
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Windows Vista の揚含は、次の手順を実巧します。 

1 スタート ® ー コンピユーターシステ厶プ□パティ ー デパイスマネージャ の順にクリック 
します。 

。メモ：ユーザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があります。お客様がコンピュータ 
の管理者の場合は、続行をクリックします。管理者でない場合は、管理者に問い合わせてデバイ 
スマネージャを起動します。 

2新しいドライバをインストールしたデバイスをちクリックして、プ□パティをクリック 
します。 

3 ドライバを クリックし、 ドライバの□ールバックを クリックします。 

ドライバの□ールバックで問題び解ミ夫しない場合は、システムの復5を使用して、ドライバをイン 
ストールする前の稼動が態にコンピュータを戻します。 


『Drivers and UtilitiesJ メディアの使い方 

デ! \'イスドライバの□-ルバックまたはシステム復^^で問題び解ミ夫しない揚合は、 

UDrivers and UtilitiesJ ] メディアからドライバを再インストールします。 

1 Windows デスクトップび表示されているが態で、 [jDrivers and UtilitiesJ ] 

メディアをドライブにセットします。 

Drivers and UtilitiesJ メディアを初めてお使いになる場合は、手順 2 に進みます。 

初めてではない場合は手順5に進みます。 

2 [jDrivers and UtilitiesJ ] のインストールプ□グラ厶び起動したら、画面の指示に従います。 

3 InstallShield ウィヴードのち了ウィンドウび表示されたら、 ffOrivers and UtilitiesJ ] 
メディアを取り出し、完了をクリックしてコンピュータを再起動します。 

4 Windows デスクトップび表示されたら、 [jDrivers and UtilitiesJ ] メディアをドライブに再び 
セットします。 

5 Dell システムをお買い上け < ださり、ありびと5ごさいます画面で、次へをクリック 
します。 

。メモ： 『Drivers and UtilitiesJ ] メディアでは、出荷時にお使いの コン ピュータに取り付けられていたハー 
ドウ ; l アの ドライバのみが表示されます。 追加のハードウェアを取り付けた場合、新しいハードウ ； L 
アのドライバが 『Drivers and 肌 litiesj ] メディアによって表示されないことがあります。新しいハード 
ウェアのドライパが表示されない場合は 、 『Drivers and UtilitiesJ ] メディアのプログラムを終了します。 
ドライパの情報については、デバイスに付属しているマニュアルを参照してください。 

UDrivers and UtilitiesJ ] メディアびコンピュータ巧のハードウェアを検出中であるというメッ 
セージび表示されます。 

お使いの〕ンピュータで使用されているドライバび、 My Drivers — The Drivers and 
Utilities media has identified these components in vour system (マイトフイバー 

Drivers and UtilitiesJ メディアはシステ厶巧でこれらのコンポーネントを検出しました） 
ウィンドウに自動的に表示されます。 

6再インストールするドライバをクリックし、画面の指示に従います。 

特定のドライバび一覧に表示されていない揚合、 OS はそのドライバを必要としていません。 
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手動によるドライバの再インストール 

阳 rivers and Utilities ^ メディアからハードドライブにドライバファイルを抽出したをで、 

手動によるドライバのアップデートび必要な揚合びあります。 

Windows XP の揚合は、なの手順を実行します。 

1スタートをクリックし、コント□-ルパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますで、パフスーマンスとメンテナンスーシステムーシステ厶のプ□パ 
ティ ー/\ー ドウェアーデバイスマネージャの順にクリックします。 

3ドライバをインストールするデバイスのタイプをダブルクリックします。 

4ドライバを再インストールするデバイスをちクリックして、プ□パティをクリックします。 

5ドライパードライバの更新一一覧または特定の揚巧からインス I 'ールする（詳細）一次へ 

の順にクリックします。 

6次の場所を含めるをクリックしてチェックマークを入れ、参照をクリックし、八ードドライ 
ブ上のドライバファイルびある揚巧に移動します。 

7該当するドライバの名前び表示されたら、次へをクリックします。 

8ち了をクリックして、コンピュータを再起動します。 

Windows Vista の揚合は、次の手順を実行します。 

1スタート®ー コンピューターシステ厶プ□パティーデパイスマネージャの順にクリック 
します。 

。メモ：ューザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があります。お客様がコンピュータ 
の菅理者の場合は、続行をクリックします。管理者でない場合は、管理者に問い合わせてデバイ 
スマネージャを起動します。 

2ドライバをインストールするデバイスのタイプをダブルクリックします（たとえば、 

才ーディオまたはビデオ)。 

3インストールするドライバのデバイスの名前をダブルクリックします。 

4ドライバードライバの更新ーコンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します 

の順にクリックします。 

5参照をクリックし、ドライバファイルを前回コピーした揚巧を探して選択します。 

6該当するドライバの名前び表示されたら、ドライバの名前をクリックします。 

7 OK 一次へ一ち了の順にクリックし、コンピュータを再起動します。 
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OS の復元 

次の方法で、お使いの OS を復5することびできます。 

• システムの復^^は、データファイルに影響を及ぼすことな<、コンピュータをじ(前のが態に戻 
します。データファイルを保存したまま OS を復5するための最初のソリューションとして、 
システムの復5を実行してください。 

• Symantec による Dell PC リストア （Windows XP で串 U 用巧能）および Dell Factory Image 
Restore (Windows Vista で利用巧能）を実行すると、お使いのハードドライブはコンピュー 
夕を購入された時のが態に戻ります。 どちらを実行した揚合ち、八ードドライブのすべての 
データび永スに削除され、コンピュータの購入をにインストールしたプ□グラムちすべて削除 
されます 。 Dell PC リストアも Dell Factory Image Restore も、システムの復 5 を実行しても 
0 S の問題び解ミ关しなかった揚合にのみ使用してください。 

• コンピュータに再インストール用 J ディスクびは属していた揚合は、そのディスクを使用し 
て 0 S を復5できます。ただし、再インストール用 J ディスクを使用すると、八ードドライブ 
上のすべてのデータび削除されます。このディスクは、システムの復5を実行してち 0 S の問 
題び解ミ关しなかった揚合にのみ使用して < ださい。 


Microsoft Windows システムの復元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステム設定を変更したために、コンピュータび正 
甫に動作しなくなってしまった揚合は、 Windows 0 S のシステムの復5を使用して、コンピュータ 
をじ(前の動作が態に復5することびできます（データファイルへの影響はありません)。システムの 
復5を使用してコンピュータに施した変更はすべて完をに开のが態に戻すことび巧能です。 

Q ) を意：データファイルのバックアップを定期的に作成してください。システムの復元に 
よって、データファイルの変更の監視や復元はできません。 

。 ゾモ： 本書に記載されている手順は、 Windows のデフォルト表示用に書かれているため、クラシック 
表示に設定している場合には適用されません。 

システムの復元の開始 

Windows XP の場含の手順 

〇を意：コンピュータを iU 前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて保存して 
から閉じ、実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了するまで、 

いかなるファイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除したりしないでください。 

1スタートーすべてのプ□グラムーアクセサリーシステムツールーシステ厶の復元の順にク 

リックします。 

2コンピュータをじ(前の状態に復5するまたは復巧ポイントの作成のどちらかをクリック 
します。 

3次へをクリックし、その後の画面の指示に従います。 
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Windows Vista の揚含は、次の手順を実巧します。 

1 スタート ©をクリックします。 

2検索の開始ボックスにシステ厶の復元と入力し、 < Enter > を巧します。 

。メモ：ユーザーアカウント制御ウィンドウが表示される場合があります。お客様がコンピユー 
夕の管理者の場合は、 続斤をクリックします。管理者でない場合は、管理者に問い合わせて目的 
の操作を続行します。 

3 なへ をクリックし、その後の画面の指示に従います。 

システ厶の復5を実行してち問題び解決しなかった揚合は、じ(前のシステ厶の復?^をぉり消すこと 
びできます。 


な前のシステムの復元の取りミ肖し 

〇を意： iU 前のシステムの復元を取り;肖す前に、開いているファイルをすべて保存して閉じ、 
実行中のプログラムをすべて終了してください。システムの復元が完了するまで、いかなる 
ファイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除したりしないでください。 

Windows XP の場合の手順 

1スタートーすべてのプ□グラムーアクセサリーシステムツールーシステ厶の復元の順にク 

リックします。 

2 U {前の復兄を取り消すをクリックして、次へをクリックします。 

Windows Vista の揚合は、次の手順を実行します。 

1 スタート 0 をクリックします。 

2検索の開始ボックスにシステ厶の復元と入力し、 < Enter > を巧します。 

3 1>^前の復^^を取り消すをク1」ックして、巧へをクリックします。 

システムの復元の有効化 

心 メモ： Windows Vista では、ディスクスぺースが少、なくなってもシステムの復元を無効にすることがで 
きません。したがって、 U 下の手順は WindowsXP にのみ適用されます。 

空き容量び200 MB 未満の八ードディスクに Windows XP を再インストールした揚合、システ厶の 
復5は自動的に無効に設定されます。 

システムの復开びち効になっているかどラかを確認するには、かの手順を実行します。 

1スタートーコントロールパネルーパフスーマンスとメンテナンスーシステ厶の順にク I 」ック 

します。 

2システ厶の復兄タブをクリックし、システムの復元を無効じするのチェックマークび外され 
ていることを確認します。 


トラブルシユーティング I 87 


Dell PC リストアと Dell Factory linage Restore の使い方 

〇ミち意 ： Dell PC リストアまたは Dell Factory Image Restore を使用すると、ハードドライブのす 
ベてのデータが永义に削除され、コンピュータの購入後にインス I ルしたプログラムもす 
ベて削除されます。これらのオプションを使用する前にデータをバックアップしてく 
ださい。 PC リストアも Dell Factory Image Restore も、システムの復元を実巧しても OS 
の問題が解決しなかつた場合にのみ使用してください。 

にメモ： Symantec じよる Dell PC リストアおよび Dell Factory Image Restore は、一部の地域、一部の〕ン 
ピュータでは利用できません。 

Dell PC リストア (Windows XP ) または Dell Factory Image Restore (Windows Vista ) は、 
〇5を復^^する最をの手段としてのみ使用して<ださい。これらのオプションを実行すると、お使い 
の八ードドライブはコンピュータを購入された時のが態に戻ります。コンピュータ購入をに追加し 
たプ□グラ厶やファイルを始め、データファイルち八ードドライブから完をに削除されます。 
データファイルには、コンピュータ上の文書、表計算、メールメッセージ、デジタル写真、 

ミュージックファイルなどび含まれます。 PC リストアまたは Factory Image Restore を使用する前 
に、すべてのデータをバックアップしてください。 

WindowsXP で Dell PC リストアを使用する場合 

PC リストアを使用するには、次の手順を実行します。 

1コンピュータの電源を入れます。 

起動プ□セスの間、 www . dell . com/jp と書なれた青いバーび画面の上部に表示されます。 

2この青色のバーび表示されたら、すぐに < Ctrl >< F 11> を巧します。 

< Ctrl >< F 11> を巧すタイミングび遅れた揚合は、コンピュータの起動完了を待ち、 

再起動します。 

〇ミち意： PC リストアを続行しない場合は、 Reboot (再起動）をクリックします。 

3 Restore (復な) をクリックし、 Confirm (確認）をクリックします。 

復^^プロセスの完了には6〜10分ぐらいかかります。 

4プ□ンプトび表示されたら、 Finish (終了）をクリックしてコンピュータを再起動します。 

。メモ：〕ンピュータを手動でシャットダウンしないでください 。 Finish (終了）をクリックし、 
コンピュータを完全に再起動させます。 

5プ□ンプトび表示されたら、 Yes (はい）をクリックします。 

コンピュータび再起動されます。コンピュータは初期の稼動が態に復5されるため、エンド 
ユーヴーライセンス契約のよラにいちばん初めにコンピュータのスイッチを入れたときと同じ 
画面び表示されます。 

6 Next (次へ）をクリックします。 

システムの侵な 画面び表示されて、コンピュータび再起動します。 

7コンピュータび再起動したら、 OK をクリックします。 
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PC リストアを削除するには、次の手順を実行します。 

〇 ミち意 ： Dell PC リストアをハードドライブから削除すると、 PC リストアューティリティはお使 
いのコンピュータから永义に削除されます。 DellPC リストアを削除してしまうと 、このュー 
ティリティを使用してお使いのコンピュータの 0 S を復元することはできなくなります。 

PC リストアを使用すると、八ードドライブをコンピュータをご購入になった時のが態に戻すことび 
できます。八ードドライブの空き容量を増やしたい揚合でち、 PC I 」ストアをコンピュータから削除 
することはお勧めできません。 PC リストアを八ードドライブから削除してしまラと取り消しび利 
かず、 PC リストアを使用してコンピュータの OS を开のが態に戻すことはできなくなります。 

1コンピュータに□一カルのシステ厶管理をとして□グオンします。 

2 Microsoft Windows エクスプ □— ラで c :\ dell \ uti I ities\DSR に移動します。 

3 DSRIRRemv 2. exe ファイルをダブルクリックします。 

。 メモ： 口ーカル管理者としてログオンしていない場合は、管理者としてログオンする化要がある 
ことを示すメッセージが表示されます。凸山 t (終了）をクリックしてから、口ーカル管理者とし 
てログオンします。 

。メモ： お使いのコンピュータのハードドライブに PC リストア用パーティションがない場合は、 
パーティションが見つからないことをミ日らせるメッセージが表示されます。日山 t (終了）をク 
リックしてください。削除するパーティションがありません。 

4 OK をクリックして、八ードドライブの PC I 」ストア用パーティションを削除します。 

5確認のメッセージび表示されたら 、 Yes (はい）をクリックします。 

PC リストア用パーティションび削除され、新しくできた使用可能ディスクスペースび、 

八ードドライブの空さ領域の割り当てに加えられます。 

6 Windows エクスプ□-ラで□一カルディスク （ C ) をちクリックし、プロパティをクリック 
して、空き領域に追加されたスペースび加えられていることを確認します。 

7 Finish (終了）をクリックして PC Restore Removal ( PC リストアの削除）ウィンドウを閉 
じ、コンピュータを再起動します。 


Windows Vista で Dell Factory Image Restore を使用する場合 

Factory Image Restore を使用するには、次の手順を実行します。 

1コンピュータの電源を入れます。 Dell □ゴび表示されたら、 < F 8> を数回巧して Vista 
Advanced Boot Options (アドバンス起動オプション）ウィンドウを開きます。 

2 Repair Your Computer (コンピュータの修理）を選択します。 

System Recovery Options (システムリカバリのオプション）ウィンドウび表示されます。 

3キーボードレイアウトを選択し 、 Next (次へ）をクリックします。 

4リカバリのオプションにアクセスするには、□-カルユーヴーとして□グオンします。コマン 
ドプ□ンプトを開くには、ユーヴー名フイールドに administrator と入力し、 OK をクリッ 
クします。 
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日 Dell Factory Image Restore をクリックします。 

。メモ：構成によっては 、 Dell Factory Tools を選択してから Dell Factory Image Restore を選択する必 

要があります。 

Dell Factory Image Restore の初期画面び表示されます。 

6 Next (次へ）をクリックします。 

データの削除を確認する画面び表示されます。 

〇ミち意： Factory Image Restore を続巧しない場合は 、 Cancel (キャンセル）をクリックします。 

7チェックボックスをクリックすることで、ハードドライブの再フスーマットを続行してシステ 
厶ソフトウェアをエ揚出筒時のが態に復5することを確認し、 Next (次へ）をクリック 
します。 

復^^プロセスび開始します。処理び完了するまでに5分またはそれじ(上かかる揚合びあ 
ります。 0 S とエ揚出筒時にインストールされていたアプリクーシヨンびエ揚出筒時のが態に 
復^^されたら、メッセージび表示されます。 

8 Finish (完了）をクリックしてシステムを再起動します。 


『再インストール用 J メディアの使い方 


作業を開始する前に 

新しくインストールしたドライバの問題を解消するために Windows OS を再インストールする揚 
合は、 Windows のデバイスドライバの□-ルバックを試してみます。83ぺージの 「 Windows デバ 
イスドライバの□-ルバックの使い方」を参照してください。デバイスドライバの□-ルバックを 
実行してち問題び解ミ夫されない揚合は、システムの復5を使用して 0 S を新しいデバイスドライバ 
びインストールされる前の動作が態に戻します。86ぺージの 「 MicrosoftWindows システムの復5 
の使い方」を参照してください。 

〇を意： この手順を実行する前に、お使いのプライマリハードドライブのすべてのデータ 

ファイルをバックアップします。通常のハードドライブ構成では、プライマリハードドライ 
ブはコンピュータによって1番目のドライブとして認識されます。 

Windows を再インストールするには、じ(下のアイテ厶び必要です。 

• Dell ™ 再インストール用 J メディア 
• デルの [[Drivers and Utilities ]] ;><ディア 

。ゾモ：デルの 『Drivers and Utilitiesj ] メディアには、コンピュータの製造工程でプリインス!ルされ 
たドライバが収録されています。デルの 『Drivers and Utilitiesj ] メディアを使用して、必要なドライバ 
をロードします。コンピュータを発ました地域によって、またはメディアを購入品目に加えたかどう 
かによって、デルの 『Drivers and Utilitiesj ] メディアと『巧インストール用 J 1 メディアがシステムに同 
徊されていない場合があります。 
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Windows XP または Windows Vista の巧インストール 

再インストール化理を完了するには、1〜2時間かなることびあります。 OS を再インストールした 
後、デバイスドライバ、アンチウイルスプ□グラム、およびその他のソフトウェアを再インストー 
ルする必要びあります。 

〇を意：『再インストール用 J メディアには、 Windows XP の再インストール巧のオプション 
が収録されています。オプションはファイルを上書きして、ハードドライブにインス!ル 
されているプログラムに影響をちえる可能性があります。このような理由から、デルのテク 
ニカルサポート担当者の指示がない限り Windows XP を再インストールしないでください。 

1開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベて終了します。 

2 再インストール用 J ディスクをセットします。 

3 Install Windows (Windows のインストール）というメッセージび表示された場合は、 

Exit (終了）をクリックします。 

4コンピュータを再起動します。 

DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

& メモ： キーを押すタイミングが遅れて 0 S のロゴが表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® 
デスクトップが表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をやり 
なおしてください。 

& メモ： 次の手順では、起動順序を1回だけ変更します。次回の起動時には、 コン ピュータはセッ 
トアップューティリティで指定したデパイスから超動します。 

5起動デバイスの一覧び表示されたら、 CD / DVD / CD-RW Drive ( CD / DVD / CD-RW ドライブ） 

をハイライト表おして、 < Enter > を巧します。 

6いずれかのキーを巧すと Boot from CD-ROM ( CD-ROM から起動）します。 

7画面に表示される指示に従ってインストールを完了します。 
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ソフトウェアと八ードウェアの問題のトラブルシューティング 

0 S のセットアップ中にデバイスび検出されないか、検出されてち間違って設定されている揚合は、 
y \- ドウェアに関するトラブルシューティングを使用して非豆換性を解ミ关することびできます。 

Windows XP の場合は、次の手順を実行します。 

1スタートをクリックし、ヘルプとヴポートをクリックします。 

2 検索 フィールドで、八ードウェアに関するトラブルシューティングと入力し、 

矢印をクリックして検索を開始します。 

3 検索結果一覧で、ノ\ー ドウェアに関するトラブルシューティングをクリックします。 

4 ハードウェアに関するトラブルシューティングー覧で、コンピュータにあるハードウェアの競 

合を解ミ央しますをクリックして、次へをクリックします。 

Windows Vista の場合は、次の手順を実行します。 

1スタート@をクリックし、ヘルプとサポートをクリックします。 

2検索フィールドで八ードウェアに関するトラブルシューティングと入力し、 < Enter > 

を押して検索を開始します。 

3検索結果から問題に関連するオプションを選択し、その後に表示されるトラブルシューティン 
グの手順に従います。 
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部品のおり外しとおり付け 


作業を開始する前に 

本章では、お使いのコンピュータからコンポーネントを取り外したり、取りはけたりする手順 

について説巧します。特に記載のない限り、どの揚合ち取り外す手順を逆の順度で実行するこ 

とで部品を取りはけなおすことびできます。 

巧奨ツール 

本書で説おする手順では、次の工具とツールのラち、1つまたは複数び必要です。 

• 細めの7イブスドライバ 

• プラスドライバ 

• フラッシュ BIOS アップデート（デルサポートサイト support . jp . dell . com を参照） 

コンピュータ内部の作業をする準備 

コンピュータの損傷を防ぎ、ご自身の身体のちまを守るために、じ(下の点にごを意<ださい。 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくための注意に従い、本項の手順を開始してく 
ださい。 

A 警告：発火、感電、けがを防止するため、電源コンセント、電源タップ、アウトレットに過重電 
流を流さないでください。電源コン七ント、電源タップ、その他のソケットに接続した全製品の 
アンペアの総定格が、分歧回巧定格の抓％を超えないようにしてください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り扱いにはま意を要します。持ち上げ、移動、傾けなどの際 
にはほかの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方まで持ち上げて 
ください。また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

〇 を意： コンピュータの修理は、資格を持っているサービス技術者のみが行ってく 
ださい。デルが認可していないサービスによるが障は、保話の対象になりません。 

〇 を意： 静電気による内蔵部品の損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用す 
るか、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静 
電気を逃がしてください。 

〇 を意： 部品やカードの取り扱いには十分を意してください。カード上の部品や接続部分 
には触れないでください。力ードを持つ際は縁を持つか、金属製の取り付けブラケット 
の部分を持ってください。マイクロプロセッサなどの部品を持つ際は、ピンには触れな 
いで縁を持ってください。 
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O ミち意：ケーブルを外す際は、ケーブルそのものを引っ張らずに、コネクタやストレインリ 
リーフループをつかんでおいてください。ロックタブ付きのコネクタがせいているケーブル 
もあります。このタイプのケーブルを外す際には、先にロックタブを押し込んでコネクタを 
外してください。ケーブルの抜き差しを行う際には、コネクタやそのピンの損傷を防ぐため 
に、コネクタの向きが合っていることを確認してください。 

1作業面び水平で、作業面にちコンピュータにち傷び巧かないよラに保護されていることを確認 
します。 

〇ミち意：データの損失を遇けるため、コンピュータの電源を切る前に、作業中のファイルが 
あればすべて保存し、開いているプログラムをすべて終了します。 

2次の手順で OS をシャットダウンします。 

• Windows XP の揚 S ま、スタート^終了オプションー電源を切るの順にクリックします。 

• Windows Vista の揚合は、©をクリックし、スタートメニューのち下卸こある矢 E 日（下の 
イラストを参照）をクリックし、シャットタウンをクリックします。 



OS のシャットダウン処理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 

3コンピュータとすべての周辺機器の電源び切れていることを確認します。 OS をシャットダウ 
ンしたときに、コンピュータおよび接続デバイスの電源び自動的に切れなかった揚合は、 

電源ボタンを4秒じ(上巧し続けて電源を切ります。 

〇を意：ネットワークケーブルを取り外す際には、まずコンピュータからケーブルを外し、 
次に、ネットワークポートまたはデバイスから外します。 

4コンピュータからすべての外部クーブルを外します。 

已コンピュータのを部をゆっくりと持ち上け、スタビライヴを閉じ位置にします。 

6ほかの人に手伝ってちらいなびら慎重に、カバーを上に向けてコンピュータを平らな面に置き 
ます。 
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コンピュータカバーの取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意に従い、本 I 頁の手順を開始してく 
ださい。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを必ずコン七ントから抜いてく 
ださい。 

〇ミち意：静電気による内蔵部品の損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気を 
逃がしてください。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2カバーリリースラッチを後方へ引きます。 

〇ミち意：取り外したカバーを置ける十分なスペース（作業台の上に如 cm la 上）があることを 
確認します。 



1 コンピュータカバー 2 カパーリリースラツチ 

3 カバーヒンジタブ 4 スタビライザ（閉じ位置) 


3カバーリリースラッチを後方へ引いたが態で、カバーの側面を持ち、カバーの上部を上に回転 
させるよラにして外します。 

4カバーを前方にスライドさせ、持ち上けてヒンジス□ットから外し、ををな場所に置いておき 
ます。 
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コンピュータの内面図 



1 オプティカルドライブベイ （4) 


カードフアン 


2 フ□ッピードライブ/メ 

ディアカードリーダー 

5 前面ファン 


ハードドライブベイ （4) 


96 I 部品の取り外しと取り付け 





































システム基板のコンポーネント 


12 3 4 已 



1 白色のメモリモジュール 
コネクタ （ DIMM _1-2) 

4 IDE ドライブコネクタ （ IDE ) 

7 電源ボタン （ PWR _ BT ) 

10 SATA コネクタ （ SATA 0 〜已） 


2 黒色のメモリモジュール 

コネクタ （ DIMM _3-4) 

5 前面1/日パネルコネクタ 

( FR 0 NTPANEL ) 

8 FlexBay コネクタ （ INTJJSB ) 
11 前面 USB コネクタ ( FRNT_U 


3 ハードドライブファン 
コネクタ （ FAN _ HDD ) 

6 背面 LED コネクタ 

9 主電源コネクタ （ POWER 1) 

12 前面パネル1394コネクタ 

( FP 1394) 
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13 

PCI - Expressx 1 力ードス 

□ッ ト （ sum) 

このス□ットは、デュア 
ルグラフィック構成では 
利用でさません。 

14 

PCI - Expressxl 6 力ードス 
□ット （ SL 日 T 2) 

1 已 

PCI 力ードス□ット （ SL 0 T 3) 
このスロットは、デュアルグラ 
フィック構成またはダブル幅 
シングルグラフィック構成で 
は利用できません。 

16 

PCI - Expressx 1 日力ードス 
□ット （ SL 0 T 4) 

17 

PCI 力ードス□ット （ SLOTS ) 

18 

PCI 力ードスロット （ SL 日 T 6) 

19 

PCI - Expressx 1 日力ードス 
□ット （ SL 0 T 7) 

20 

RTC リセットジャンパ 

CRTCRST ) 

21 

バッテリーソケット （ BATTERY ) 

22 

パスワードジャンパ 
( PASSWORD ) 

23 

電源コネクタ （ P 0 WER 2) 

24 

フ□ッピードライブ （ DSKT ) 

25 

力ードケージファンコネ 
クタ （ FAN - CAGE ) 

26 

液冷アセンブリ ( TEC . PUMP ) 

27 

プ□セッサ （ CPU ) 

28 

プ□セッサファンコネク 






夕 （ FAN し CPU ) 


メモリ 

システム基板にメモリモジュールを取りはけることで、コンピュータメモリを増やすことびで 
さます。 

コンピュータは、 DDR 2 メモリをサポートしています。お使いのコンピュータに巧麻するメモリの 
種類については、179ページの「メモリ」を参照してください。 


DDR 2 メモリの概要 

• DDR 2 メモリモジュールは、同じメモリサイブおよび速度のちのを2权1細のペアで取り巧け 
る必要びあります。 DDR 2 メモリモジュールを同じメモリサイブのペアで取り巧けていない場 
合、コンピュータは動作しますび、パフスーマンスびやや低下します。モジュールのち上隅ま 
たは左上隅のラベルで、モジュールの容量を確認して<ださい。 

■■■■ "ii H) 

。 y モ： 必ず、システム基板に示されている順香で DDR 2 メモリモジュールを装着してください。 


98 I 


部品の取り外しと取り付け 









巧奨されるメモリ構成は次のとおりです。 

- 同じメモリモジュールのペアを DIMM コネクタ1と2に装着 
または 

- 同じメモリモジュールの1細のペアを DIMM コネクタ1と2に、ちラ1細のペアを 
DIMM コネクタ3と4に装着 

〇を意 ： ECC メモリモジュールを装着しないでください。 

• PC 2-5300 ( DDR 2 667 MHz ) と PC 2-6400 ( DDR 2 800 MHz ) のメモリモジ:！ールのペアを組 

み合わせて装着した揚合、装着したモジュールのラちの遅い方のスピードで動作します。 

• 他のコネクタにメモリモジュールを装着する前に、プ□セッサに最ちおいコネクタの DIMM 
コネクタ1に単一のメモリモジュールを装着していることを確認してください。 



A DIMM コネクタ1および2の同じメモリモ 
ジュールのペア（白色の固定クリップ） 


DIMM コネクタ3および4の同じメモリモ 
ジュールのペア（黒色の固定クリップ） 


〇ミち 意：メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリモジュールを取り外した 
場合、新しいモジュールがデルから購入されたものであっても、お持ちの新しいモジュール 
とは別に保管してください。できれば、新しいメモリモジュールと元のメモリモジュールは 
ペアにしないでください。ペアにすると、コンピュータが正常に起動しないことがあり 
ます。元のメモリモジュールは、 DIMM コネクタ1と2、または DIMM コネクタ3と4のいず 
れかにペアで装着する必要があります。 

。メモ： デルから購入されたメモリは、お使いのコンピュータの保証の巧象になっています。 
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メモリアドレッシングとメモリ構成 

Microsoft ® Windows Vista ™ など、32ビットの OS を使用する揚合、お使いのコンピュータは最 
ス 4 GB のメモリをサポートします。64ビットの 0 S を使用する揚合、お使いのコンピュータは最 
乂 8 GB のメモリ （4 つのス□ットすべてに2 GB の DIMM を装着）をサポートします。 

メモリの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

〇ミち意：静電気による内蔵部品の損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用する 
か、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気を 
逃がしてください。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧し開きます。 




プロセッサに最もおいメモリコネクタ 


固をクリップ(の 


メモリコネクタ 
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4 メモリモジュールの底面の切り込みを、コネクタ巧のク□スバーに合わせます。 



1 切り欠き口） 2 メモリモジュール 

3 切り込み 4 ク□スパー 

〇ま意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に力を加えて、 
モジュールをコネクタに向けてまつすぐ下へ挿入します。 

5 メモリモジュールをカチッと所定の位置に収まるまで、しっかりと巧し込みます。 


モジュールを正しく挿入すると、固定クリップはモジュール両端の切り欠きにカチッと収まり 
ます。 



6コンピュータカバーを取りはけます077ページの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 
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7 コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

8 メモリサイブび変更されたことを示すメッセージび表示されたら、 < F 1> を巧して続行します。 
9コンピュータに□グオンします。 

10 Windows デスクトップの マイコンピュータ アイコンをちクリックし、 プ □パティをクリッ 
クします。 

11全般タブをクリックします。 

12表示されているメモリ （ RAM ) の容量を確認して、メモリび正しく装着されているか確認 
します。 

メモリの取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意に従い、本項の手順を開始してください。 

〇ミち意：静電気による内蔵部品の損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用す 

るか、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気 
を逃がしてください。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してください。 

2 メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧し開きます。 

3モジュールをしっかりつかんで、引き上けます。 

モジュールび取り外しにくい揚合は、モジュールを前後に軽く動かして緩め、コネクタから取 
り外します。 
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力ード 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

お使いのコンピュータでは、 PCI および PCI Express カード用にじ(下のス□ットび用意されてい 
ます。 

• PCI 力ードス□ット3個 

• PCI Express X16 力ードス□ット2個（デュアルグラフィック構成で使用可能） 

• PCI Express x 16 力ードス□ット1個 （ x 8 配線） 

• PCI Express x 1 力ードス □ ット1個 

。ゾモ： PCI Expressx1 目カードスロットのそれぞれにグラフ ィ ックカードがデュアルグラフ ィ ック構成 
で取り付けられている場合、 PCI Express XI カードスロットおよび1個の PCI カードスロットは使用で 
きません。 



1 PCI 力ード 2 PCI Express x16 力ード 3 PCI Express x16 力ードス□ット 

4 PCI Expressx1 力ードス□ット 5 PCI Expressx1 力ード 


部品の取り外しと取り付け 


103 















PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り外し 

〇ミち意： 静電気による内蔵部品の損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用す 

るか、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気 
を逃がしてください。 

〇を意： 工場出荷時に PCI グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加のグラ 

フィックカードを取り付ける際に力ードを取り外す必要はありません。ただし、その力ード 
はトラブルシューティングのために必要です。力ードを取り外した場合は、ま全な場所に保 
管してください。 

〇ミち意： オプションのデュアルグラフィックカード構成の場合は、11 日 ぺージの「デュアル構 
成から PCI Express グラフィックカードを取り外す方法」を参照してグラフィックカードの 
取り外しまたは取り付けを行ってください。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してください。 

2コンピュータカバーを取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの取り外し」 

を参照)。 

3カードに接続されているクーブルをすべて外します。 

4該当するカードス□ットのカード IJ テイブ上部のタブを巧し込んで、カード IJ テイブをシャー 
シ巧壁側に倒します。 

5装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある揚合は、カードに触れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを持ち上けます。 
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1 リリースタブ 2 カードリテイナ 

3 位置合わせガイド 4 ファンブラケット 

6システム基板コネクタにリリースタブびある場合は、カード上端の角をつかんでリリースタブ 
を巧し、カードをコネクタから引き巧きます。 

。メモ：力ードがフルレングスの場合は、ファンブラケットの位置合わせガイドの端にあるリリー 
ス タブを押します。 
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1 PCI Express xl 日力ード 2 固定タブ 3 PCI Expressxl 日力ードス □ット 

7空のカードス□ットの開□部にフィラーブラヴットをおり巧けます。カードを取りはける揚 
合は、107ぺージの rPCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取りはけ」を参照してください。 

。メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすには、 フィ ラーブラケットを空の力ードスロット開口部 
に取り付ける化要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこり 
やゴミから保護できます。 

〇ミち意：力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケッ 
卜が位置合わせパーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、またはフィラーブラ 
ケットが位置合わせガイドと揃っていることを確認します。 

〇を意：力ードケーブルは、力ードの上や後ろ側に配線しないでください。ケーブルを力一 
ドの 上に 配線す ると、 コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原 
因になります。 

8カード IJ テイブを5の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよラに、 I 」テイブ 
の巧端を巧してください。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

9装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある場合は、カード保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

10コンピュータカバーを取り巧け （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

11取り外した力ード用のドライバをアンインストールします。 

。メモ：サウンドカードまたはネットワークアダプタを取り外した場合は、117ぺージの 
「ネットワークアダプタおよびサウンドカードの設定」を参照してください。 
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PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り付け 

〇ミち意： 静電気による内蔵部品の損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用す 

るか、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気 
を逃がしてください。 

〇を意： 工場出荷時に PCI グラフィックカードが取り付けられていた場合は、追加のグラ 

フィックカードを取り付ける際に力ードを取り外す必要はありません。ただし、そのカード 
はトラブルシューティングのために必要です。力ードを取り外した場合は、ま全な場所に保 
管してください。 

〇ミち意： オプションのデュアルグラフィック構成にアップグレード巧みまたはアップグレー 
ド予定の場合は、 113 ぺージの「デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取り付け 
る方法」を参照してグラフィックカードを取り付けてください。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある場合は、カードに触れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを上方向に回します。 

4該当するカードス□ットのカード I 」テイブ上部のタブを巧し込んで、カード I 」テイブをシャー 
シ巧壁側に倒します。 



1 リリースタブ 2 カードリテイナ 

3 位置合わせガイド 4 ファンブラケット 


部品の取り外しと取り付け I 107 


















































































5 フィラーブラケットまたは既存のカードを取り外して004ページの 「 PCI カードおよび 
PCI Express カードの取り外し」を参照)、カードス□ット開□部を作ります。 

6取りはけるカードを準備します。 

カードの構成、巧部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせたカードのカスタマイブの 
情報については、 力ー ドには属しているマニュアルを参照してください。 

7カードの位置びス□ットと揃い、固定タブびある揚合は固定ス□ットと揃ラよラにします。 

。メモ：力ードがフルレングスの場合は、力ードガイドをファンブラケットの位置合わせスロット 
に挿入します。 



1 PCI Express x16 力ード 2 固定タブ 3 PCI ExpressxlB 力ードス□ット 

〇を意：必ず固定タブを外して、力ードを固定してください。力ードを正しく取り付け 
ないと、システム基板が損傷することがあります。 

8固定タブびある場合は固定タブをゆっくりと引き、カードをコネクタに差し込みます。 
しっかりと巧し込んで、カードびス□ットに完まに装着されていることを確認します。 
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1 力ードコネクタ（完全に装着） 2 力-ドコネクタ 3 ブラケットがスロットに収まり、 

(装着が不完全） 正しく揃っている状態 

4 ブラケットがスロットから 5 位置合わせパー 6 位置合わせガイド 

はみ出て、正しく揃っていな 
いが態 

〇を意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろ側に配線しないでください。ケーブルを力一 
ドの上に配線すると、 コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する 
原因になります。 

〇ミち意： グラフィックカードの電源ケーブルが正しく取り付けられていないと、 

グラフィックパフォーマンスの低下を巧くことがあります。 

9必要なすべてのクーブルをカードに接続します。 

力ー ドのクーブル接続については、カードに付属のマニュアルを参照して< ださい。 

〇ミち意： 力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケッ 
卜が位置合わせパーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、またはフィラーブラ 
ケットが位置合わせガイドと揃っていることを確認します。 

10カード IJ テイブを5の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよラに、 

I 」テイブの巧端を巧してください。 
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11 装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある揚合は、カード保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12コンピュータカバーを取りはけ （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

13力ードのマニュアルの説日月に従って、力ードに必要なすべてのドライバをインストール 
します。 

。メモ：サウンドカードまたはネットワークアダプタを取り付けた場合は、117ぺージの 
「ネットワークアダプタおよびサウンドカードの設定」を参照してください。 

デュアル構成から PCI Express グラフィックカードを取りかす方法 

。メモ：本項は 、 PCI Expressxie グラフィックカードのデュアル構成のみに適用されます。その他の夕 
イプの PCI または PCI Express 力ードの取り外しについては、104ぺージの 「 PU 力ードおよび PCI 
Express 力ードの取り外し」を参照してください。 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある揚合は、カードに触れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを上方向に回します。 

4片方の手で両方のグラフィックカードを軽く固定し、グラフィックカードのブリッジびあ 
れば、ちラ片方の手でそれを引き上けて、コンピュータから取り外します。ブリッジは取つ 
ておさます。 
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1 グラフィックカードのブリッジ 2 電源コネクタ （2) 3 デュアル PCI Express 

グラフィックカード 

5カードに接続されているクーブルをすべて外します。 

6該当するカードス□ットのカード I 」テイブ上部のタブを巧し込んで、カード I 」テイブをシャー 
シ巧壁側に倒します。 


部品の取り外しと取り付け I 111 







1 リリースタブ 2 カードリテイナ 

3 位置合わせガイド 4 ファンブラケット 

7システム基板コネクタにリリースタブびある場合は、カード上端の角をつかんでリリースタブ 
を押し、カードをコネクタから引き巧きます。 

。メモ：力ードがフルレングスの場合は、ファンブラケットの位置合わせガイドの端にあるリリー 
ス タブを押します。 



1 PCI Express x 1 日力ード 2 固定タブ 3 PCI Express x 1 日力ードス□ット 
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8 空のカードス□ットの開□部にフィラーブラヴットを取り付けます。カードを取りはける場 
合は、113ぺージの「デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取りはける方法」 

を参照して < ださい。 

。メモ： コン ピュータの FCC 認証を満たすには、 フィ ラーブラケットを空の力ードスロット開口部 
に取り付ける必要があります。また、 フィ ラーブラケットを装着すると、 コン ピュータをほこり 
やゴミからイ呆護できます。 

。メモ：シングルグラフィックカード構成では、グラフィックカードのブリッジ（一部のデュアル 
グラフィック構成のみに使用）は不要です。 

〇ミち意：力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケッ 
卜が位置合わせバーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、またはフィラーブラ 
ケットが位置合わせガイドと揃っていることを確認します。 

〇ミち意：力ードケーブルは、力ードの上や後ろ側に配線しないでください。ケーブルを力一 
ドの 上に 配線す ると、 コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原 
因になります。 

9カードリテイブを^^の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよラに、 IJ テイブ 
の巧端を巧して < ださい。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

10装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある場合は、カード保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

11コンピュータカバーを取り巧け（177ページの「コンピュータカバーの取りはけ」を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

デュアル構成に PCI Express グラフィックカードを取り付ける方法 

。メモ：デュアルグラフィック構成へのアップグレード、または同構成からのダウングレードを行う 
には、追加の部品が必要です。部品はデルからお取り寄せいただけます （1 日9ページの「デルへのお問 
い合わせ」を参照,）。 

本項は、デュアル PCI Express グラフィックカード構成のみに適用されます。その他のタイプの PCI 
または PCI Express 力ードの取り巧けについては、107ぺージの 「 PCI 力ードおよび PCI Express 
カードの取りはけ」を参照して<ださい。 

PCI Express x 1 6力ードス□ットのそれぞれにグラフィックカードびデュアルグラフィックカード構 
成で取りはけられている揚合、 PCIExprewxl カードス□ットは使用でさません。シングルグラ 
フィックカード構成ならデュアルグラフィックカード構成にアップグレードする揚合は、 

PCI Express x 1 カードス□ットに取り巧けられているカードをすべて取り外す必要びあります 
(PCI Express XI 力ードス□ットの位置については、97ぺージの「システム基板のコンポーネント」 
を参照 )。 PCI Express 力ードを取り外すには、104ぺージの 「 PCI 力ードおよび PCI Express 力ード 
の取り外し」を参照してください。 

〇ミち意： NVIDIA SU (スケーラブルリンクインタフエース）デュアルグラフィックテクノロジ 
を利用するためにシステムをアップグレードする手順の詳細については、デルサポートサイ 
卜 support . jp . dell . com を参照してください。 
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NVIDIA SLI (スヴーラブルリンクインタフエース）デュアルグラフィックテクノ □ジの詳細につい 
ては、53ぺージの「デュアルグラフィックテクノ □ジについて」を参照してください。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 装着されているカードにカード保持デバイスび被せてある揚合は、カードに細れることびでき 
るよラに、カード保持デバイスのタブを巧してカード保持デバイスを上方向に回します。 

4該当するカードス□ットのカード I 」テイブ上部のタブを巧し込んで、カード I 」テイブをシャー 
シ巧壁側に倒します。 



1 リリースタブ 2 力ードリテイナ 

3 位置合わせガイド 4 ファンブラケット 

已フィラーブラヴットまたは既存のグラフィックカードを取り外して（110ページの「デュアル 
構成から PCI Express グラフィックカードを取り外す方を」を参照)、カードス□ット開□部を 
作のます。 

。メモ：デュアルグラフィックカード構成にアップグレードする場合 、 PCI Express x 1 力ードスロッ 
卜に力ードが取り付けられていれば、それを取り外します （104 ぺージの rPCI 力ードおよび PCI 
Express 力ードの取り外し」を参照)。 
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6 取りがけるカードを準備します。 

カードの構成、巧部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせたカードのカスタマイブの 
情報については、 力ー ドには属しているマニュアルを参照してください。 

7カードの位置びス□ットと揃い、固定タブびある揚合は固定ス□ットと揃ラよラにします。 

。メモ：力ードがフルレングスの場合は、力ードガイドをファンブラケットの位置合わせスロット 
に挿入します。 



1 PCI Express x 16 力ード 2 固定タブ 3 PCI Express x 1 目力ードスロット 

〇 ミち意： 必ず固定タブを外して、力ードを固定してください。力ードを正しく取り付けない 
と、システム基板が損傷することがあります。 

8固定タブびある場合は固定タブをゆっくりと引き、カードをコネクタに差し込みます。 
しっかりと巧し込んで、カードびス□ットに完をに装着されていることを確認します。 

〇を意： 力ードケーブルは、力ードの上や後ろ側に配線しないでください。ケーブルを力一 
ドの 上に 配線す ると、 コンピュータカバーがきちんと閉まらなかったり、装置が損傷する原 
因になります。 

〇 ミち意： グラフィックカードの電源ケーブルが正しく取り付けられていないと、グラフィッ 
クパフォーマンスの低下を招くことがあります。 

9必要なすべてのクーブルをカードに接続します。 

力ー ドのクーブル接続については、カードに付属のマニュアルを参照して<ださい。 

〇 ま 意：力ードリテイナを元の位置に戻す前に、すべての力ードの上部とフィラーブラケッ 
卜が位置合わせパーおよび各力ード上部の切り込みと揃っていること、またはフィラーブラ 
ケットが位置合わせガイドと揃っていることを確認します。 

10カード IJ テイブを5の位置に戻します。タブび所定の位置にカチッと収まるよ5に、 

IJ テイブの巧端を巧してください。 

11お使いのデュアルグラフィック構成で必要な場合は、グラフィックカードのブリッジを取 
り巧け、コネクタタブを完まに覆5よラにしっかりと巧し込みます。 
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1 グラフィックカードのブリッジ 2 電源コネクタ狂） 3 デュアル PCI Express 

(一部のデュアルグラフィックカ グラフィックカード 

ード構がのみに使用） 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12装着されているカードに被せるカード保持デバイスびある場合は、 力ー ド保持デバイスを巧し 
下けて所定の位置にはめ込みます。 

ロコンピュータカバーを取り巧け077ページの「コンピュータカバーの取り巧け」を参照)、 
コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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ネットワークアダプタおよびサウンドカードの設定 

サウンドカードを取りはけた揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップ ユー ティリティを起動し （184 ぺージの「セットアップ ユー ティリティの起動」 
を参照)、 Integrated Audio Controller (巧蔵才ーディオコント□—ラ）を選択し、 

設定を Off (オフ）に変更します。 

2外巧けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外巧けオーディオデバ 
イスを、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフスンコネクタ、またはライン入 
カコネクタに接続しないでください。 

サウンドカードを取り外した揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップ ユー ティリティを起動し （184 ぺージの「セットアップ ユー ティリティの起動」 
を参照)、 Integrated Audio Controller (巧蔵才ーディオコント□—ラ）を選択し、 

設定を On (オン）に変更します。 

2外はけオーディオデバイスをコンピュータの背面パネルのオーディオコネクタに接続します。 

アドインネットワークアダプタをインストールしていて、巧嵐ネットワークアダプタを無効にする 

場合は、次の手順を実行します。 

1セットアップ ユー ティリティを起動し084ぺージの「セットアップ ユー ティリティの起動」 
を参照)、 Integrated N に Controller (巧]蔵 N に コント□—ラ）を選択し、設定を Off 
(スフ）に変更します。 

2ネットワークヴーブルをアドインネットワークアダプタのコネクタに接続します。ネットワー 
ククーブルを背面パネルの巧蔵コネクタに接続しないでください。 

アドインネットワークコネクタを取り外した揚合は、次の手順を実行します。 

1セットアップ ユー ティリティを起動し （184 ぺージの「セットアップ ユー ティリティの起動」 
を参照)、 Integrated N に Controller (巧嵐 N にコント□—ラ）を選択し、設定を On 
(スン）に変更します。 

2ネットワーククーブルをコンピュータ背面パネルの巧蔵コネクタに接続します。 
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ドライブ 

お使いのコンピュータは、次の構成をサポートしています。 

• SATA デバイス6台（八ードドライブまたはオプティカルドライブ） 

• IDE デバイス2台（八ードドライブ2台、またはオプティカルドライブ2台） 

• フ□ッピードライブ1台 

• メディアカードリーダ ー 1台 

〇を意：ドライブの取り外しと取り付けを行う際には、ドライブのデータケーブルと電源 
ケーブルをシステム基板に必ず取り付けたままにしておいてください。 

。メモ： 5.25 インチのメディアカードリーダー/フロッピードライブのキヤリアは、ハードドライブの 
キヤリアと互換性がありません。 



1 オプティカルドライブベイ （4) 2 フ□ッピードライブ/メデ 3 ハードドライブベイ （4) 

ィアカードリーダー 
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シリアル ATA ドライブについて 

お使いのコンピュータでは、シリアル ATA ハードドライブび4台まで、シリアル ATA オプティカ 
ルドライブび2台までサポートされます。シリアル ATA ドライブには、シリアル接続技術と、 

IDE クーブルよりち細<て長いフレキシブルクーブルを使用してデータを転をすることにより、 
次の巧点びあります。 

• ケーブルの配線経路び改善され、シャーシ巧の換気効率び向上します。 

• ケーブルコネクタびルさいため、システ厶基板上ゆ八ードドライブ上のスペースを節約で 
さます。そのため、シャーシ巧部のスペースをよの効率的に活用で含ます。 

-般的なドライブ取り付けガイドライン 

SATA 八ードドライブは、システム基板上の 「 HDD 」 とラベル表示されたコネクタに接続します。 
八ードドライブじ(外の SATA デバイスは、 SATA とラベル表示されたコネクタに接続します。 

ただし、 5.25 インチドライブベイに5台目の SATA /\— ドドライブを取りがける揚合は例外で、 
SATAO コネクタに接続します。 IDE オプティカルドライブは、 「 IDE 」 とラベル表示されているコネ 
クタに接続します。 

SATA ケーブルを差し込を'ときは、クーブルの両端にあるコネクタ部分を持ち、コネクタにしっか 
りと巧し込みます。 SATA クーブルを巧<とさは、クーブルの両端にあるコネクタ部分を持ち、 

引き巧いてコネクタから外します。 



SATA データケーブル 


SATA ドライブ 


システム基板上の SATA データコネクタ 


1本の IDE データクーブルに2個の IDE デバイスを接続し、それらを 「cable selectj に設定する場 
合、データクーブルの最後のコネクタに接続されたデバイスはプライマリデバイスまたは起動デバ 
イス、データケーブルの中央のコネクタに接続されたデバイスはセカンダリデバイスとなります。 
デバイスの 「cable select 」 設定の詳細については、アップグレードキットに含まれているドライブ 
のマニュアルを参照してください。 

IDE データクーブルを接続するには、一方のコネクタのタブを、ちラー方のコネクタの切り込みに 
合わせます。 IDE データクーブルを取り外す揚合は、色はさのプルタブをつかみ、引さ巧いてコネ 
クタから外します。 
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八ードドライブ 

八ードドライブの取りかし 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのを意に従い、本 I 頁の手順を開始して 
ください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前にコンピュータの電源プラグを化ずコン七ントから抜いてく 
ださい。 

〇ミち意：残しておきたいデータを保存しているハードドライブを交換する場合は、 

ファイルのバックアップを取ってから、 Lu 下の手順を開始します。 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 電源クーブルとデータクーブルを八ードドライブから外します。 


1 2 
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4 八ードドライブブラヴットの両側面にある青色のタブを巧側に巧しなびら、ドライブを上方向 
にスライドさせて八ードドライブベイから取り外します。 



1 青色のタブ (2) 2 ハードドライブ 3 ハードドライブベイ 

5すべてのコネクタび正しく接続され、しっかりと固定されていることを確認します。 

6コンピュータカバーを取りはけます （177 ぺージの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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八ードドライブの取り付け 

A 警告：『製品情巧ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してく 
ださい。 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3必要に麻じて、既存のハードドライブを取り外します （120 ページの「ハードドライブの取り 
外し」を参照)。 

。メモ：ハードドライブのブラケットがハードドライブベイの内側に付いている場合は、 

新しいハードドライブを取り付ける前にブラケットを取り外してください。 

4取りはける新しいハードドライブを準備し、ハードドライブのマニュアルを参照して、 
ドライブびお使いのコンピュータに合っていることを確認します。 

。メモ：取り付けるハードドライブにハードドライブブラケットが付いていない場合は、元のハー 
ドドライブブラケットを使用し、ブラケットを新しいドライブにカチッとはめ込みます。 



ハードドライブ 


ハードドライブブラケット 
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5 八ードドライブベイび空で、みさびれていないことを確認します。 

6八ードドライブを、カチッと音びして所定の位置にしっかりと収まるまでスライドさせて、 
八ードドライブベイに差し込みます。 



1 ハードドライブ 2 ハードドライブベイ 

〇ミち意：すべてのコネクタが正しく接続され、しっかりと固定されていることを確認 
します。 
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7 電源クーブルを八ードドライブに接続します。 

8八ードドライブのデータクーブルを八ードドライブに接続します。 



1 電源ケーブル 2 データ ケーブル 

9コンピュータカバーを取り巧けます （177 ぺージの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

10コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに付属の 
マニュアルを参照して < ださい。 
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ドライブパネル 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
ドライブパネルの取りかし 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 ドライブリリースラッチを持ち、ドライブパネルびカチッと開くまで、コンピュータの底面に 
向けてスライドさせます。 



1 ドライブリリースラツチ 


2 ドライブパネル 3 ドライブパネルタブ 


4 ドライブパネルを外側に回して、サイドヒンジから持ち上けて外します。 
5 ドライブパネルを安全な揚所に置いてお夏ます。 
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ドライブパネルの取り付け 


4 
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93ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

コンピュータカバーを取り外します （95 ぺージの「コンピュータカバーの取り外し」 
を参照)。 

ドライブ/《ネルタブを側面ドアヒンジに合わせます。 



ドライブリリースラッチ 


ドライブバネル 


ドライブパネルタブ 


ドライブパネルをコンピュータの方向に倒して所定の位置にカチッと固定します。 
コンピュータカバーを取りはけます （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブに巧属の 
マニュアルを参照してください。 
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フロッピードライブ 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
フ□ッピードライブの取りかし 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します025ぺージの「ドライブパネルのおり外し」を参照)。 

4 電源クーブルとデータケーブルをフ□ッピードライブの背面から外します。 



1 電源 ケーブル 2 フロッピー ドライブ データ ケーブル 
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5 ドライブリリースラッチをコンピュータの底部に向けてスライドさせて肩はきネジを外し、 
ドライブをドライブベイから引き出します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 フ□ッピードライブ 

6ドライブパネルを取りはけます （126 ページの「ドライブパネルの取り巧け」を参照)。 

7コンピュータカバーを 取り巧けます （177 ページの「コンピュータカバーの 取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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フ□ッピードライブの取り付け 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 ドライブパネルを取り外します025ぺージの「ドライブパネルのおり外し」を参照)。 

4 必要に麻じて、既存のフ□ッピードライブをおり外します （127 ページの「フ□ッピードライ 
ブの取り外し」を参照)。 

5 新しいフ□ッピードライブにネジび巧いていない揚合は、ドライブパネル励こ肩はきネジびな 
いかどラか確認してください。ネジびあった場合は、新しいドライブに取り巧けます。 



フ□ッピードライブ 


肩付きネジ (4) 
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フ□ッピードライブを、カチッと音びして所定の位置に収まるまでスライドさせて、 
ドライブベイに差し込みます。 



1 ドライブリリースラ ッチ 2 フ □ツピー ドライブ 

7フ□ッピードライブの背面に電源クーブルとデータクーブルを取り巧けます。 

8すべてのクーブル接続を確認します。フアンやち却孔など空気の桓環の巧けにならないよラに 
クーブルをまとめておきます。 

9ドライブパネルを取りはけます （126 ページの「ドライブパネルの取り巧け」を参照)。 

10 コンピュータカバーを 取りはけます 077ぺージ の 「コンピュータカバーの おり巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

11コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに巧属の 
マニュアルを参照して < ださい。 

12セットアップユーティリティを起動し （184 ぺージの「セットアップユーティリティの起動」 
を参照)、該当する Diske け e Drive (ディスクットドライブ）オプションを選択します。 
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メディア カー ドリー ダー 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

メディアカードリーダーの取りかし 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3ドライブパネルを取り外します025ぺージの「ドライブパネルのおり外し」を参照)。 

4 メディアカードリーダーの背面から、電源クーブルとデータクーブルを外します。 



1 メディアカードリーダーの電源ケーブル 2 システム基板コネクタ 
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5 ドライブリリースラッチをコンピュータの底部に向けてスライドさせて肩はきネジを外し、 
メディアカードリーダーをドライブベイから引き出します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 メディアカ—ドリ—ダー 

6ドライブパネルを取りはけます （126 ページの「ドライブパネルの取り巧け」を参照)。 

7コンピュータカバーを取り巧けます （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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メディアカードリーダーの取り付け 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 ドライブパネルを取り外します025ぺージの「ドライブパネルの取り外し」を参照)。 

4 必要に麻じて、既存のメディアカードリーダーを取り外します （131 ぺージの「メディアカー 
ド リーダーの取り外し」 を参照)。 

5 メディアカードリーダーにネジび巧いていない場合は、ドライブパネル巧に肩巧きネジびない 
かどラか確認してください。ネジびあった揚合は、新しいカードリーダーに取りはけます。 



メディアカードリーダー 


肩イ寸きネジ (4) 
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6 メディアカードリーダーをドライブベイに差し込み、カチッと所定の位置に固定します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 メディアカ—ドリ—ダ— 

7 メディアカードリーダーの背面に、電源クーブルとデータクーブルを接続します。 

8すべてのクーブル接続を確認します。ファンやち却孔など空気の桓環の巧けにならないよ5に 
クーブルをまとめておきます。 

9ドライブパネルを取りはけます （126 ページの「ドライブパネルの取り巧け」を参照)。 

10コンピュータカバーを取りはけます （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

11コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに巧属の 
マニュアルを参照して < ださい。 

12セットアップユーティリティを起動し （184 ぺージの「セットアップユーティリティの起動」 
を参照)、該当する USB for FlexBay ( FlexBay 用 USB ) オプションを選択します。 
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オプティカルドライブ 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

オプティカルドライブの取り外し 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 ドライブパネルを取り外します 025 ぺージの「ドライブパネルのおり外し」を参照)。 

4 電源クーブルとデータクーブルをドライブの背面から取り外します。 

& メモ：現在オプティカルドライプが 1 台しか取り付けられておらず、そのドライブを取り 

外して、当面は別のドライブを取り付けない場合は、システム基板からデータケーブルを抜いて 
保管しておきます。 



1 データ ケーブル 2 電源ケーブル 
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5 ドライブリリースラッチをコンピュータの底部に向けてスライドさせて肩はきネジを外し、 
オプティカルドライブをドライブベイから引き出します。 



1 ドライブリリースラッチ 2 オプティカルドライブ 

6ドライブパネルを取りはけます （126 ページの「ドライブパネルの取り巧け」を参照)。 

7コンピュータカバーを取り巧けます （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 
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オプティカルドライブの取り付け 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 ドライブパネルを取り外します （125 ぺージの「ドライブパネルのおり外し」を参照)。 

4必要に麻じて、既存のオプティカルドライブを取り外します （135 ぺージの「オプティカルド 
ライブの取り外し」を参照)。 

5取りがけるオプティカルドライブを準備し、ドライブに巧属のマニュアルを参照して、 
ドライブびお使いのコンピュータに合わせて設定されていることを確認します。 

。メモ： IDE ドライプを取り付ける場合は、ドライブを 「cable select 」 に設定します。 

6ドライブにネジび巧いていない揚合は、ドライブパネル巧にネジびないかどラかを確認し、 

ネジびあつた場合は新しいドライブに取りはけます。 



オプティカルドライブ 


肩イ寸きネジ (3) 
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7 ドライブを、カチッと音びするまで、または所定の位置に固定されるまで、 
ドライブベイのにゆっくり巧し込みます。 



1 ドライブリリースラッチ 2 オプティカルドライブ 


138 I 自 [5 品の取り外しと取り付け 




























































8 電源クーブルとデータクーブルをオプティカルドライブに接続します。 

システ厶基板コネクタの位置を確認するには、97ページの「システム基板のコンポーネント」 
を参照して < ださい。 



1 電源ケーブル 2 データ ケーブル 


9すべてのクーブル接続を確認します。ファンや;ち却？ L など空気の桓環の巧けにならないよラに 
クーブルをまとめておさます。 

10ドライブパネルを取りはけます （126 ページの「ドライブパネルの取り巧け」を参照)。 

11コンピュータカバーを取り巧けます （177 ぺージの「コンピュータカバーの取りはけ」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインストールする手順については、ドライブに付属の 
マニュアルを参照して< ださい。 

13セットアップユーティリティを起動し （184 ぺージの「セットアップユーティリティの起動」 
を参照)、該当する Drive (ドライブ）オプションを選択します。 
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プロ七ッサエアフローカバー 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

プ□七ッサエアフ□-カバーア七ンプリの取りかし 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

A 警告：ぶ常の操作中に、プロセッサヒートシンクはホ常に高温になります。ヒートシンクに触れる前 
に十分に時問をかけ、ヒートシンクの温度が下がっていることを確認してください。 

3システム基板の FAN 1_ CPU コネクタからファンクーブルを外します （97 ページの「システム 
基板のコンポーネント」を参照)。 



1 プ□セッサエアフローカバー 2 巧まネジの 

〇ミち意： プロセッサヒートシンクはプロセッサエアフローカバーに取り付けられています。 
エアフローカバーを取り外したら、ヒートシンクのサーマルインタフェースが損傷しな 
いように、側面を下にするか、または裏返しにして置いてください。 

4プ□セッサエアフ□一カバーをシャーシに固定している巧まネジを緩め、エアフ□一 
カバーを後方に回転させます。 

已プ□セツサエアフ□一カバーを持ち上けてコンピュータから取り出し、保管しておきます。 
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プ□七ッサエアフ□-カバーア七ンプリの取り付け 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してください。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3プ□セッサエアフ□-カバーのヒンジス□ットをシステム基板のヒンジガイドに合わせます。 

4プ□セツサエアフ□一カバーをフアンの方向にゆっくりと回転させ、2本の巧まネジを締 
めます。 


5システム基板の FAN 1_ CPU コネクタにファンクーブルを接続します （97 ページの「システム 
基板のコンポーネント」を参照)。 

6コンピュータカバーを閉じます （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


プロ七ツサ 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

〇を意：ハードウ X アの取り外しと取リイ寸けに慣れている方 iU 外は、次の手順を巧わないで 
ください。これらの手順は正しく行わないと、システム基板に損傷を与えるおそれがあり 
ます。 


プ□七ッサの取りかし 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してください。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3 システム基板上の P 0 VVER 1 コネクタおよび P 0 VVER 2 コネクタ （97 ページの「システ厶基板 
のコンポーネント」を参照）から電源クーブルを外します。 

4 エアフ □- カバーを取り外します （140 ぺージの「プ□セッサエアフ□-カバーアセンブリの 
取り外し」を参照)。 

5 ソヴットリ IJ - スレバーを巧し下けなびら外します。 
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6 ソヴットリリースレバーを持ち上げ、プ□セッヴカバーを開きます。 



プ□センサカバー 
ソケット 


2 プ□セッサ 

4 ソケットリリースレバ— 


プ□セツサをソケツトから取り外します。 

ソヴットにすぐに新しいプ□セツサをおりはけられるよラに、リリースレバーを外したままに 
しておさます。 


142 I 自 [5 品の取り外しと取り付け 







プ□七ッサの取り付け 

〇ミち意：コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体から静電気を逃がして 
ください。 

1新しいプ□セッサをパックージから取り出します。 

〇ミち意：コンピュータの電源を入れる際にプロセッサとコンピュータに修復できない損傷を 
ちえることを避けるため、プロセッサをソケットに正しく装着してください。 

2ソヴット上のリリースレバーび完をに開いていない揚合は、その位置まで動かします。 

3プ□セッサとソケットの1塞ピンの角を合わせます。 



1 プ□センサカバー 2 プ□センサ 3 ソケット 

4 ソケットリリースレパー 5 ソケットの1番ピンインジケータ 

〇ミち意：ソケットピンは損傷しやすいものです。損傷を防ぐため、プロセッサをソケットに 
正しく合わせ、またプロセッサの取り付け時に力を入れすぎないようにしてください。 
システム基板上のピンに触れたり、ピンを曲げたりしないようを意してください。 

4プ□セッサをソケット上に静かにセットし、プ□セッサびソヴット上で水平であることを確認 
します。プ□セツサび所定の位置にセットされていれば、軽 < 巧すだけで自巧とソヴットに収 
まのます。 


5プ□セッヴびソヴットじ完をに収まったら、プ□セッヴカバーを閉じます。 

6ソヴットリリースレバーを回転させなびらソヴットの元の位置 I こはめ込み、プ□セッヴを固 
定します。 
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7 プ□セッサエアフ□-カバーを取りはけます (141 ぺージの「プ□セッサエアフ□-カバーア 
センブリの取りはけ」を参照)。 

8システ厶基板上の P 0 VVER 1 コネクタおよび P 0 VVER 2 コネクタ （97 ページの「システ厶基板 
のコンポーネント」を参照）に電源クーブルを取りはけます。 

9コンピュータカバーを閉じます （177 ページの「コンピュータカバーの取りはけ」を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

10コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


フアン 

力ードフアンの取り外し 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを取り外します （95 ぺージの「コンピュータカバーの取り外し」 

を参照)。 

3フルレングスの拡張力ードをすべて取り外します （104 ぺージの rpci 力ードおよび PCI 
Express カードの取り外し」を参照)。 
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システム基板の FANJIAGE コネクタからファンクーブルを外します （97 ぺージの「システム 
基板のコンポーネント」参照)。 

フアンクージの上部にある2つのタブを巧し下け、フアンクージをを方にスライドさせてクー 
ジ八ウジングから取り外します。 



部品の取り外しと取り付け I 14日 
























































































6 続いて、フアンの4隅を慎重に引いて、フアンをフアンクージに固定しているゴ厶グ□メット 
から外します。 



ゴムグ□メット （4) 


カードフアン 


フアンケージ 


力ードフアンの取り付け 

〇ミち意：ファンケーブルがファンケージの右下角にある開□部を通って正しく配線されてい 
ることを確認します。 

1ファン電源ヴーブルを下向きにして、ファンのゴムグ□メットをファンクージの4隅にある巧 
に合わせ、所定の位置に完まに収まるまでグ□メットを引っ張ります。 

。メモ：空気の流れる方向は、ファンの側面に示されています。 
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1 力ードファン 2 ゴムグ□メット （4) 3 ファンケージ 

2ファンクージの底部にあるタブをクージハウジングの巧麻するス□ットに挿入し、 

ファンクージを所定の位置に完をに収まるまで前方に回転させます。 

3システム基板の FAN _ CAGE コネクタにファンクーブルを接続します （97 ぺージの 
「システム基板のコンポーネント」を参照)。 

4拡張カードを取り外した場合は、すべて取りはけます （107 ページの rpci カードおよび 
PCI Express 力ードの取り巧け」を参照)。 

5 コンピュータカバーを 取り巧けます077 ページの「コンピュータカバーの 取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

6コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 
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CPU フアンの取り外し 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3システ厶基板の FAN 1_ CPU コネクタからフアンクーブルを外します （97 ページの「システム 
基板のコンポーネント」を参照)。 

4プ□セツサエアフ□-カバーを取り外します （140 ぺージの「プ□セツサエアフ□-カバーア 
センブリの取り外し」を参照)。 

日続いて、フアンの下側2隅を慎重に引いて、フアンをプ□セツサエアフ□-カバーに固定して 
いるゴムグ□メットを外し、巧にフアンを持ち上けて残りの2個のグ□メットを外します。 



ゴムグロメット （4) 2 CPU ファン 3 プ□セツサエァフローカバー 
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CPU フアンの取り付け 

1ファン電源ヴーブルを下向きにして、ファンのゴ厶グ□メツトをプ□セツサエアフ□-カバー 
の 4 隅にある巧に合わせ、 所定の位置に完をに収まるまでグ□メツトを引っ張ります。 

。メモ：空気の流れる方向は、ファンの側面に示されています。 



1 ゴムグ□メント （4) 2 CPU ファン 3 プ□セッサエアフ□-カバー 

2プ□セッサエアフ□-カバーを取りはけます (141 ぺージの「プ□セッサエアフ□-カバーア 
センブリの取り巧け」を参照)。 

3システム基板の FANIJIPU コネクタにファンクーブルを接続します （97 ページの「システム 
基板のコンポーネント」を参照)。 

4コンピュータカバーを取りはけます （177 ぺージの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

5コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 
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オプションの八ードドライブフアンの取りかし 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3取りはけられているすべてのメモリモジュールを取り外します （102 ページの「メモリの取り 
外し」を参照)。 

4システ厶基板上の FAN _ HDD コネクタからファンクーブルを外します （97 ページの 
「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

5八ードドライブファンのリリースラッチを巧して八ードドライブベイの間から引き出し、 
コンピュータから取り出します。 


1 ハードドライブファンのリリースラッチ 2 ハードドライブファン 
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オプシヨンのハードドライブファンの取り付け 

12つのハードドライブベイの間にフアンを挿入し、所定の位置に収まるまで完をに押し込 
みます。 


2システム基板上の FAN _ HDD コネクタにファンクーブルを接続します （97 ページの 
「システム基板のコンおーネント」を参照)。 

3コンピュータカバーを取りはけます077ページの「コンピュータカバーの取り巧け」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

4コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


システム基板 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 


システム基おの取り外し 

〇ミち意：システム基板と金属製のトレイは、1つの部品として取り付けおよび取り外しを行い 
ます。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してください。 

2コンピュータカバーを取り外します （95 ぺージの「コンピュータカバーの取り外し」 

を参照)。 

3システム基板の FAN _ CAGE コネクタからファンクーブルを外します （97 ぺージの「システム 
基板のコンポーネント」参照)。 

4フルレングスの拡張力ードをすべて取り外します （104 ぺージの rpci 力ードおよび PCI 
Express カードの取り外し」を参照)。 
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5 カードフアンアセンブリを固定している 2 本のネジを外し、アセンブリを取り外して脇に置き 
ます。 



1 ネジ （2) 2 力ードファンアセンブリ 3 ファンコネクタ 

6システ厶基板を取り外す際に邪魔になるその他のコンポーネントをすべて取り外します。 

7システム基板からすべてのクーブルを外します。 

〇ミち意：システム基板を取り付ける場合は、交換用のシステム基板と既存のシステム基板を 
見比べて、正しい部品を使巧していることを確認します。 
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8 システム基板アセンブリをシャーシに固定している 2 本のネジを外し、2つのタブを引いてシ 
ステム基板アセンブリをコンピュータの正面方向にスライドさせます。 



1 ネジの 2 タブ 

〇を意：システム基板と金属製のトレイは、1つの部品として取りせけおよび取り外しを行い 
ます。 

9システム基板アセンブリを慎重に引き上けて、コンピュータから取り出します。 
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システム基おの取り付け 

〇ミち意：システム基板と金属製のトレイは、1つの部品として取り付けを行います。 

〇ミち意：システム基板を取り付ける場合は、交換巧のシステム基板と既存のシステム基板を 
見比べて、正しい部品を使用していることを確認します。 

。メモ：場合によって、交換用のシステム基板のコンポーネントやコネクタの中には、元のシステム基 
板の巧応するコネクタと場所が異なるものがあります。 

& メモ：交換用のシステム基板のジャンパは、工場出荷時に設定'るみです。 

1必要に麻じて、既存のシステム基板から交換用のシステム基板にコンポーネントを移動 
します。 

2システム基板アセンブリを、アセンブリ底部の切り込みとコンピュータのタブび揃ラ方向に合 
わせます。 

3 システム基板アセンブリを所定の位置にカチッと収まるまでコンピュータの背面へ押し込 
みます。 

4 システム基板アセンブリを 2 本のネジでシャーシに固定します。 

5 カードファンアセンブリのネジ巧とシステム基板アセンブリのネジ巧を合わせ、 2 本のネジを 
取りはけてカードファンアセンブリを固定します。 

6システム基板の FANJIAGE コネクタにファンクーブルを接続します （97 ぺージの「システム 
基板のコンポーネント」を参照)。 

7拡張カードを取り外した揚合は、すべて取りはけます （107 ページの rpci カードおよび 
PCI Express 力ードの取り巧け」を参照)。 

8システム基板なら取り外したその他のコンポーネントを取りはけます。 

9すべてのクーブルをシステム基板に接続します。 

10 コンピュータカバーを取りはけます （177 ページの「コンピュータカバーの取りはけ」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

11コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 

12必要に麻じてシステム BIOS をフラッシュします。 

^ メモ：システム BIOS をフラッシュする手順については、 support . jp . dell . com を参照してくださし、。 
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電源ユニット 

A 警告：『製品情報ガイド J の安をにお使いいただくための注意に従い、本項の手順を開始してください。 

電源ユニット （ PSU ) DC コネクタのピン奪号割り当て 



P 15 

P 16 


部品の取り外しと取り付け I 1扣 




DC 電源コネクタ PI 


13141已16171819 20 2122 23 24 



因因因因因因因因因の因の 
因因因因因因因因因の因の 


1 2 

3 4 已 6 7 

8 9 101112 




1 KW の 電源 ユニット 

7 加 KW の 電源 ユニット 

ピン番号 

信号る 

18 -AWG ワイヤの色 

信号名 

18 -AWG ワイヤの色 

1 

+3.3 VDC 

憧色 

+3.3 VDC 

憧色 

2 

+3.3 VDC/SE 

憧色 

+3.3 VDC/SE 

憧色 

3 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

4 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

ホ色 

5 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

6 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

ホ色 

7 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

8 

POK 

灰色 

POK 

灰色 

9 

+5 VFP 

紫色 

+5 VFP 

紫色 

10 

+12 VD DC/SE 

黄色/白色 

+12 VD DC/SE 

黄色/白色 

11 

+12 VD DC 

黄色/白色 

+12 VD DC 

黄色/白色 

12 

+3.3 VDC 

憧色 

+3.3 VDC 

憧色 

13 

+3.3 VDC 

搭色 

+3.3 VDC 

憧色 
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1 KW の 電源 ユニット 

7 加 KW の 電源 ユニット 

ピン客号 

信号を 

18- AWG ワイヤの色 

信号名 

18- AWG ワイヤの色 

14 

-12 VDC 

青色 

-12 VDC 

青色 

15 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

16 

PS_ON 

緑色 

PS_ON 

緑色 

17 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

18 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

19 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

20 

N/C 

- 

N に 

- 

21 

+5 VDC/SE 

ホ色 

+5 VDC/SE 

ホ色 

22 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

ホ色 

23 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

ホ色 

24 

COM 

黒色 

COM 

黒色 
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DC 電源コネクタ P 2 


111213141已16171819 20 


因の因因の因因の因因 
因の因因の因因の因因 


1 

2 3 4 已 6 

7 8 910 




1 KW の電源ユニット 

7加 KW の電源ユニット 

ピンを号 

信号名 

18 -AWG ワイヤの色 

信号を 

18 -AWG ワイヤの色 

1 

+12 VCDC 

青色/白色 

+12 VCDC 

青色/白色 

2 

+12 VCDC 

青色/白色 

+12 VCDC 

青色/白色 

3 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

4 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

5 

+12 VADC/SE 

黄色 

+12 VADC/SE 

黄色 

6 

+12 VADC 

黄色 

+12 VADC 

黄色 

7 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

8 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

9 

+12 VB DC/SE 

白色 

+ 12 VB DC/SE 

白色 

10 

+12 VB DC 

白色 

+12 VB DC 

白色 

11 

+12 VC DC/SE 

青色/白色 

+ 12 VC DC/SE 

青色/白色 

12 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

13 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

14 

COM 

黒色 

COM 

黒色 
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1 KW の 電源 ユニット 

7 加 KW の 電源 ユニット 

ピン客号 

信号名 

18- AWG ワイヤの色 

信号を 

18- AWG ワイヤの色 

15 

+12 VADC 

黄色 

+12 VADC 

黄色 

16 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

17 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

18 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

19 

+12 VB DC 

白色 

+12 VB DC 

白色 

20 

NC 

墨 

NC 

匯 
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DC 電源コネクタ内（グラフィックカード) 


4 5 6 

I i~n 

因因因 
因因因 

1 2 3 



1 KW の 電源 ユニット 

750 KW の 電源 ユニット 

ピンを号 

信号を 

18- AWG ワイヤの色 

信号る 

18- AWG ワイヤの色 

1 

+12 VE DC/SE 

青色/黄色 

+12 VB DC 

白色 

2 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VB DC 

白色 

3 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VB DC 

白色 

4 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

5 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

6 

COM 

黒色 

COM 

黒色 
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DC 電源コネクタ P 4 (グラフィックカード) 


4 5 6 


因因因 
因因因 

1 2 3 



1 

1 KW の 電源 ユニット 

750 KW の 電源 ユニット 

ピン香号 

信号名 

18- AWG ワイヤの色 

信号名 

18- AWG ワイヤの色 

1 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VCDC 

青色/白色 

2 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VCDC 

青色/白色 

3 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VCDC 

青色/白色 

4 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

5 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

6 

COM 

黒色 

COM 

黒色 


に^ゾモ：コネクタ P 3 および P 4 は、電源要件が 75 W を超える PCIExpress グラフィックカード用です。 


部品の取り外しと取り付け I 161 








DC 電源コネクタ P 5 (FDD 




1 KW の 電源 ユニット 

7 胡 KW の 電源 ユニット 

ピン香号 

信号を 

22- AWG ワイヤの色 

信号る 

22- AWG ワイヤの色 

1 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

ホ色 

2 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

3 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

4 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VB DC 

白色 
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DC 電源コネクタ P 6 および P 7 ( BAY 1 および Bay 2) 


['QOQG'] 

D 

12 3 4 



1 KW の 電源 ユニット 


7 胡 KW の 電ミ原 ユニット 

ピン番号 

信号名 

18 -AWG ワイヤの色 

信号る 

18 -AWG ワイヤの色 

1 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VBDC 白色 

2 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

3 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

4 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

赤色 
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DC 電源コネクタ P 8 および P 9 ( HDDO および HDD 1) 



5 4 3 2 1 



1 KW の 電源 ユニット 

7加 KW の 電源 ユニット 

ピンを号 

信号を 

18 -AWG ワイヤの色 

信号を 

18 -AWG ワイヤの色 

1 

+3.3 VDC 

搭色 

+3.3 VDC 

搭色 

2 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

3 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

ホ色 

4 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

5 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VB DC 

白色 
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DC 電源コネクタ P 10 〜 P 13 ( HDD 2 および HDD 日) 



5 4 3 2 1 



1 KW の 電源 ユニット 

750 KW の 電源 ユニット 

ピンを号 

信号名 

18- AWG ワイヤの色 

信号る 

18- AWG ワイヤの色 

1 

+3.3 VDC 

憧色 

+3.3 VDC 

憧色 

2 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

3 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

ホ色 

4 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

5 

+12 VE DC 

青色/黄色 

+12 VC DC 

青色/白色 
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DC 電源コネクタ P 14 (周辺機器) 


怎 ©€)' 

opp 

1 2 3 



1 

KW の 電源 ユニット 

7 胡 KW の 電源 ユニット 

ピンを号 

信号名 

18- AWG ワイヤの色 

信号る 

18- AWG ワイヤの色 

1 

+12 VB DC 

白色 

+12 VA DC 

黄色 

2 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

3 

COM 

黒色 

COM 

黒色 

4 

+3.3 VDC 

搭色 

+3.3 VDC 

搭色 

5 

+5 VDC 

ホ色 

+5 VDC 

赤色 

6 

+12 VC DC 

青色/白色 

+12 VD DC 

黄色/白色 
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DC 電源コネクタ P 15 (グラフイックカードー1 KW の PSU のみ) 


4 5 6 

I i~n 

因因因 
因因因 

1 2 3 


ピンを号 

信号を 

18- AWG ワイヤの色 

1 

+12 VB DC 

白色 

2 

+12 VB DC 

白色 

3 

+12 VB DC 

白色 

4 

COM 

黒色 

5 

COM 

黒色 

6 

COM 

黒色 
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DC 電源コネクタ P 16 (グラフイックカードー1 KW の PSU のみ) 


4 5 6 

I i~n 

因因因 
因因因 

1 2 3 


ピンを号 

信号を 

18- AWG ワイヤの色 

1 

+12 VCDC 

青色/白色 

2 

+12 VCDC 

青色/白色 

3 

+12 VCDC 

青色/白色 

4 

COM 

黒色 

5 

COM 

黒色 

6 

COM 

黒色 


。メモ： コネクタ P 15 および P 16 は、電源要件が75 W を超える PCI Express グラフィックカー 
ド用です。 

電源ユニットの取り外し 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの取り外し」 

を参照)。 

〇ミち意： 電源ュニットのケーブルを外す前に、各電源コネクタの位置と ID をメモしておいて 
ください。 

3電源ユニットから出ている DC 電源クーブルをたどり、接続されている各電源クーブルを外し 
ます。 

& メモ： 電源ケーブルの束を外すときは、ケーブルの配線経路をメモしておいてください。それら 
のケープルを再び取り付ける際に、挟まれたり巧れ曲がったりしないように、正しく配線する必 
要があります。 

4巧部の八ードドライブベイに取りがけられているすべての八ードドライブを取り外します 
(120 ぺージの「ハードドライブの取り外し」を参照)。 
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5 必要に麻じて、オプションのハードドライブファンを取り外します050ぺージの「オプショ 
ンのハードドライブファンの取り外し」を参照)。 

6各八ードドライブベイにおり巧けられている2本のネジを外します。 

7八ードドライブベイをシャーシから取り外します。 



1 ネジ (4) 2 ハードドライブベイ 
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8 電源ユニットをコンピュータシャーシの背面に固定している4本のネジを外します。 
9取り出しゆすくするため、電源ユニットから分岐しているまをまとめます。 



1 電源 ユニットの ネジ (4) 

10電源ユニットをコンピュータの正面方向にスライドさせ、固定しているコンピュータシャーシ 
のタブから離します。 

11電源ユニットを八ードドライブベイの方向にスライドさせてシャーシの縁をよけ、コンピュー 
夕から取り出します。 
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電源 ュニッ トの取り付け 

1電源ユニットをスライドさせて所定の位置に納め、コンピュータシャーシの背面のタブびきち 
んとはまることを確認します。 

2電源ユニットをコンピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを取りはけます。 

3 2台の八ードドライブベイを取りはけます。 

4巧部の八ードドライブベイに取り巧けられていたすベての八ードドライブを取りはけます 
(122 ぺージの「八ードドライブの取り巧け」を参照)。 

5必要に麻じて、オプションのハードドライブファンを取りはけます （151 ページの「オプショ 
ンのハードドライブファンの取りはけ」を参照)。 

6前に接続されていた DC 電源クーブルを、配線にを意しなびらそれぞれ5の揚巧に差し込 
みます。 


7 コンピュータカバーを 取りはけます （177 ページの「コンピュータカバーの 取りはけ」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

8コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 


部品の取り外しと取り付け I 171 



前面 I / O パネル 

前面 I / O パネルのコンポーネント 



1 外部 IEEE 1394ポート 

2 

外部 USB ポート (2) 

3 

電源、診断、ハードドライブ、お 
よびネツトワークアクティビ 
テイの LED 

4 へッ ドフォンコネクタ 

已 

マイクコネクタ 

6 

内部の前面パネル I / O コネクタ 

7 LED コネクタ（下） 

8 

LED コネクタ（上） 

9 

内部 USB コネクタ 

10 電源ボタンコネクタ 

11 

内部1394コネクタ 

12 

内部オーディオインタフエー 
スコネクタ 
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前面 I / O パネルの取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3フルレングスの化張カードをすべて取り外します （104 ぺージの rpci 力ードおよび 
PCI Express 力ードの取り外し」を参照)。 

Q) ミち意： 後で正しく配線しなおせるよう、各ケーブルの配線経路をメモしておいてくだ 

さい。ケーブルがおけていたり配線が間違っていたりすると、コンピュータに問題が生じる 
ことがあります。 


4プ□セツサエアフ□-カバーを取り外します （140 ぺージの「プ□セツサエアフ□-カバーア 
センブリの取り外し」を参照)。 

5システム基板から正面のファンとカードのファンを外します。 

6プ□セツサとカードファンアセンブリを固定している2本のネジを緩め、コンピュータから外 
します。 

7ヴーブルループを引いて、コント□-ルパネルクーブルを I / O パネルコネクタから外します。 



1前面 I / O パネル 2取リイ寸けネジ (4) 


8 I / O パネルから4本の取り巧けネジを外します。 

9い0パネルを持ち上けてコンピュータから取り外します。 
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I / O パネルの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

〇ミち意： I / O パネルに接続されていたすベてのケーブルを元に戻したことを確認してく 
ださい。戻されていないとコンピュータが正常に動作しない場合があります。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを取り外します （95 ぺージの「コンピュータカバーの取り外し」 

を参照)。 

3 I / O パネルのネジ巧とシャーシのネジ巧を合わせ、4本の取りはけネジを締めます。 

4コント□ールパネルケーブルを I / O パネルコネクタに接続します。 

5プ□セツサとカードフアンアセンブリを取りはけます。 

6前面フアンとカードフアンをシステム基板に接続します。 

7 プ□セツサエアフ□-カバーを取りはけます (141 ぺージの「プ□セツサエアフ□-カバーア 
センブリの取りはけ」を参照)。 

8 I / O パネルの取り外しの手順でフルレングスの拡張カードを取り外した揚合は、すべて取りは 
けます (107 ぺージの rPCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り巧け」を参照)。 

9 コンピュータカバーを 取りはけます077 ページの「コンピュータカバーの 取り巧け」 

を参照)。 
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バッテリー 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

バッテリーの交換 

コイン型バッテリーは、コンピュータの設定、曰は、時刻の情報を保持します。バッテリーの寿命 

は数年です。 

コンピュータの電源を入れたを、繰り返し時刻と曰巧の情報をリセットする必要びある揚合は、 

バッテリーを交換します。 

A 警告：新しいバッテリーは、正しく装着しないと破裂するおそれがあります。交換するバッテリー 
は、 デルが巧奨する型、または同等の製品をご利用ください。使用済みのバッテリーは、製造元の指 
示に従って廃棄してください。 

バッテリーの交換は、次の手順で行います。 

1新しいバッテリーを取りがけたをで正しい設定に戻すことびできるよラに、セットアップユー 
ティリティ画面をすべて記録します（184ぺージの「セットアップユーティリティ」を参照)。 

2 93ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

3コンピュータカバーを開きます （95 ページの「コンピュータカバーの取り外し」を参照)。 

4バッテリーソヴットの位置を確認します （97 ページの「システム基板のコンポーネント」 

を参照)。 

〇を意：道具（先端の鋭くないもの）を使巧してバッテリーをソケットから取り出す場合 

は、道具がシステム基板に触れないようを意してください。必ず、バッテリーとソケットの 
間に道具を確実に拝入してから、バッテリーを外してください。そうしないと、バッテリー 
ソケットが外れたり、システム基板の回路を切断するなど、システム基板に損傷をちえるお 
それがあります。 

5指を使ってバッテリーをソヴットから取り外します。 

6バッテリー ( CR 2032) の「+」側を上に向けて新しいバッテリー 
をソヴッ 卜に挿入し、バッテリーを所定の位置にカチッとはめ込 
みます。 

7コンピュータカバーを取りはけます （177 ぺージの「コンピ ュー 
タカバーの取り巧け」 を参照)。 

〇を意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルを 
ネットワークポートまたはデバイスに差し込み、次に、コン 
ピュータに差し込みます。 

8コンピュータおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 

9セットアップユーティリティを起動して （184 ぺージの「セットアップユーティリティ」 

を参照)、手順1で記録した設定に戻します。 

10 古いバッテリーは適切に廃棄します。バッテリーの廃棄に関しては、製品情報ガイド J 
を参照して < ださい。 
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コンピュータスタンドの取り外し 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り扱いにはま意を要します。持ち上げ、移動、傾けなどの際には 
ほかの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方法で持ち上げてください。 
また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

A 警告：できるだけま定性をよくするため、おずコンピュータスタンドを取り付けてください。 
スタンドを取り付けないと、コンピュータが転倒し、ケガやコンピュータの巧障の原因となる 
ことがあります。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2スタンドをコンピュータの底面に固定している巧まネジを緩めます。 

3スタンドをゆっくりとコンピュータのを方にスライドさせ、コンピュータから取り外します。 



1 コンピュータスタンド 2 巧まネジ 
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コンピュータカバーの取り付け 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意に従い、本項の手順を開始してください。 

A 警告：コンピュータは重いため、取り扱いにはま意を要します。持ち上げ、移動、傾けなどの際には 
ほかの人に手伝ってもらうようにしてください。ケガを防ぐため、正しい方まで持ち上げてください。 
また、持ち上げているときに前かがみになることは避けてください。 

A 警告：できるだけま定性をよくするため、おずコンピュータスタンドを取り付けてください。 
スタンドを取り付けないと、コンピュータがお倒し、ケガやコンピュータの巧障の原因となる 
ことがあります。 

〇ミち意：静電気による内蔵部品の損傷を防ぐため、静電気防止用リストバンドを着用す 

るか、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に定期的に触れて、身体から静電気 
を逃がしてください。 

1すべてのクーブルび確実に接続され、クーブルび邪魔にならない揚巧にまねられているか確認 
します。 

2コンピュータの巧部に工具やをった部品び残っていないことを確認します。 

3カバーを回転させて所定の位置まで下ろします。 

4カチッと音びして所定の位置に収まるまで、カバーを巧し下けます。 

。メモ：コンピュータカバーは簡単に所定の位置に収まります。ただし、化要に応じて、カバーが 
完全に閉じるまでカバーリリースラッチを後方へ引き、次にリリースラッチを前方へスライドさ 
せてカバーを固定します。 
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1 コンピュータカバー 2 カバーヒンジタブ 3 ヒンジス□ット 

5コンピュータのを部をゆっくりと持ち上け、スタビライヴをスライドさせて外側へ開きます。 
6ほかの人に手伝ってちらいなびら慎重に、コンピュータを縦置きにします。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポートまたは 
デバイスに差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 
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付録 

仕様 


プロ七ツサ 

プ□セツサタイプ 

Intel ® CoreTM 2 Duo (デュアルコアプ□セツサ） 

Intel ® CoreTM 2 Extreme (クアツドコアプ□セツサ） 

Intel ® CoreTM 2 Extreme (クアツドコアプ□セツサ） 

キヤツシユ 

1 MB 政上 

メモリ 

タイプ 

800 MHz および667 MHz DDR 2 アンバッファ SDRAM ; 

SLI メモ1」 

六モ IJ コネクタ 

4個 

六モリ容量 

512 MB 、 1 GB 、 または 2 GB 非 ECC 

最小 モリ 

1 GB 

最大搭載六モ IJ 

8 GB 


メモ： 0 S で利用可能なメモリのサイズを確認する方法につ 
いては、100ぺージの「メモリアドレッシングとメモリ構成」 

を参照してください。 

コンピュータ情報 

チップセット 

NVIDIA nForce 680 i SLI 

Northbridae 

C 55 XE 

Southbridge 

MCP 55 PXE 

DMA チヤネル 

5 

割り込みレベル 

24 

B に S チップ （ NVRAM ) 

4 Mb 

N に 

10/100/1000 Mbps の通信が可能なオンボード N に 
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ビデオ_ 

タイプ PCI Express 


才ーディオ_ 

タイプ HDA 7.1 チャネル 


化張バス_ 

バスのタイプ 

PCI (SL0T3 、 SLOTS' SL0T6) 
コネクタ 
コネクタサイブ 
コネクタデータ幅（最大） 
バス速度 

PCI Express (SL0T1) 


コネクタ 
コネクタサイズ 
コネクタデータ幅（最大） 
バススループット 
PCI Express (SLOT?) 

コネクタ 
コネクタサイス 
コネクタデータ幅（最大） 
バススループット 
PCI Express (SL0T2 、 SL0T4) 
コネクタ 
コネクタサイブ 
コネクタデータ幅（最大） 
バススループット 


PCI Express x1 および x16 
PCI 32 ビット 


3 個 

124 ピン 
32 ビット 
33 MHz 

メモ ： PCI Express x 16 力ードスロットのそれぞれにグラ 
フィックカードがデュアルグラフィック構成で取り付けられ 
ている場合 、 PCI Expressx 1 力ードスロットは使用できません。 

XI 、1 個 

36 ピン 

PCI Express レーン X 1 

xl ス□ット双方向ま度一 2.5 Gbps 

xW ' 1個 
164 ピン 

PCI Express レーン X 8 

xl6 ス□ット双方向ま度一 20 Gbps 

xW ' 2個 
164 ピン 

PCI Express レーン X 16 

x16 ス□ット双方向ま度一 40 Gbps 
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ドライブ 

利用可能なデバイス 

シ IJ アル ATA ドライブ、フ□ッピードライブ、メモ IJ デバイ 
ス、 Blu-ray Disc ドライブ、 DVD ドライブ、 DVD-RW ドライ 
ブ、 CD - RW/DVD コンボドライブ、およびメディアカー 
ド iJ -ダー 

外部アクセス可能 

3.5 インチドライブベイ2つ 

5.25 インチドライブベイ4つ 

巧部アクセス可能 

八ードドライブ用 3.5 インチドライブベイ4つ 

コネクタ 

外はけコネクタ 


IEEE 1394 

前面および背面バネルの6ピンシ1」アルコネクタ 

ネットワークアダプタ 

RJ 45 コネクタ 

PS /2 (キーボード/マウス） 

6ピン5二 DIN 2個 

USB 

USB 2.0 準拠コネクタ（前面バネル X 2、背面バネル X t 
巧蔵 X 2) 

システ厶基板コネクタ 


IDE ドライブ 

40ピンコネクタ1個 

シ IJ アル ATA 

7ピンコネクタ6個 

フ□ッピードライブ 

34ピンコネクタ 

フアン 

5ピンコネクタ3個 

液ち（オプション） 

12ピンコネクタ1個 

PCI 

124ピンコネクタ3個 

PCI Express xl 

36ピンコネクタ 

PCI Express xl 6 ( SLOT ?); 
力ードの長さは最义 17.8 cm 
(7 インチのみ） 

164ピンコネクタ 

PCI Express x 16 

164ピンコネクタ3個 

ボタンとライト 

電源ボタン 

押しボタン 

電源ライト 

緑色のライト0緑色の点滅はス IJ ープが態、緑色の点灯は電源 
投入が態を示します。 


黄色のライトー黄色の点滅は取り巧けられているデバイスじ 
問題が発をしていることを示します。黄色の点灯は巧部電源の 
問題を示します。 
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ボタンとライト（続き） 

ノ\ードドライブライト 

緑色 

ネットワークアクティビテ 
ィライト（前面パネル） 

緑色の点なはネットワーク接続を示します。 

リンク保をライト（巧蔵ネッ 
トワークアダプタ上） 

緑色のライトー10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接 
続び良好です。 


搭色のライトー100 Mbps のネットワークとコンピュータび正 
しく接続されていることを示します。 


黄色のライ1-1 GB (1000 Mbps ) のネットワークとコン 

ピュータび正しく接続されていることを示します。 


オフ（点ななし）ーネットワークとの物理的な接続び検巧され 
ていません。 

アクティビティライト（スンボー 
ドネットワークアダプタ上） 

ネットワーク上にアクティビティび存なするとさは黄色のライ 
卜び点滅します。ネットワークアクティビティび存をしない揚 
合は、ライトは点なしません。 

診断ライト 

前面バネルにライトび4個 （71 ぺージの「診断ライト」 

を参照） 

スタンバイ電源ライト 

システ厶基板上の AUXPWR 

前面パネル LED 

8個のを色 LED びコンピュータの正面を照らします。 

メモ： 前面パネル LED の色はセットアップューティリティで 
調節できます （184 ぺージの「セットアップューティリティ」 

を参照)。 

背面パネル LED 

2個のを色ライトびコンピュータ背面の I / O パネルを照ら 
します。 

メモ： 背面パネル LED の色はセットアップューティリティで 
調節できます （184 ぺージの「セットアップューティリティ」 

を参照)。 
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電源' 

DC 電源ユニット 

A 警告：発义、感電、けがを防止するため、電源コン七 
ント、電源タップ、アウトレットに過重電流を流さない 
でください。電源コンセント、電源タップ、その他のソ 
ケットに接続した全製品のアンペアの総定巧が、分歧回 
巧定格の閒％を超えないようにしてください。 

ワット数 

750 W または 

1 KW 

電圧 （ r 製品情報ガイド J の安 
をにお使いいただ< ためのを 
意を参照して < ださい。） 

自動検出電源一 50/60 Hz で如 V 〜265 V 

バックアップバッテ IJ - 

3 VCR 2032 コイン型 IJ チウ厶バッテ1」一 

サイズと重量 

縦幅 


スタンドなし 

55.5 cm 

スタンド巧青 

57.2 cm 

横幅 


スタンドなし 

21.9 cm 

スタンド巧青 

35.6 cm 

奥行 

59.4 cm 

重量 


標準構成 

21.7 kg 

最大構成 

25.6 kg 

環境 

温度 


動作時 

10 〜 35 °C 

保割寺 

-40 〜 65 °C 

相巧湿度 

20 〜 80 % (結露しないこと） 

最大振動 


動作時 

0.25 G (3 〜200 Hz 、0. 日オクターブ/分） 

保割き 

0.5 G (3 〜200 Hz 、 1オクターブ/分） 

最大耐夕衝撃 


動作時 

ボト厶ハーフサインノ\°ルス （50.8 cm /砂のま度変化） 
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環境（続き） 

保管時 

27 G フェアードスクェアウェーブ （508 cm /秒の速度蜜化） 

高度 


動作時 

-15.2 〜3,048 m 

保割き 

-15.2 〜10,668 m 


七ットアップユーティリティ 

概要 

セットアップユーティ IJ ティは次の揚合に使用します。 

• 八ードウエアを追加、変更、取り外した後に、システム設定情報を変更する場合 
• ユーヴーパスワードなどユーヴー選択可能オプションを設定または変更する場合 
• 現在のメモリの容量を調べたり、取りがけられた八ードドライブの種類を設定する揚合 
セットアップユーティリティを使用する前に、システム設定画面の情報を控えておくことをお勧め 
します。 

〇 ミち意：コンピュータの操作に詳しい方 IU 外は、セットアップユーティリティの設定を変更 
しないことをお勧めします。変更内容によっては、コンピュータが正しく動作しなくなるこ 
とがあります。 

七ットアップユーティリティの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 2> を巧します。 

。メモ：キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があり 
ます。キーボードエラーを回避するには、セットアップューティリティの画面が表示されるま 
で、 < F 2> を押してがす操作を等間隔で巧ってください。 

キーを巧すタイミングび遅れて 0 S の□ゴび表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® 
デスクトップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャツトダウンして操作をや 
りなおして < ださい。 
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七ットアップューティりティ画面 

セットアップユーティリティ画面には、お使いのコンピュータの現だの（または変更可能な）設定 
情報び表示されます。画面の情報は、じ(下の3つの領域に分割されています。オプションリスト、 
アクティブなオプションのフィールド、キー操作。 


Options List —この 

フィールドは、セツトアッ 
プユーティリティウィンド 
ウの左側に表示されます。 
このフィールドは、スク 
□ールはさのボックスで、 
お使いのコンピュータの設 
定（搭載している八ード 
ウェア、省電力、およびセ 
キュリティ機能など）を示 
す機能を一覧表示します。 

上下の矢印キーで、リスト 
を上下にスク□ールして< 
ださい。オプションをハイ 
ライト表示すると、 

Options Field にオプショ 

ンの詳細、現だの設定、お 
よび利用可能な設定び表示 
されます。 


Options Field —このフィールドはセットアップユー 
ティ I 」ティ画面のち側に表示され、 Options List 
(オプションリスト）に示されている各オプションの説 
日月び記されています。このフィールドでは、お使いのコ 
ンピュータに関する情報を表示したり、現だの設定を変 
要したりでさます。 

左ちの矢印キーを使用して、オプションを八イライト表 
示します。選択をアクティブにするには < Enter > 

を巧し、 Options List に戻ります。 

メモ： Options Field に表示されている設定には、変更できな 
いものもあります。 


Key Functions —このフイールドは Options Field の 

下に表示され、キーに割り当てられた機能をアクティブ 
なセツトアップユーティリティフィールド巧に一覧表示 
します。 
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七ットアップユーテイリテイのオプション 

に ^ ゾモ： お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスに応じて、本項に一覧表示された項 
目とは異なる場合があります。 


System 

System Info 

コンピュータ名、 BIOS のバージョン番号と曰は、システ厶のサービスタ 
ヴ、エクスプレスサーピスコードと Asset Tag 、 およびその化のシステ厶 
固有情報などのシステ厶情報を表示します。 

Processor Info 

プ□セッサタイプ、ク□ックま度、バスま度、 L 2 キャッシュ、 L 3 キャッ 
シュ、 ID を示し、複数コア巧丽、八イパースレッディング巧丽、64ビッ 
トテクノ □ジ巧丽かどラかを示します。 

Memory Info 

DIMM ス□ットのに置ごとに、メモ1」のタイプ、ま度、チャネルモード 
(デュアルかシンヴルか）を示します。 

PCI In 千 0 

拡張力ードタイプをス□ットのに置ごとに示します。 

Date/Time 

現をの曰はと時刻の設定を表示します。 

Boot Sequence 

コンピュータはこの一覧で指定されたデバイス順度に従って起動を試 
みます。 

メモ： 起動デバイスを挿入して コン ピュータを再起動すると、 

このオプションがセットアップュー ティ リ ティ メニューに表示され 
ます 。 USB メモリデバイスから起動するには、たとえば、 USB デバイス 
を選択して、起動順序の先頭に移動します。 

Drives 

Diskette Drive 

(デフオルトは 

Internal) 

システ厶基板の DSKT コネクタじ接続されたフ□ッピードライブじつい 
て、有効/無巧の切〇营えと、読み取0許可の設定を行います。 

• Off では、フ□ッピードライブびすべて無巧になります。 

• USB では、 USB フ□ッピードライブび有効じなります。 

• Internal では、巧蔵フ□ッピードライブび有効じなります。 

• Read Only では、巧蔵フ□ッピードライブび有さ如こなり、読み取り専 
用アクセスび許可されます。 

メモ： USB をサポートする 0 S では、この設定に関係なく USB フロ ッ 
ピードライブが認識されます。 

SATA Drives 0 through 5 
(デフオルトは On) 

システ厶基板の SATA コネクタじ接続されたドライブの有効/無効を切り 
营えます。 

• Off では、インタフてースじ接続されたデバイスび使用でさなくな 
ります。 

• On では、インタフエースじ接続されたデバイスび使用でさるよラじな 
ります。 

• RAID On では、インタフエースじ接続されたデバイスび RAID 用に設 
定されます （29 ページの 「 RAID 構成じついて」を参照)。 
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PATA Drives 0 through 1 

(デフオルトは On ) 

システ厶基板の ATA コネクタじ接続されたドライブの有さ力/無効を切 
り曽え、コント□-ラの詳細を表示します。 

• Off では、インタフてースじ接続されたデバイスび使用でさなくな 
ります。 

• On では、インタフエースじ接続されたデバイスび使用でさるよラじな 
ります。 

SMART Reporting 

(デフオルトは 0 け） 

システ厶の起動時じの蔵八ードドライブのエラーを報告するかどラか巧め 
ます。 

• Off では、エラーび報告されません。 

• On では、エラーび報告されます。 

Onboard Devices 

Integrated N に 

(デフオルトは On ) 

巧蔵 N に（ネットワークインタフエースコント□-ラ）の有さ力/無交力を切 
り营えます。 

• Off では、巧蔵 N にび無効じなります。 

• On では、巧蔵 N にび有効じなります。 

• Onw / PXE では、 PXE び有さ力の!!犬態で、巧蔵 N にび有な]じなります。 
メモ： PXE が化要となるのは、別のコンピュータにある 0 S を起動する 
場合のみです。起動ルーチンがリモートシステムから使用できない場 
合、コンピュータは起動順序内の次のデバイスからの起動を試みます。 

Integrated Audio 
(デフオルトは On ) 

オンボードオーディオコント□-ラの有効/無巧を切り营えます。 

• Off では、オンボードオーディオび無巧になります。 

• On では、オンボードオーディオび有効じなります。 

USB Controller 

(デフオルトは On ) 

巧蔵 USB コント□-ラの有さ力/無さ力を切り营えます。 

• Off では、 USB コント□-ラび無効じなります。 

• On では、 USB コント□-ラび有効じなります。 

• No Boot では、 USB コント□-ラび有观こなりますび、 

BIOS は USB ストレージデバイスを認識しません。 

メモ： USB をサポートする 0 S では、 No Boot に設定しても USB スト 
レージデパイスが認識されます。 

1394 Controller 

(デフオルトは On ) 

巧蔵 IEEE 1394コント□-ラの有交力/無さ力を切り营えます。 

• Off では、1394コント□-ラび無な]じなります。 

• On では、1394コント□-ラび有効じなります。 

PS /2 Mouse Port 

〔デフオルトは On ) 

オンボード PS /2 互換マウスコント□-ラのち巧/無交力を切り营えます。 

• Off では、 PS /2 レガシーマウスポートび無交如こなります。 

• On では、 PS /2 レガシーマウスポートび有さ如こなります。 
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LED Control 


Front Upper LED 前面バネル上部の LED の色を調整します （13 ぺージの「コンピユータの 

前面および背面」を参照)。 


Front Lower LED 前面バネル中央部の LED の色を調整します （13 ぺージの「コンピュータ 

の前面および背面」を参照)。 


Rear Panel LED 背面バネル LED の色を調整します （13 ぺージの「コンピユータの前面お 

よび背面」を参照)。 


LED Intensity 前面バネル LED (上部と中央部）および背面バネル LED の色の輝度を調 

整します。 


Performance 


Multiple CPU Core そのプ□セツサで有巧なコアを複数じするかどラかを指をします。 

(デフォルトは On) • Off では、複数 CPU コアテクノ□ジび無巧になります。 

• On では、複数 CPU コアテクノ□ジび有効じなります。 

メモ：複数のコアを有効にするとパフォーマンスが向上するアプリ 
ケーションもあります。 

Advanced プ□セツサのタイプ、ならびにプ□セツサのク□ツクま度、プ□セツサの 

マルチプライヤ、フ□ントサイドバス （ FSB ) ク□ツク、および CPU コア 
電圧に関する現をの BIOS 設定び表示されます。これらの設定は、バ 
フォー マンス調整アプ IJ ケーションじよって設定済みの揚合ちあれば、 
インス!'―ル済みのバフ ォー マンスアプ IJ ケーション巧の設定じよって変 
わる揚合ちあ0ます。 

Intel Extreme プ□セツサを搭載したシステ厶の揚合は、次のフィールド 
び B に S で調整巧能です。 

• Processor Clock Speed : プ□セツサのマルチプライヤび調整されます。 
才ーバーク□ツクびで言ないプ□セツサの揚合は、このフィールドじ 
現をの設定び表示され、設定は変更でさません。 

• Performance Application Support : これじより、ソフトウェアアプ U 
ケーションびシステ厶の主要なバラメータを表示/変更し、システ厶の 
バフォーマンスを調整でさるよラになります。デルでは、この種のア 
プ I 」ケーションのインス!'―ル/サポートを行っていません。デフォル 
卜では Off じ設定されています。 

メモ：他のシステムコンポーネントの才ーパークロツクを有効にする 
には、最初に BIOS で Performance Application Support オプションを有効に 
してから 、 NVIDIA nTune (パージョン 5.0 J ； l 上）などのアプリケーション 
をダウンロードする必要があります。 

メモ： < Alt >< F > を巧すと、お使いのシステムは RAID 設定も含めて工場 
出荷時のデフオルト設定に戻ります。 
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SpeedStep システ厶巧のサポートされているすべてのプ□セッサに巧して Enhanced 

(デフォルトは〇け） Intel SpeedStep ® テクノ□ジを有効じするかどうかが指をされます。 

• Off — Enhanced SpeedStep テクソ□ジが無効じなります。 

• On — Enhanced SpeedStep テクソ□ジが有効じなります。 

Virtualization Intel Virtualization Technology じよって提供される巧加的なノ\—ドウェ 

(デフォルトは〇け） ア機能を仮想マシンモニター （ VMM ) が利用で青るよ5じするかど5か 

を指をします。 

• Off — Virtualization Technology び無効じなります。 

• On — Virtualizat い n Technoloay が有効じなります。 


HDD Acoustic Mode 八ードドライブが動作する アコー ス ティ ックモードを決をします。 

(デフォルトは Bypass ) • Bypass — 何も実行されません（古いタイプのドライブ用)。 

• Quiet — 八ードドライブはより低速で静かに動作します。 

• Suggested — /\- K ドライブの製造^^び推奨するモードが選択さ 
れます。 

• Performance — ハードドライブは高速で動作しますび、ノイブび增 
す可能性びあります。 

ゾモ： Performance モードに切り替えると、ドライブから発生するノイ 
ズが増す場合がありますが、ドライブのパフォーマンスに影響はありま 
せん。 

ゾモ： アコースティ ック設定を変更しても、 ハード ドライブイ メージ 
は変わりません。 


Security 

Admin Password 

(デフオルトは 

Not Set) 

セットアップユーティ IJ ティ巧の構巧情報の不正な変更を巧ぐためじ使用 
します。 

System Password 

(デフオルトは 

Not Set) 

0 S の不正な起動を防ぐためじ使用します。 

Password Changes 

(デフオルトは 

Unlocked) 

管理ち ( admin ) バスワードを使用して、システ厶バスワードフィールド 
を□ックします。 

メモ： システムパスワードフィールドをロックすると、コンピュータ 
の超動時に < Ctrl >< Enter > を押してもパスワードセキュリティを無効にで 
きません。 

Execute Disable 

(デフオルトは On) 

Execute Disable じよるメモ U な護機能の有な)/無効を切り营えます。 

• Off では 、 Execute Disable じよるメモリ保護機能び無測こなります。 

• On では 、 Execute Disable じよるメモリな護機能が有さ力じなります。 
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Power Management 


AC Recovery 

AC 電源□スび舞をした後で AC 電源び回復したとさのコンピュータの動 

(デフオルトは Off) 

作を指定します。 

• Off — AC 電源び回復しても、システ厶の電源はオフのままです。 

• On — AC 電源び回復するとシステ厶の電源びオンじなります。 

• Last — AC 電源び回復するとシステ厶は U ■(前の状態に戻ります。 

Auto Power On 

コンピュータじ自動的に電源を入れる時刻を選択するか、またはこの機能 

(デフオルトは Off) 

を無巧じします。 

• Off — Auto Power Time 機能び使用されません。 

• Everyday — Auto Power Time で設定された時刻じ毎日〕ンピュー 

夕 の電源びオンじなります。 

• Weekdays — Auto Power Time で設定された時刻じ月曜から金曜ま 
でコンピュータの電源びオンじなります。 

メモ： この機能は、電源タップやサージプロテクタでコンピュータを 
シャットダウンした場合は動作しません。 

Auto Power Time 

コンピュータじ自動的に電源を入れる時刻び指をされます。 

コンピュータじ白動的に電源を入れる時刻を変更するには、上下のち印 
キーを巧して数値を増減するか、該当する時刻フィールドじ数字を入力し 
ます。 

メモ： この機能は、電源タップやサージプロテクタでコンピュータを 
シャットダウンした場合は動作しません。 

Low Power Mode 

休止状態モード時または電源オフ時の節電の度合いび指定されます。 

(デフオルトは Off) 

• Off — 機能性び優巧されます。 

• On — 節電び優巧されます。 

Suspend Mode 

電力管理のサスペンドモードび指定されます。 

(デフスルトは S3) 

• S1 —ス IJ -プモードからの復帰時間び短縮されます。 

• S3 — 使用しない間の節電効果び最大となります（システ厶メモ IJ は活 
動が態のままです)。 

Maintenance 

Service Tag 

システ厶のサービスタブび表示されます。 

SERR Message 

SERR Message メカニズ厶び制御されます。グラフィックカードの中に 

(デフスルトは On) 

は、 SERR Message メカニブ厶を無な)じしておく必要びあるものも 
あります。 

• Off — SERR Message メカニズ厶び使用されません。 

• On — SERR Message メカニズ厶び使用されます。 

Load Defaults 

コンピュータびエ揚出荷時のデフオルト設定に戻ります。 

• Cancel —エ揚出荷時のデフオルト設定に戻0ません。 

• Continue — エ揚出荷時のデフオルト設定に戻0ます。 
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Event Log 

システ厶のイベント□ヴび表示されます。 

• Mark all entries — すべてのイベント□ヴェント U じ確認済みのマー 
ク（のびはさます。 

• Clear log — すベてのイベント□ヴェント U びク iJ アされます。 
メモ：一度確認済みのマーク（のをつけたイベントログェントリは、 

ホ確認のマーク （ U ) に戻すことができません。 

POST Behavior 


一部の互換性テストを省略することで起動プ□セスを短縮するオプション 
の有さ力/無巧を切〇曽えます。 

• Off — 起動プ□セスのどのステップち省略されません。 

• On — 起動時間び短縮されます。 

Numlock Key 

(デフオルトは On) 

キーボードの一番ち側じあるキーの数字/演算機能の有効/無効び切り营 
わのます。 

• Off — 数値キーパッドのキーびち E 日キーとして機能します。 

• On — 数値キーバッドのキーび数値キーとして機能します。 

POST Hotkeys 

(デフオルトは Setup 
& Boot Menu) 

コンピュータの起動時に画面に表示されるファンクションキーを指を 
します。 

• Setup & Boot Menu —両方の六ッセージ 

(口 = Sel : up および F 12 =Boot Menu ) が表示されます。 

• Setup — セットアップッセージ ( F 2= Setup ) だけび表示されます。 

• Boot Menu 一 Quickboot 火ッセージ ( F 12 =Boot Menu ) 

だけび表示されます。 

• None 一 どちらのッセージち表示されません。 

Keyboard Errors 

(デフオルトは 

Report) 

コンピュータの起動時にキーボードエラーを報告するかどうかが指定され 
ます。 

• Report 一すべてのキーボードエラーが表示されます。 

• Do not report — キーボードエラーはまったく表示されません。 
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Boot Sequence (起動順巧） 

この機能を使用して、コンピュータに取りはけられている起動可能なデバイスの起動順度を変更す 

ることびできます。 

オプション設定 

• Diskette Drive — コンピュータびフ□ッピードライブからの起動を試みます。ドライブ巧のフ 
□ッピーディスクび起動用でない揚合、フ□ッピーディスクびドライブにない場合、またはコ 
ンピュータにフ□ッピードライブび取りはけられていない揚合、コンピュータは起動順度ので 
次に起動可能なデバイスからの起動を試みます。 

• Hard Drive — コンピュータはプライマリ/\—ドドライブならの起動を試みます。そのドライ 
ブ上に 0 S び存だしない揚合は、コンピュータは起動順度ので次に起動可能なデバイスからの 
起動を試みます。 

• CD Drive — コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。そのドライブに CD び拝入 
されていない揚合、または CD に 0 S び含まれていない揚合、コンピュータは起動順官巧で次 
に起動可能なデバイスからの起動を試みます。 

• USB Flash Device — USB ポートにメモリデバイスを挿入し、コンピュータを再起動します。 
画面のち上隅に F12 = Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を巧します。 BIOS びデバイスを認 
識し 、 USB flash オプションを起動メニューに追加します。 

。 メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能である必要があります。デバイスの 
マニュアルを参照して、デパイスが起動可能かどうかを確認してください。 

& メモ： コンピュータが起動順序内のすべてのデバイスからの超動を試み、 0 S が見つからなかった場 
合にのみ、エラーメッセージが生成されます。 

一回のみの超動順序の変更 

たとえば、この機能を使って 、 UDrivers and UtilitiesJ ] メディアから Dell Diagnostics を実行するた 

めに CD ドライブからコンピュータを起動するよラに設定できます。しかし、診断テストび完了し 

たら、コンピュータびハードドライブから起動するよラ指定します。また、フ□ッピードライブ、 

メモリキー、 CD - RW ドライブなどの USB デバイスからコンピュータを再起動するときにもこの機 

能を使用でさます。 

。 メモ： USB フロッピードライブから起動する場合、まずセットアップューティリティでフロッピード 
ライブを OFF に設定する必要があります （184 ぺージの「セットアップューティリティ」を参照)。 

1 USB デバイスから起動する揚合は、 USB デバイスを USB コネクタに接続します （16 ぺージの 
「背面図」を参照)。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 
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3 DELL □ゴび表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

に ^ メモ： キーボードのキーを長時間押したままにすると、キーボードエラーが発生する場合があり 
ます。キーボードエラーを回避するには 、 Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー） が表示さ 
れるまで、 < F 1 2> を押してがす操作を等間隔で行ってください。 

キーを巧すタイミングび遅れて 0 S の□ゴび表示されてしまったら 、 Microsoft Windows デス 
クトップび表示されるまでそのまま待機し、コンピュータをシャットダウンして操作をゆりな 
おして < ださい。 

4 Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー） で、上下の矢印キーを使用するか、キーパッ 
ドの適切な数値キーを巧して、今回の起動のみに使用するデバイスを八イライト表示し、 
< Enter > を巧します。 

たとえば 、 USB メモリキーから起動する揚合は、 USB Flash Device ( USB フラッシ 
ュデバイス）をハイライト表示して < Enter > を巧します。 

。メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能である必要があります。デバイスの 
マニュアルを参照して、デパイスが起動可能かどうかを確認してください。 

次回からの超動順序の変更 

1セットアップ ユー ティリティを起動します （184 ぺージの「セットアップ ユー ティリティの起 
動」を参照)。 

2 矢 E 日キーを使って Boot Sequence (起動順度）メニューオプションをハイライト表示し、 
< Enter > を巧してポップアップメニューにアクセスします。 

& メモ： 後で元に戻すこともできるよう、現在の起動順序を控えておきます。 

3デバイスの一覧のを移動するには、上下矢印キーを巧します。 

4 デバイスをち効または無効にするには、スペースバーを巧します（有効にしたデバイスには 
チェックマークび巧いています)。 

5選択したデバイスを一覧の上または下に移動するには、プラス （+) またはマイブス（一） 

を巧します。 
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忘れたパスワードのクリア 

A 警告：『製品情報ガイド J のまをにお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 

〇ミち意： この手順を実行すると、システムパスワードとセットアップパスワードの両方が消’ 
去されます。 

193 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業してください。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 



3システム基板上にある2ピンパスワードジャンパ （ PASSWORD ) の位置を確認し （97 ぺージ 
の「システム基板のコンポーネント」を参照)、ジャンパプラグを取り外します。ジャンパプ 
ラグは保管しておきます。 

4 コン ピュ ータカバーを 閉じます。 

5キーボードとマウスを接続してから、コンピュータとモニターをコンセントに接続して電源を 
入れます。 

6 Mi ぴ osoft ® Windows ® デスクトップび表示されたら、次の手順でコンピュータの電源を切り 
ます。 

a 開いているファイルをすべて保存して閉じ、使用中のプ□グラ厶をすベて終了します。 
b 巧の手順で OS をシャットダウンします。 

• Windows XP の揚合は、 スタートー終了オプション ー 電源を切 るの順にクリック 
します。 

• Windows Vista の揚合は、 スタート @をクリックし、スタートメニューのも下卸こ 
ある矢印（下のイラストを参照）をクリックし、 シャットタウンを クリックします。 



0 S のシャットダウン赃理び完了すると、コンピュータの電源び切れます。 

& メモ： コンピュータの電源が切れていて、省電カモードになっていないことを確認してくだ 

さい。 0 S を使ってコンピュータをシャツトダウンできない場合は、電源ボタンを4砂間押し続け 
てください。 
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7 キーボードとマウスを取り外し、コンピュータとモニターをコンセントから外します。 

8コンピュータの電源ボタンを巧して、システム基板の電気を逃びします。 

9コンピュータカバーを開きます （95 ページの「コンピュータカバーの取り外し」を参照)。 

〇ミち意：パスワード機能を有効にするには、パスワードジャンパピンにパスワードジャンパ 
プラグを取り付ける化要があります。 

10システム基板上にある2ピンパスワードジャンパ （97 ぺージの「システム基板のコンポーネ 
ント」を参照）の位置を確認し、ジャンパプラグを取りはけてパスワード機能を有効に 
します。 

11コンピュータカバーを取りはけます （177 ページの「コンピュータカバーの取りはけ」 

を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルを壁のネットワークジャック 
に差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

12コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 

に^| メモ：セットアップューティリティで （184 ぺージの「セットアップューティリティの超動」を参照)、 
システムパスワードと管理者パスワードのオプションがどちらも NotSet (未設定）になっていることを 
確認します。パスワード機能は有効になっていますが、パスワードが設定されていません。 


CMOS 設定のクリア 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのを意に従い、本項の手順を開始してください。 

。メモ：この手順を実行しても、システムパスワードとセットアップパスワードは取り;'肖されず、 

リセットもされません。 

193ページの「作業を開始する前に」の手順に従って作業して<ださい。 

2コンピュータカバーを 取り外します （95 ページの「コンピュータカバーの 取り外し」 

を参照)。 

3システム基板上にあるパスワードジャンパ （ PASSWORD ) と CMOS ジャンパ （ RTCRST ) 

の位置を確認します （97 ページの「システム基板のコンポーネント」を参照)。 


4パスワードジャンパプラグを取り外し、 CMOS ジャンパピンにプラグを取り付けて、 

約5秒待ちます。 

〇ミち意：パスワード機能を有効にするには、パスワードジャンパピンにパスワードジャンパ 
プラグを取り付ける化要があります。 

5 CMOS ジャンパピンからジャンパプラグを取り外し、パスワードジャンパピンにプラグを取り 
はけて、パスワード機能を有効にします。 

6コンピュータカバーを閉じます （177 ページの「コンピュータカバーの取り巧け」を参照)。 

〇ミち意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルを壁のネットワークジャック 
に差し込み、次に、コンピュータに差し込みます。 

7コンピュータとデバイスを電源コンセントに接続し、電源を入れます。 
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コンピュータのクリーニング 

A 警告：『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくためのま意に従い、本項の手順を開始してください。 
コンピュータ、キーボー ド、および モニター 

A 警告：コンピュ-夕のクリ-ニングを行う際は、コンピュータをコンセントから取り外してくだ 
さい。コンピュータのクリーニングには、水で湿らせた柔らかい巧をお使いください。液体クリー 
ナーやエアゾールクリー ナーは使用しないでください。 可燃性物質をさんでいる場合があります。 

• ブラシの巧いた掃除機を使って、コンピュータのス□ット部分や開□部、およびキーとキー 
ボードの間から慎重にほこのを取り除さます。 

〇 ミち意： モニター画面を石験または アルコール 溶液で拭かないでください。反が防止 コー 
ティ ングが損傷するおそれがあります。 

• モニター画面をクリーニングするには、水で軽く湿らした柔らかくて清潔な巧を使います。 
可能であれば、画面クリーニング専用 ティッシュ またはモニターの静電気防止コー ティ ング用 
の溶液をお使い < ださい。 

• 水で軽く湿らした柔らかいクリーニング巧を使用して、キーボード、コンピュータ、およびモ 
ニターのプラスチック部分を拭きます。 

この溶液に巧を浸さないでください。また、コンピュータゆキーボードの巧部に溶液び入らな 
いよラにしてください。 

マウス 

画面のカーソルび巧んだり、異甫な動きをする揚合は、マウスをクリーニングします。化学式じ(外 
のマウスのクリーニングは、次の手順で行います。 

1マウスの底部にある固定リングを左に回して、ボールを取り出します。 

2富潔な、糸< ずの出ない巧でボールを巧さ取のます。 

3ボールクージを軽<吹いて、ほこりや糸<ずを取り除きます。 

4ポールび入っているクージの□ーラーび巧れている揚合は、消毒用アルコール（イソプ□ピル 
アルコール）を軽く浸した綿棒を使って□ーラーのミちれを巧き取ります。 

5 □ーラーび溝からずれてしまった場合は、中央になおします。綿棒の綿毛び□ーラーに残って 
いないか確認します。 

6ボールと固定リングをマウスに取りはけて、固定リングをちに回して巧の位置にはめ込 
みます。 
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フ□ッピードライブ 

〇ミち意：綿棒でドライブヘッドをなかないでください。ヘッドがずれてドライブが動作しな 
くなるおそれがあります。 

市販のクリーニングキットを使ってフ□ッピードライブをきれいにします。市販のキットには通甫 
の動作中には着したミちれを取り除くよラ前処理されたフ□ッピーディスクび入っています。 

CD と DVD 

〇ミち意：オプティカルドライブのレンズの手入れには、必ず圧縮空気を使用して、圧縮空気 
に付属しているマニュアルの手順に従ってください。ドライブのレンズには絶対に触れない 
でくださし、。 

ディスクびスキップしたり、音質ゆ画質の低下びみられる揚合は、ディスクを掃除してみます。 

1ディスクの外側の縁を持ちます。中央の巧の縁にち触ることびでさます。 

〇ミち意：円を巧くようにディスクをなくと、ディスク表面に傷をつけるおそれがあります。 

2やわらか <、糸くずの出ない巧でディスクの裏面（ラベルのない側）を中央から外側の縁に向 
かって放射がにそっと巧さます。 

頑固なミちれは、水、または水と刺激性のかない扫験のを駅溶液で試してください。ディスクの 
ミちれを落とし、ほこりや指紋、ひっかさ傷などからディスクを保護する市販のディスククリー 
ブーちあります。 CD 用のクリーニング製品は、 DVD にち使用できます。 

FCC に関する注意事項（米国内のみ） 

Dell コンピュータシステムのほとんどは、 Federal Communications Commission (米国連邦通信委 
員会、 FCC ) によってクラス B のデジタルデバイスに分類されています。お使いのコンピュータシ 
ステ厶びどのクラスに分類されているかを判断するには、コンピュータの底面、側面、背面パネル、 
カード取り巧けブラヴット、およびカード自体にお巧されているすべての FCC 登録ラベルを確認し 
てください。その中のラベルに1つでちクラス A と表示されたちのびあった揚合は、そのシステム 
を体びクラス A のデジタルデバイスとなります。すべてのラベルに FCC クラス B と表示され、 FCC 
ID ブンバーまたは FCC □ゴ ( Rg ) で識別されている場合、そのシステムはクラス B のデジタルデ 
バイスとなります。 

お手5のシステムの FCC 分類を確認して、該当する FCC 規定をお読みください。 FCC 規定には、 
デルによるおお的な承認のない変更ゆ修正を行ラと、この装置を操作する権限び取り消されること 
びあると定められています。 

このデバイスは FCC 規定の第15まに準抛しています。デバイスの操作は、次の2つのま件の巧象 
になのます。 

1このデバイスびち害な電波障害を生じさせないこと。 

2好ましくない操作を引き起こす可能性のある電波障害を含め、このデバイスび受信した電波障 
害を受け入れること。 
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クラス A 

この装置はテストの結果、 FCC 規定の第15まに準抛したクラス A のデジタルデバイスに巧する制 
限を満たすことび確認されています。これらの制限は、この装置び商用擇境で使用された揚合、 
有害な電波障害から適切に保護されるよ〇に設定されたちのです。この装置は、無線周波エネル 
ギーを発生、使用し、放射することびあります。製造をの取あ説巧書に従って設置および使用され 
ない揚合、無線通信に重スな受信障害を引き起こすことびあります。この装置ををを地域で使用す 
ると、有害な電波障害び発生する可能性びありますび、その揚合には自身の責任でその電波障害を 
解決する必要びあります。 


クラス B 

この装置はテストの結果、 FCC 規定の第15まに準抛したクラス B のデジタルデバイスに巧する制 
限を満たすことび確認されています。これらの制限は、この装置びをを地域に設置された揚合、 
有害な電波障害から適切に保護されるよラに設定されたちのです。この装置は、無線周波エネル 
ギーを発生、使用し、放射することびあります。製造をの取あ説巧書に従って設置および使用され 
ない揚合、無線通信の受信障害を引き起こすことびあります。特定の設置方法で電波障害び発生し 
ないといラ保証はありません。この装置びラジオゆテレビの受信に電波障害を引き起こすかどラか 
はその装置の電源をオンまたはオフにすることによって判定でさますので、じ(下の方まを1つ、 
またはそれじ(上実行して問題を解ミ夫して < ださい。 

• 受信アンテブの方向や位置を変える。 

• 装置と受信機を離れた位置に置<。 

• 装置の電源プラグを、受信機び接続している電気回路とは別の回路のコンセントに差し込を'。 

• 販売け理店または熟練したラジオ/テレビ技術をに巧談する。 


FCCID 情報 

次の情報は、本書であっているデバイスに巧して、 FCC 規定に従って提供されるちのです。 

• 製品名 Dell ™ XPS ™ 720 
• モデル番号 ： DCDO 
会社名： 

Dell Inc . 

One Dell Way 

Round Rock , Texas 78682 USA 
512-338-4400 
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デルへのお問い合わせ 

お問い合わせは、インターネットまたは電話にて承ります。 

• ウェブからサポートを巧用するには、 support . jp . dell . com にアクセスしてください。 

• ウェブからワールドワイドサポートを巧用するには、ページの下の方にある 国•地域の選択 
メニューを使ラか、または次の表にあるウェブアドレスを参照してください。 

• E - メールによるサポートを利用する揚合は、次の表の E - メールアドレスを参照して<ださい。 
& メモ： フリーダイヤルは、サービスを提供している国内でのみご利用になれます。 

• 電話によるサポートを巧用する揚合は、次の表の電話番号をお使い<ださい。国際電話のかけ 
方については、国のまたは国際電話をなにお問い合わせ<ださい。 

に^ メモ： U 下の連絡先は本書を印刷する時点のものであり、変更されることがあります。 


国怖） 

国際電話アク七スコード 
国番号 
市か局香 

サービスの種類 

巿外局番 
巿内客号、または 
フリーダイヤル 
ウェブアドレスおよび E - メ ールアドレス 

日本りII崎） 

オンラインサポート 

support . jp . dell.com 

国際電話アクセスコード： 

テクニカルサポート 

フリーダイヤル： 0120 -198-226 

001 

(Dimension および Inspiron ) 


国番号： 81 

曰本国外のテクニカルサポート 

81-44-520-1435 

市外局番： 44 

(Dimension および Inspiron ) 



FAX 情報サービス 

044-556-3490 


24時間細期情報案のサービス 

044-556-3801 


カスタマーサービス 

044-556-4240 


ビジネスセールス本部 
(従業員数400人ホ満） 

044-556-1465 


ミ去人営業本部 
(従業員数400人 L ソ上） 

044-556-3433 


官公庁/研究-教育機関/医療機関 
セールス 

044-556-5963 


デルグ □- バルジャパン 

044-556-3469 


個人のお客様 

044-556-1657 


個人のお客様向けオンラ 
インセールス 

044-556-2203 


個人のお客様向け IJ アルサ 
イトセールス 

044-556-4649 


け表 

044-556-4300 
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用語集 


この用語集に収録されている用語は、情報の目 
的として提なされています。お使いのコン 
ピュータじ搭載されている機能じついての記載 
びない厦合ちあります。 


A 


AC — alternating current (交流）ーコンピュータ 
の AC アダプタ電源ケーブルをコンセントじ差し込 
巧とな給される電気の様式です。 

ACPI — advanced confiauration and power 
interface — Microsoft® Windows® OS びコン 
ピュータをスタンバイモードゆ休止が態モードじし 
て、コンピュータじ接続されている各デバイスにお 
給される電力量を節約でさる電源管理規格です。 

AGP — accelerated graphics port —システ厶メモ 
リをビデオ関連の処理に使用でさるよラじする専用 
のグラフィックスポートです。 AGP を使ラとビデオ 
回路とコンピュータメモリ間のインタフェースび高 
ま化され、 True-Color のス厶ースなビデスイメージ 
を伝送でさます。 

AHCI — Advanced Host Controller Interface — 
SATA 八ードドライブホストコント□-ラのインタ 
フェースです。ストレージドライバは、これじよつ 
てネイティブコマンドキューイング （NCQ ) やホッ 
トプラグのよラなテクノ □ジを有効じでさます。 

ALS — ambient light sensor —アンビエントライト 
センサー。ディスプレイ輝度の制御に役立つ機 
能です。 

ASF — alert standards format —管理コンソールに 
/\-ドウてアとソフトウてアの警告を報告する方ゴ 
を定義する標準です。 ASF は、どのプラットフオー 
ムゆ 0S にち巧丽でさるよラ設計されています。 


B 


BIOS — basic input/output system (基ネ入出カシ 
ステ厶） ーコン ピュータの八ードウエアと 0S 間の 
インタフエースの役割をするプ□グラ厶（または 
ユーティリティ）です。設定び コン ピュータじどの 
よラな穀響をちえるのひ理解でさていない揚合は、 
このプ□グラ厶の設定を変更しないで < ださし、。 

「セットアップユーティI」ティ」とち呼ばれます。 

Bluetooth® ワイヤレステクノロジー 短距離の 
(9 メートル）じある複数のネットワークデバイス 
び、お互いを自動的に認識でさるよラにするワイヤ 
レステクノ □ジ標準です。 

Blu-ray Disc™ (BD) —最大50 GB のストレージ 
容量、108 Op 巧丽ビデオ解像度 （HDTV 必須)、およ 
びネイティブで圧縮されていない 7.1 チャネルサラ 
ウンドサウンドを実現するオプティカルストレージ 
テクノ □ジです。 

bps ー ビット/秒ーデータの輯送速度を計測する単 
位です。 

BTU — British thermal unit (英国熱量単位） 

-発熱量の単にです。 

C 


C ー セルシウス（摂氏）一温度の測定単位で、 

水の氷点を0 °C、 沸点を100 °c としています。 

CD-R — CD recordable —書き込み巧能な CD です。 
CD-R じはデータを一度だけ記録できます。一度記録 
したデータは消去したり、上書言したりすることは 
で青ません。 
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CD-RW — CD rewritable —書き換え可能な CD で 
す。データを CD - RW ディスクじ書き込んだ後、削 
除したり上書さ（再書さ込み）したりでさます。 

CD-RW ドライブー CD のデータを読み取ったり、 
CD-RW (書さ換え巧能な CD ) ディスクゆ CD-R 
(書さ込み巧能な CD ) ディスクじデータを書さ込ん 
だりすることびでさるドライブです。 CD - RW ディス 
クじは、繰り返し書さ込を’ことび可能ですび、 CD-R 
ディスクじは一度しか書さ込巧ことびでさません。 

CD-RW/DVD ドライブー「コンボドライブ」とち 
呼ばれます。 CD および DVD のデータを読み取った 
り、 CD-RW (書き換え巧能な CD ) ディスクゆ CD-R 
(書さ込み巧能な CD ) ディスクにデータを書さ込ん 
だりすることびでさるドライブです。 CD - RW ディス 
クじは、繰り返し書さ込を’ことび可能ですび、 CD-R 
ディスクには一度しか書さ込を’ことびでさません。 

CMOS — 電子回路の一種です。コンピュータは、 

曰時およびセットアップユーティ I 」ティのスプシヨ 
ンを記憶するのに、小容量の CMOS メモ I 」 

(電;也式）を使用します。 

COA — Certificate of Authenticity (実物証日月書） 

—お使いのコンピュータのラベルに記載されている 
Windows の英数义字のコードです 。 「Product Key 」 
(プ□ダクトキー)ゆ 「Product ID 」 （プ□ダクト ID ) 
とち呼ばれます。 

CRIMM — continuity rambus in-line memory 
module (連続ゴ RIMM ) ー メモ U チップの搭載さ 
れていない特殊なモジュールで、使用されていない 
RIMM ス□ットじ装着するためじ使用されます。 

D 


DDR SDRAM — double - data-rate SDRAM (ダブル 
データま度 SDRAM ) ー データパ'-ストサイクルを 
2倍にする SDRAM の一種です。システ厶の性能び 
向上します。 


DDR2 SDRAM — double - da ね - rate 2 SDRAM 
(ダブルデータま度2 SDRAM ) —4 ビットプ I 」 
フェッチおよびその他のアーキテクチャ上の変更に 
より、メモ I 」速度を400 MHz し乂上じした DDR 
SDRAM の一種です。 

DIMM — dual in-line memory module —システ厶 
基板のメモ I 」モジュールじ接続されるメモ I 」チップ 
を搭載した回路基板です。 

DIN コネクター丸い6ピンのコネクタで 、 DIN 
(ドイツエ業規格）に準拠しています。通常は PS /2 
キーボードやマウスケーブルのコネクタじ使用され 
ます。 

DMA — direct memory access — DMA チヤネルを 
使ラと、ある種の RAM とデバイス間でのデータ睦 
送びプ□セッサを / r さずに行えるよラになります。 

DMTF — Distributed Manaaement Task Force —分 
散型デスクトップ、ネットワーク、を業、およびイ 
ンターネット環境における管理標準を開発する八一 
ドウてアおよびソフトウてアさなの団体です。 

DRAM — dynamic random-access memory —コン 
デンヴを含を集積回路のじ情報を保をするメモ I 」 
です。 

DSL — Digital Subscriber Line (デジタル加入音回 
線）ーアブ□グ電話回線を介して、を定した高まイ 
ンターネット接続を提おするテクソ□ジです。 

DVD+RW — DVD rewritable — 書き換え巧能な 
DVD です。データを DVD+RW ディスクじ書き込ん 
だ後、削除した0上書さ（再書さ込み）したりでさ 
ます （ DVD + RW テクノ □ ジは DVD - RW テクノ □ジ 
とは異なります)。 

DVD+RW ドライブー DVD とほとんどの CD メディ 
アを読み取ることびできるドライブです。 DVD+RW 
(書さ換え可能な DVD ) ディスクじ書さ込をことち 
でさます。 
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DVD-R — DVD recordable —書き込み巧能な DVD 
です。 DVD - R じはデータを一度だけ記録でさます。 
一度記録したデータは消去したり、上書さした0す 
ることはでさません。 

DVI — digital video interface —コンピュータとデ 
ジタルビデスディスプレイ間のデジタル睦送用の標 
準です。 

E 


ECC — error checkina and correction 江つ一 
チェック および訂正）ーメモリにデータを書さ込ん 
だり、メモ I 」ひらデータを読み取ったりするとさじ、 
データの正確さを検査する特別な回路を搭載してし、 
るメモリです。 

ECP — extended capabilities port —改良された双 
方向のデータ送信を提なするバラレルコネクタのデ 
ヴインです。 EPP と同様に、データ睦送にダイレク 
トメモ I 」アクセスを使用して性能を向上させます。 

EIDE — enhanced integrated device electronics — 
八ードドライブと CD ドライブ用の IDE インタ 
フェースの改良パ'-ジョンです。 

EMI — electromagnetic interference (電磁渡障害） 

一電磁放射線び原因で起こる電気障害です。 

ENERGY STAR® — Environmental Protection 
Agency (米国還境保護局）び規定する、を体的な電 
力の消費量を減らすための要件です。 

EPP — enhanced parallel port —双方向のデータ送 
信を提供するバラレルコネクタのデヴインです。 

ESD — electrostatic discharge (静電気放出）一静 
電気の急激な放出のことです。 ESD は、 コン ピ ユー 
夕ゆ通信機器に使われている集積回路を損傷するこ 
とびあります。 


ExpressCard — PCMCIA 規格に準拠している取り 
外し巧能な I / O カードです。一般的なちのじは、 
モデ厶やネットワークアダプタびあります。 
ExpressCard は 、 PCI Express と USB 2.0 の両方の標 
準規格をサポートしています。 


FAHRENHEIT (華氏）一温度の単位で、化のか点を 
32 ° C 、 沸点を212 ° C としています。 

FBD — fully-buffered DIMM (完き:バッファ型 
DIMM ) — DDR 2 SDRAM チップと、 DDR 2 SDRAM 
チップとシステ厶の間の通信を高ま化する 
Advanced Memory Buffer ( AMB ) を搭載した 
DIMM です。 

FCC — Federal Communications Commission (米国 

連邦通信委員さ）ーコンピュータゆその他の電子機 
器び放出する放射線の量を規制する通信関連のま例 
を執行するアメリカの機関です。 

FSB — front side bus — プ□セッサと RAM の間の 
データ経路および物理的なインタフてースです。 

订 P — file transfer protocol (ファイル睦送プ□卜 
コル）ーインターネットに接続されているコン 
ピュータ間でのファイルの交換に巧用される標準の 
インターネットプ □ トコルです。 

G 


G — グラビティー重力の計測単位です。 

GB — ギガバイトーデータの単にです。1 GB は 
1024 MB (1,073,741,824 バイト）です。八ードドラ 
イブの記憶領域容量を示す揚合に、1,000,000,000パ' 
イトじ切り捨てられて表示されることちあります。 
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GHz- ギガへルツー周波数の計測単位です。 

1 GHz は10憶 Hz または1,000 MHz です。通當、 
コン ピュー タのプ□セ ツサ、 バス、インタ フエー ス 
の処理速度は GHz 単にで計測されます。 

GUI — graphical user interface — メニ;！一、 ウイ 
ンドウ、およびアイコンで ユー ヴーとゆり取りする 
巧話型ソフトウてアです 。 Windows OS で動作する 
ほとんどのプ□グラ厶は GUI です。 

H 


HTTP 一 hypertext transfer protocol —インター 
ネッ 卜じ接続されているコンピュータ間でのフアイ 
ル交換用プロトコルです。 

Hz — ヘルツー周波数の単位です。1秘間1ヴイク 
ルで周波数 1 Hz です。コンピュータゆ電子機器で 
は、キ□ヘルツ （ kHz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガ 
ヘルツ （ GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位で計 
測される揚合ちあります。 


I/O — input/output (入出力）ーコンピュータじ 
データを入力したり、コンピュータからデータを出 
力したりする動作またはデバイスです。キーボード 
ゆプ I 」ンタは I / O デバイスです。 

1 のアドレスー特定のデバイス（シ I 」アルコネクタ、 
パラレルコネクタ、または拡張ス□ツトなど）じ関 
連する RAM のアドレスで、プ□セツサびデバイス 
と通信でさるよラじします。 

1 C — intea rated circuit (集積回路）ーコンピユー 
夕、 オーディオ、およびビデオ装置用に製造された、 
何百方ちの極…電子コンポーネントび搭載されてい 
る半導体基板またはチツプです。 

IDE — intearated device electronics — /\ートトつ 
イブまたは CD ドライブじコント□-ラびの蔵され 
ている大容量ストレージデバイス用のインタフェー 
スです。 


IEEE 1394 — Institute of Electrical and Electronics 
Engineers , Inc . —コンピュータにデジタルカメラや 
DVD プレーヤーなどの 、 IEEE 1394互換デバイスを 
接続するのに使用される高性能シ I 」アル/ V スです。 

IrDA — Infrared Data Association —ホ外線通信の 
国際標準を作成する組織です。 

IRQ 一 interrupt request (割り込み要巧）ーデバイ 
スびプ□セッサと通信でさるよラに、特定のデバイ 
スじ割り当てられた電子的経路です。すべてのデバ 
イス接続に IRQ を割り当てる必要びあります。2つ 
のデバイスじ同じ旧 Q を割り当てることはできます 
び、両方のデバイスを同時に動作させることはでさ 
ません。 

ISP — Internet service provider (インターネット 
ヴービスプ□バイダ）ーインターネットへの接続、 

E - メールの送受信、およびウてブサイトへのアクセ 
スを巧ラためじホストサーバーへのアクセスを提供 
する機関です。通常、 ISP はソフトウェアのパッ 
ケージ、ユーヴー名、およびアクセス用の電話番号 
を有料（月仏い）で提おします。 

K 


Kb— キ□ビッ I - ( Kb ) 1024ビットじち当する 

データの単位です。メモ I 」集積回路の容量の単 
にです。 

KB — キ□バイトーデータの単位です。1 KB は 
1024バイトです。または1000バイトとすることち 
あります。 

kHz— キ□ヘルツー （ kHz ) 1000 Hz にち当する周 
渡数の単位です。 
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LI キャッシュープ□セッヴのの部に設置されてし、 
るプライマ I 」キャッシュです。 

L2 キャッシュ0プ□セッヴじ外付けされた、また 
はプ□セッヴアーキテクチャじ組み込まれたセカン 
ダ I 」キャッシュです。 

LAN — local area network (□— カルエ U アネット 
ワーク）一狭い範囲にわたるコンピュータネット 
ワークです。 LAN は通當、1棟の建物のゆ隣接する 
2、3棟の建物のに限定されます。 LAN は電話回線や 
電波を使って他の離れた LAN と接続し 、 WAN 
(ワイドエ I 」アネットワーク）を構成でさます。 

LCD — liquid crystal display (あ晶デイスプレイ） 

ーノートブックコンピュータのディスプレイゆフ 
ラットバネルのディスプレイに用いられる技術です。 

LED — light-emitting diode (発巧ダイスード）一 
コンピュータのステータスを示す巧を発する電子コ 
ンポーネントです。 

LPT — line print terminal —プリンタや他のバラレ 
ルデバイスへの/《ラレル接続の指定巧です。 

M 


Mb — メガビッ I - ( Mb ) 1,024 Kb にち当するメ 

モ I 」チップの容量の単位です。 

MB — メガバイ I -データの単位です。1 MB は 

1,048,576バイトです。または1,024 KB を表しま 
す。八ードドライブの記憶領域容量を示す揚合に、 
1,000,000バイトじ切り捨てられて表示されること 
ちあります。 

MB/sec — メガバイト/秒一1,000,000バイト/秒 
です。通常、データの睦送速度の計測単にに使用し 
ます。 


Mbps ー メガビット / 秒一 （ Mbps ) 1,000,000ビッ 
卜/秒です。通當、ネットワークやモデ厶などの 
データ睦送ま度の計測単位に使用します。 

MHz — メガヘルツー周波数の単にです。1,000,000 
サイクル/秒です。通當、コンピユータのプ□セッ 
ヴ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単にで 
計測されます。 

MP — メガピクセルーデジタルカメラに使用される 
画像解像度の単位です。 

ms — ミ I 」秒一1000分の1秒に巧当する時間の単 
位です。ストレージデバイスなどのアクセス速度の 
計測に使用します。 

N 


NIC — 「ネットワークアダプタ」を参照してく 
ださい。 

ns - ナノ秒一10億分の1秒に巧当する時間の単位 
です。 

NVRAM — nonvolatile random access memory 
(不揮発性ランダ厶アクセスメモリ）ーコンピユー 
夕の電源び切れたり、 外部電源び停止したりした揚 
合にデータを保をするメモ I 」の一種です 。 NVRAM 
は、曰巧、時刻、およびお客様び設定でさるその他 
のセツトアップオプションなどのコンピュータ設定 
情報を保持するのに利用されます。 

P 


PC 力ードー PCMCIA 規格に準拠している取り外し 
巧能な I / O 力ードです。 PC 力ードの一般的なちの 
に、モデ厶やネットワークアダプタびあります。 
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PCI — peripheral component interconnect — PCI 
は、 32 ビットおよび 64 ビットのデータ経路をヴ 
ポートする□-カルバスで、プ□セッサとビデオ、 
各種ドライブ、ネットワークなどのデバイス間に高 
まデータ経路を提供します。 

PCI Express — PCI インタフエースの改良版で、 

プ□セッヴとそれじ接続されているデバイスの間の 
データ睦送を高ま化します 。 PCI Express は、 

250 MB / 秒〜4 GB / 秒でデータを睦送できます。 

PCI Express チップセットとデバイスびヴポートして 
いるま度び異なる揚合は、これよりおまじなります。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card 
International Association — PC 力ードの規格を協議 
する国際的組織です。 

PIO — programmed input/output —データバスの 
一部としてプ□セッヴを経由した、2つのデバイス 
間のデータ輯送方まです。 

POST — power-on self-test (電源投入時の自己テ 
スト）一 B に S び自動的に□-ドする診断プ□グラ厶 
です。メモリ、八ードドライブ、およびビデオなど 
のコンピュータの主要コンポーネントの基本的なテ 
ストを実行します。 POST で問題び検出されなかった 
揚合、コンピュータは起動を続行します。 

PS/2 — personal s い tem /2 — PS /2 互換のキーボ ー 
ド、マウス、またはキーバッドを接続するコネクタ 
です。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM 
(Wired for Management ) 標準で、 OS びないネット 
ワークコンピュータを設定し、リモートで起動でさ 
るよラじします。 


R 


RAID 一 redundant arrav of independent disks — 
データの冗長性を提供する方まです。一般的に実装 
される RAID じは 、 RAID 0 、 RAID 1 、 RAID 5、 

RAID 10、および RAID 50 びあります。 

RAM — random-access memory (ランタ''厶アクセ 
スメモ1」）ープ□グラ厶の命ちやデータを保さする 
コンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM じ保 
さされている情報は、コンピュータをシャットダウ 
ンすると失われます。 

readme ファイルーソフトウェアのバッケージま 
たは八ードウてア製品に添付されているテキスト 
ファイルです。通常、 readme ファイルじは、イン 
ス I ル手順、新しく巧け即えられた機能の説巧、 
マニュアルに記載されていなし > 修正などび記載され 
ています。 

RFI — radio frequency interference (無線電波障 
害）一10 kHz ひら100,000 MHz までの範囲の通常 
の無線周波数で発生する障害です。無線周波は電磁 
周波数帯域のお域に属し、赤外線や化などの高周波 
よりち障害を起こしゆすい傾向びあります。 

ROM — read-only memory (読み取り専用メモリ） 
ーコンピュータび削除したり書き込んだりでさない 
データゆプ□グラ厶を保をするメモリです。 RAM と 
異なり、 ROM はコンピュータの電源び切れてちの容 
を保持します。コンピュータの動作に不可欠のプロ 
グラ厶で ROM じ常駐しているちのびいくつかあり 
ます。 
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RPM — revolutions per minute — 1 分間じ発生す 
る回睦数です。八ードドライブ速度の計測に使用し 
ます。 

RTC — real time clock —システ厶基板上じあるバッ 
テリーで動<時計で、コンピュータの電源を切った 
後ち、曰巧と時刻を保持します。 

RTCRST — real-time clock reset -部のコン 

ピュータじ搭載されているシステ厶基板上のジャン 
バで、問題び発生した揚合のトラブルシューティン 
グじ利用でさます。 

S 


S/PDIF — Sonv/Philips Diaital Interface —ファイル 
の質びお下する可能性びあるァブ□グおおじ変換せ 
ずに、1つのファイルから別のファイルにスーディ 
スを睦送でさるスーディス輯送用ファイルフォー 
マットです。 

SAS — serial attached SCSI — 化巧のバラレル SCSI 
じ巧し、より高まなシリアル形式の SCSI インタ 
フエー スです。 

SATA — serial ATA — より高まなシ U アルおおの 
ATA ( IDE ) インタ フエー スです。 

SCSI — small computer system interface 一 /\ —卜 
ドライブ、 CD ドライブ、プ I 」ンタ、スキャナーなど 
のデバイスをコンピユータじ接続するのに使用され 
る高まインタフエースです。 SCSI は、1つのコント 
□-ラで多くのデバイスを接続でさます。各デバイ 
スは、 SCSI コント□-ラのバス上の個々の識別番号 
によってアクセスされます。 

SDRAM — synchronous dynamic random-access 
memory (同期ダイブミックランダ厶アクセスメモ 
リ）ープ□セッヴの最適ク□ック速度と同期された 
DRAM の一種です。 


SIM — Subscriber Identity Module — SIM 力ードじ 
は、音声およびデータの輯送を暗号化するマイク □ 
チップび搭載されています。電話ゆポータフルコン 
ピュータじ使用でさます。 

Strike Zone - 八ードドライフを保護するためじ強 
化されたプラットフォー厶ベース部分です。コン 
ピュータの電源びスンのとさでもスフのとさでち、 
コンピュータを落としたとき、または}反動などの 
シヨックびちえられたとさに、衝撃吸収体として機 
能します。 

SVGA — supe 卜 video graphics array —ビデオカー 
ドとコント □-ラ用のビデオ標準規格です。 SVGA 
の通常の解像度は800 X 600および1024 X 768で 
す。 

プ□グラ厶び表示する色数と解像度は、コンピュー 
夕じ取り付けられているモニター、 ビデオコント 
□-ラとドライバの性能、およびビデオメモ I 」の容 
量によって異なります。 

SXGA — super-extended 日 raphics array — 

1280 X 1024までの解像度をヴポートするビデオ 
力ードゆコント□-ラのビデオ標準です。 

SXGA+ — super-extended graphics array — 

1400 X 1050までの解像度をヴポートするビデオ 
力ードゆコント□-ラのビデオ標準です。 

S ビデオ TV 出力ーテレビまたはデジタルスーデイ 
スデバイスをコンピュータじ接続するためじ使われ 
るコネクタです。 


TAPI — telephony application proaramming 
interface — 音声、データ、ファックス、ビデオなど 
の各種テレフォニーデバイスを Windows のプ□グ 
ラ厶で使用でさるよラじするインタフエースです。 
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TPM 一 trusted platform module (信頼済みプラッ 
トフすームモジュール）ーセキュ ij テイソフトウェ 
アと組み合わせて使用した揚合に、ファイルや E - 
X —ルなどの保護機能を有効じすることでネット 
ワークとコンピュータのセキュ I 」ティが強化される、 
ノ\ー ドウエアベースのセキュリティ機能です。 

U 


UAC — ユーヴーアカウント制御一 Microsoft 
Windows Vistaa のセキュ U ティ機能です。これをち 
巧にすると、ユーヴーアカウントひら 0 S の設定を 
変更する画面に進を’段階にセキュ I 」ティび設定され 
ます。 

UMA — unified memory allocation —ビデオに動 
的に割り当てられるシステ厶メモ I 」です。 

UPS — uninterruptible power supply (無停電電源 

装置）一電気的な障害び起さた揚合ゆ、電圧レベル 
びお下した揚合に使用される/ ックアップ電源です。 
UPS を設置すると、電源び切れた揚合でち限られた 
時間コンピュータは動作することびでさます。通當、 
UPS システ厶は、過電流を抑え電圧を調整します。 
小型の UPS システ厶で数分間電力を供給するので、 
コンピュータをシャットダウンすることび巧能です。 

USB — universal serial bus — USB 互換キーポード、 
マウス、ジョイスティック、スキャナー、スピー 
力一、 プ I 」ンタ、ブ□-ドバンドデバイス （ DSL お 
よびケーブルモデ厶)、撮像装置、またはストレージ 
デバイスなどのおまデ/ イス用八ードウエアインタ 
フエースです。コンピュータの4ピンソケットかコ 
ンピュータじ接続されたマルチポート八ブじ直接デ 
バイスを接続します。 USB デバイスは、コンピュー 
夕の電源び入っていてち接続したり取り外したりす 
ることびできます。また、デージーチェーン型に接 
続することちでさます。 


UTP — unshielded twisted pair (シールドなしツイ 
ストペア）一ほとんどの電話回線利用のネットワー 
クゆその 化の一部のコンピュータネッ トワークで利 
用されているケーブルの種類です。電磁波障害から 
保護するためじワイヤのペアに金属製の被置をほど 
こすげわりに、シールドなしのワイやのペアびねじ 
られています。 

UXGA — ultra extended Graphics array — 1600 X 
1200までの解像度をサポートするビデオカードゆコ 
ント□-ラのビデオ標準です。 

V 


V — ボル I 電位または起電力の計測単位です。 

1ボルトは、1アンペアの電流を通ずる抵抗1スー厶 
の導線の両端の電位の差です。 

W 


W — ワットー電力の計測単にです。1ワットは 
1ボルトで流れる1アンペアの電流を指します。 

WHr— ワット時一おおよそのバッテリー容量を示 
すのに通常巧用される計測単位です。たとえば、 

66 WHr のバッテ1」一は66 W の電力を1時間、 
または33 W を2時間お給できます。 

WLAN — wireless local area network (ワイヤレス 
□-カルエ I 」アネットワーク）。インターネットアク 
セスを実現するために、アクセスポイントまたはワ 
イヤレスルーターを使用し、エアウェーブを fr して 
巧互に通信する、巧互接続された一連のコンピユー 
夕です。 
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WWAN 一 wireless wide area network (ワイでレ 
スワイドエ ij アネットワーク)。携帯電話技術を利用 
して WLAN よりも格段に広い地理範囲を網羅するワ 
イヤレス高速データネットワークです。 

WXGA — wide-aspect extended graphics array — 
1280 X 800 までの解懷度をサポートするビデオカー 
ドやコン 卜□ーラのビデブ標準です。 

X 


XGA — extended graphics array —1024 X 768ま 
での解懷度をサポートするビデスカードかコント 
□ーラのビデブ標準です。 

Z 


ZIF — zero insertion force —コンピュータチップと 
ソケットのどちらじちまったく力を加えないで、 
チップを取り巧けまたは取り外しでさる、ソケット 
ゆコネクタの一種です。 

Zip ——般的なデータの圧縮フォーマットです 。 Zip 
フォーマットで圧縮されているファイルを Zip ファ 
イルといい、通常、ファイル名のお張子び. zip とな 
ります。特別な Zip ファイルじ自己解凍型ファイル 
びあり、ファイル名の拡張子は. exe となります。 
自己解凍型ファイルは、ファイルをダブルク I 」ック 
するだけで白動的に解凍でさます。 

ZIP ドライブー Iomega Corporation じよって開発 
された大容量のフ□ッピードライブで、 Zip ディス 
クと呼ばれる3 . 5インチのリ厶ーバブルディスクを 
使用します。 Zip ディスクは標準のフ□ッピーディ 
スクよりもゆゆ大さく約2倍の厚みびあり、 

100 MB のデータを保持できます。 


あ 

アンチウイルスソフトウェアーコンピュータひら 

ウイルスを見つけ出して隔離し、除去するよラに設 
計されたプ□グラ厶です。 

ウイルスー嫌びらせ、またはコンピュータのデータ 
を破壊する目的で作られたプ□グラ厶です。ウィル 
スプ□グラ厶は、感染したディスク、インターネッ 
卜からダウン□-ドしたソフトウェア、または 
E- メールの添付ファイルを経由してコンピュータか 
ら別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染し 
たプ□グラ厶を起動すると、プ□グラ厶じ潛伏した 
ウイルスち起動します。 

一般的なウィルスじ、フ□ッピーディスクのブート 
セクターじ澄伏するブートウィルスびあります。フ 
□ッピーディスクを揮入したままコンピュータを 
シャットダウンすると、次の起動時じ、コンピュー 
夕は 0S を探すためフ□ッピーディスクのブートセ 
クターじアクセスします。このアクセスでコン 
ピュータびウイルスじ感染します。一度コンピュー 
夕びウイルスじ感染すると、 ブートウイルスは除去 
されるまで、読み書さされるすべてのフ□ッピー 
ディスクじウイルスをコピーします。 

エクスプレス ヴー ビス コー ドー Dell コンピュータの 

ラベルに巧いている数字のコードです。デルにお問 
し、合わせの際は、エクスプレスサービスコードをお 
伝えください。エクスプレスヴービスコードび利用 
でさない国ちあ0ます。 

オプティカルドライブー CD、DVD または 
DVD+RW から、化学巧術を使用してデータを読み書 
さするドライブです。オプティカルドライブじは、 

CD ドライフ、 DVD ドライブ、 CD-RW ドライブ、 
および CD-RW/DVD コンボドライブび含まれます。 
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カーソルーキ ーボー ド、タッチバッドまたはマウス 
び次にどこで動作するかを示すディスプレイゆ画面 
上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーライ 
ン、または…さなち印で表示されます。 

解像度ープ I 」ンタで印刷される画像ゆ、モニターじ 
表示される画像びどのくらい輔巧かといラ度合です。 
解像度を高い数値に設定しているほど輔巧です。 

書き込み防止に設定ーファイルゆメディアに、デー 
夕のの容を変更不可に設定することです。書さ込み 
防止を設定しデータを変更または破壊されることの 
ないよラに保護します。 3.5 インチのフ□ッピーディ 
スクじ書さ込み防止を設定する揚合、書さ込み防止 
設定タブをスライドさせて書さ込み不可の位置じし 
ます。 

拡張力ードーコンピュータのシステ厶基板上の拡張 
ス□ットじ装着する電子回路基板で、コンピュータ 
の性能を向上させます。拡張カードの例には、ビデ 
ス、モデ厶、およびサウンドカードなどびあります。 

披張型 PC 力ードー拡張型 PC 力ードは、取り付け 
た時に PC 力ードス□ットから力ードの端びはみ出て 
います。 

化張スロットー拡張力ードを挿入してシステ厶バス 
じ接続する、システ厶基板上（コンピュータによっ 
て異なる揚合ちあります）のコネクタです。 

拡張ディスプレイモードーお使いのディスプレイの 
泣;張として、2台目のモニターを使えるよラじする 
ディスプレイの設定です。「デュアルディスプレイ 
モード」とち呼ばれます。 

壁紙 一 Windows デスクトップの背責となる模様ゆ 
給柄です。壁紙はコント□-ルバネルで変更でさま 
す。また、気に入った絵柄を読み込んで壁紙を作成 
することびでさます。 

キーの細み合わせ一同時に複数のキーを巧してコン 
ピュータを操作します。 


起動巧能メディアーコンピュータを起動するのに使 
用する CD 、 DVD 、 またはフ□ッピーディスクです。 
八ードドライブび損傷した揚合ゆ、コンピュータび 
ウイルスじ感染した揚合など、起動可能な CD 、 

DVD 、 またはフ□ッピーディスクび必要じなります 
ので、當備しておさます。起動巧能メディアの一例 
び fDrivers and UtilitiesJI メディアです。 

起動順序ーコンピュータび起動を試みるデバイスの 
順度を指定します。 

キャッシュー特殊な高まストレージ機構で、メイン 
メモ I 」のす約領域、または独立した高まストレージ 
デバイスです。キャッシュは、プ□セッサのオペ 
レーシヨンスピードを向上させます。 

休止が態モード ーメモ I 」ののすべてを八ードドライ 
フ上の5約領域に保をしてからコンピュータの電源 
を切る、省電カモードです。コンピュータを再起動 
すると、八ードドライブじ保をされているメモリ情 
報び自動的に復元されます。 

グラフィックモード ー X 化平画素数、 J / 垂直画素数、 
および^色数で表されるビデオモードです。グラ 
フィックモードでは、どんなおゆフォントち表現で 
さます。 

ク□ックま度ーシステ厶バスに接続されているコン 
ピュータコンポーネントびどのくらいのまさで動作 
するひを示す、 MHz で示されるま度です。 

国際逼行許可書一物品を外国に一時的に持ち込を’こ 
とを許可する国際通関用义書です。「商品バスポー 
卜」とち呼ばれます。 

コントローラープ□セッサとメモ I 」間、またはプロ 
セッサとデバイス間のデータ輯送を制御するチップ 
です。 

コントロールパネルー画面設定などの OS ゆ八ード 
ウェアの設定を変更するための Windows ユーティ 
リテイです。 
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さ 

サージプ□テクター雷などび原因で、コンセントを 
fr してコンピュータじ穀響をちえる電圧変動から、 
コンピュータを保護します。ヴージプ□テクタは、 
落雷ゆ通當の AC ライン電圧レベルび20 %し乂上低 
下する電圧変動じよる停電からはコンピュータを保 
護することびでさません。 

ネットワーク接続はサージプ□テクタでは保護でさ 
ません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルを 
ネットワークコネクタから外してくださし、。 

サー ビスタグーコンピュータじ貼ってあるパ'-コー 
ドラべルのことで、デルヴポートの 

support.jp.dell.com じアクセスしたり、デルの力 
スタ マーヴービス ゆテクニカル ヴポー トじ電話でお 
問い合わせたりする揚合に必要な識別番号び書いて 
あります。 

システ厶基板ーコンピュータじ搭載されている主要 
回路基板です。「マヴーボード」とち呼ばれます。 

指紋リーダ——コンピュータのセキュリティの一還 
としてユーヴーの認証に指紋を使用するスト I 」ップ 
センサーです。 

シヨートカットー頻襄じ使用するプ□グラ厶、ファ 
イル、フォルダ、およびドライブじすばゆくアクセ 
スでさるよラじするアイコンです。シヨートカット 
を Windows デスクトップ上じ作巧し、シヨート 
カットアイコンをダブルクリックすると、それに巧 
応するフォルダゆファイルを検索せずに開くことび 
できます。シヨートカットアイコンは、ファイルび 
置かれている揚巧を変更するわけではあ0ません。 
シヨートカットアイコンを削除してち、元のファイ 
ルには何の穀響ちありません。また、シヨートカッ 
卜のアイコン名を変更することちでさます。 

シリアルコネクターコンピュ ータ じ八ンドへルドデ 
ジタルデバイスゆデジタルカメラなどのデバイスを 
接続するためじよく使用される I / O ポートです。 


スキヤンディスクーファイル、フォルダ、および 
/\-ドディスク上にエラーびないかどうかをチ ェッ 
クする Microsoft ユーテイ I 」テイです。コンピユー 
夕の反応び止まって、 コンピュータを再起動した際 
じスキャンディスクび実行されることびあります。 

スタンバイモードーコンピュータの不必要な動作を 
シャットダウンして電力を節約する省電カモー 
ドです。 

スマートカードープ□セッヴとメモ I 」チップじの蔵 
されている力ードです。スマートカードは、スマー 
卜力一 ド搭載のコンピュータでのユーヴーの認証に 
あ]用でさます。 

ホか線センサ——ケーブルを使用しなくても、コン 
ピュータと赤外線互換デバイス間のデータ輯送びで 
さるポートです。 

セットアッププ□グラ厶ーハードウェアゆソフト 
ウェアをインス!ルしたり設定したりするのに使 
つプ□クつ厶です。 setup.exe または install.exe 

というプ□グラ厶びほとんどの Windows 用ソフト 
ウェアに付属しています。「セットアッププ□グラ 
厶」は「セットアップユーティリティ」とは異なり 
ます。 

セットアップユーティリティーコンピュータの八一 
ドウェアと 0 S 間のインタフェース機能を持つユー 
ティリティです。セットアップユーティリティを使 
用して 、 B に S で、曰時やシステ厶パスワードなどの 
ユーヴー定義可能なオプションを設定でさます。設 
定びコンピュータじどのよラな穀響をちえるのか理 
おでさていない揚合は、このプ□グラ厶の設定を変 
更しないでくださし、。 
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た 

通知領域ーコンピュータの時計、音量調節、および 
プリンタのが況など、プ□グラ厶やコンピュータの 
機能に素早くアクセスでさるアイコンび表示されて 
いる Windows タスクバーの領域です。「システ厶卜 
レイ」とち呼ばれます。 

ディスクストライピングー複数のディスクドライブ 
じまたびってデータを分散させる技術です。ディス 
クストライピングは、ディスクストレージひらデー 
夕を取り出す動作を高ま化します。通常、ディスク 
ストライピングを利用しているコンピュータでは 
ユーヴーびデータユニットサイブまたはストライプ 
幅を選ぷことびでさます。 

テキストエディターたとえば、 Windows のメモ帳 
など、テキストファイルを作成および編集するため 
のアプ I 」ケーシヨンプ□グラ厶です。テキストエ 
ディタじは通當、ワードラップゆフォーマット（ア 
ンダーラインのスプシヨンやフォントの変更など） 

の機能はありません。 

デパイスーディスクドライブ、プリンタ、キーボ ー 
ドなどコンピュータにの蔵または外付けされた八一 
ドウエアです。 

デバイスドライパー「ドライバ」を参照してくださ 
し、。 

デュアルコアー演算を行う物理ユニットを単一のプ 
□セッサバッケージのじ搭載したテクノ□ジで、演 
算の巧率とマルチタスク機能を向上させます。 

デュアルディスプレイモードーお使いのディスプレ 
イの拡張として、2台目のモニターを使えるよラに 
するディスプレイの設定です。「拡張ディスプレイ 
モード」とち呼ばれます。 

ドッキングステーシヨンーノートブック PC をデス 
クトップのワークスぺースじアレンジするための 
ポートレプ I 」ケーシヨン、ケーブルマネージメント、 
およびセキュ I 」ティ機能を提供します。 


ドメインーネットワーク上のコンピュータ、プ□グ 
ラ厶、およびデバイスのグループで、特定のユー 
ヴーグループじよって使用されるな通のルールと手 
順のある単位として管理されます。ドメインに□グ 
スンすることで、 I 」ソースにアクセスでさるよラに 
なります。 

ドライバープリンタなどのデバイスを、 OS び制御 
でさるよラじするためのソフトウてアです。多<の 
デバイスは、コンピュータじ正しいドライバびイン 
ス I ルされていない揚合、正常に動作しません。 

トラベルモジュールーノートブックコンピュータの 
重量を減らすためじ、モジュールベイの中に設置で 
さるよラ設計されているプラスチック製のデバイス 
です。 

な 

区)蔵一通常、コンピュータのシステ厶基板上に物理 
的に搭載されているコンポーネントを指します。 
「ビルトイン」とち呼ばれます。 

ネットワークアグプターネットワーク機能を提供す 
るチップです。コンピュータのシステ厶基板にネッ 
トワークアダプタびの蔵されていたり、アダプタび 
肉蔵されている PC 力ードちあります。ネットワーク 
アダプタは 、 「N に」（ネットワークインタフエースコ 
ント□-ラ）とち呼ばれます。 

は 

パーテイシヨンー八ードドライブ上の物理ストレー 
ジ領域です。 1つ L 乂上の論理ストレージ領域（論理 
ドライブ）じ割り当てられます。それぞれのバー 
テイシヨンは複数の論理ドライブを持つことびでさ 
ます。 

八ードドライブー八ードデイスクのデータを読み書 
さするドライブです。八ードドライブと八ードデイ 
スクは同じ意なとしてどちらひび使われています。 
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バイトーコンピュータで使われる基本的なデータ単 
にです。1バイトは8ビットです。 

ハイパースレッディングーハイバースレッディング 
は Intel のテク y □ジで、1つの物理プ□セッヴを2 
つの論理プロセッサとして機能させることでバ 
フォーマンスをを体的に向上し、複数のタスクを同 
時に処理することを可能じします。 

バスーコンピュータのコンポーネント間で情報を通 
信する経路です。 

バス速度ーバスびどのくらいのまさで情報を睦送で 
さるかを示す、 MHz で示されるま度です。 

バッテリー醒動時間ーソートブックコンピュータの 
バッテリーびコンピュータじ電源をな給する間、巧 
電量を維持でさる時間（分または時間数）です。 

バッテリーの春命 ーノートフックコンピュータの 
バッテリーび、消耗と再な電を繰り返すことのでさ 
る期間（年数）です。 

パラレルコネクターバラレルプ I 」ンタをコンピュー 
夕じ接続する揚合などじ使用される I/O ポートです。 
「 LPT ポート」とち呼ばれます。 

ヒートシンクー放熱を助けるプ□セッヴじ巧属する 
金属板です。 

ピクセルーディスプレイ画面のシングルポイントで 
す。画像は、ピクセルを縦横に配置することで作成 
されます。ビデオの解像度 （800 X 600など）は、 
上下左ちじ前の'ピクセルの数で表します。 

ビットーコンピュータび認識するデータの最小単位 
です。 

ビデす解像度 一「解像度」を参照してくださし、。 


ビデオコント ローラー お使いのコンピュータじ 
(モニターの組み合わせじおいて）ビデオ機能を提な 
するビデオカードまたは（スンボードビデオコント 
□-ラ搭載のコンピュータの）システ厶基板の回路 
です。 

ビデオメモリービデオ機能専用のメモリチップで構 
成されるメモリです。通常、ビデオメモリはシステ 
厶メモ I 」よりち高速です。ビデオメモ I 」の容量に 
よって、プ□グラ厶で表示でさる色数び大さく左ち 
されます。 

ビデオモードーテキストゆグラフィックスをモニ 
ターに表示する際のモードです。グラフィックを 
ベースじしたソフトウてア （Windows OS など）は、 
X 化平ピクセル数、垂直ピクセル数、 Z 色数で表さ 
れるビデオモードで表示されます。义字をベースに 
したソフトウてア（テキストエディタなど）は、 

X 刻 X 巧の义字数で表されるビデオモードで表示 
されます。 

フスー マットーファイルを保さするためじドライブ 
ゆディスクを準備する工程のことです。ドライブま 
たはディスクを フォーマッ トするとデータはすべて 
消失します。 

フ3ルダーディスクゆドライブ上のファイルを整頓 
したりグループ化したりするスペースを表す用語で 
す。フォルダ中のファイルは、名前ゆ曰巧ゆヴイブ 
などの順番で表示でさます。 

プラグアンドプレイーコンピュータびデバイスを自 
動的に設定でさる機能です。 BIOS . OS . およびすベ 
てのデバイスびプラグアンドプレイ巧丽の揚合、 
プラグアンドプレイは、自動インス!ル、設定、 
既存の八ードウてアとの互換性を提なします。 

プロセッサープ□グラ厶命ちを解析して実行するコ 
ンピュータチップです。プ□セッヴは 、 CPU (中央 
演算化理装置）とち呼ばれます。 
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ミニカー ドー通信 N になどのの蔵周辺機器用に設計 
されたり\型の力ードです。さ二力ードは標準の PCI 
拡;張力ードと同等の機能を持ちます。 

メディアべイーオプティカルドライブ、セカンド 
バッテ1」一、または Dell Travel Lite モジュールなど 
のよラなデバイスをヴポートするベイです。 

メモリーコンピュータの部じある、一時的にデータ 
をおさする領域です。メモ I 」にあるデータは一時的 
じ格細されているだけなので、作業中は時々ファイ 
ルを保をするよラお勧めします。また、コンピュー 
夕をシャッ トダウンするときちファイルを保をして 
ください。コンピュータのメモ I 」じは、 RAM、ROM 
およびビデオメモ I 」など何種類かあります。通常、 
メモ I 」というと RAM メモリを指します。 

メモリアドレスーデータを一時的に RAM じ保をす 
る特定の揚巧です。 

メモリマッピングースタートアップ時に、コン 
ピュータび物理的な揚巧にメモリアドレスを割り当 
てるプ□セスです。デバイスとソフトウェアび、プ 
□セッヴじよ0アクセスでさる情報を識別でさるよ 
ラになります。 

メモ U モジュールーシステ厶基板に接続されてし、 

る、メモ I 」チップを搭載した…型回路基板です。 

モジュールベイー「メディアベイ」を参照してくだ 
さし、。 

モデ厶ーアブ□グ電話回線を fr して化のコンピュー 
夕と通信するためのデバイスです。 モデ厶じは、外 
巧けモデ厶、 PC 力ード、およびの蔵モデ厶の3種類 
びあります。通當、モデ厶はインターネットへの接 
続ゆ E - メールの送受信に使用されます。 


や 

読み取り専用一表示することはでさますび、編集し 
たり削除したりすることびでさないデータゆファイ 
ルです。巧のよラな揚合に読み取り専用じなります。 

• フ□ッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き 
込み巧止じしている揚合 

• ファイルびネットワーク上のディレクト I 」にあ 
り、システ厶管理ちび特定の個人だけにアクセ 
ス権を許可している揚合 

ら 

リフレッシュレートー画面上のビデスイメージび再 
巧画される周波数です。単位は Hz で、この I 」フ 
レッシュレートの周波数で画面の水平走査線（また 
は垂直周波数）び再描画されます。 I 」フレッシュ 
レートび高いほど、ビデオのちらつさびみなく見え 
ます。 

□ -カルバスーデ/イスにプ□セッヴへの高まス 
ループットを提供するデータバスです。 
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